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エルフの森編　第零話






　二月も終わりが見えてきたある日の早朝。

　まだ日も昇らない暗い時間帯だというのに、アズマ工房のメンバーは全員、ウルスの東門に集まっていた。

「じゃあ、レラさん。あとの工房の管理はお願いします」

「はい、お任せください」

　ワンボックスカーの見た目を持つゴーレム馬車を展開した達たつ也やが、運転席に乗り込む前にレラに留守を託す。

「テレス、ノーラ、ファム。自分らの腕やったら今入ってくる仕事ぐらいはどうにかなるはずやから、心配せんと自信持って、落ち着いて仕事しいや」

「そう言われて堂々とできるほど、ノーラは肝が太くないのです」

「正直、まだ八級の各種ポーションは大ポカをやらかす事があるので、結構不安なんですよ……」

　宏ひろしに声をかけられて、不安を隠しきれない顔で文句を言うテレスとノーラ。ファムに至っては、不安に負けて文句すら出ないようだ。

　今までの人生で、ポーション作りのような高度な仕事を自分の責任で行った事がないため、どうしても尻込みしてしまうらしい。しかも、八級ポーションはまだまだ十～二十本に一本失敗が混ざるので、納品する時にも不安が出てくる。

　なんだかんだで八級以下のポーションは、常に需要があるからこそ、下手なものを納品できないのが怖い。

　八級のポーションが主に冒険者や重傷の人間に使われる以上、失敗作が間違って世に出回ってしまうと誰かの命にかかわる。そのプレッシャーが大きいのだ。

「誰がやっても失敗する時は失敗すんねんから、常に数に余裕作っといて、ビビらんとどんと構えとけばええねん。メリザさんもそんな無茶は言わんやろうし、もし失敗作が混ざってもちゃんと検品ではねるはずやから、その時にちゃんとしたやつと交換しとけば問題あらへん」

「そんなに簡単な事でいいのですか？」

「春はる菜なさんの時なんか、最初の頃はこっちが納品に慣れてへんかったから毎回三本四本不良品混ざっとったけど、特に文句言わんと検品ではねて交換、で済んどったで」

「宏君、いちいち人の過去の失敗をほじくり返すのは、趣味が悪いと思うんだ」

「実例出さんかったら、テレスらも安心できんやん」

　宏と春菜のやり取りを聞いて、ようやく少し表情が柔らかくなるテレスとノーラ。

　どうやら、完璧超人に見える春菜でも自分達がやりそうなミスをやっていた、という事に多少安心したようだ。

「それにな、自分らの事、頼んできたん、メリザさんやん。自分で頼んどいてその程度のミスで仕事できんなるほど怒るとか、人としての器うつわの大きさが疑われんでな、実際」

「まあ、わざと不良品を納品してお金せしめようとするんだったら、話は別だけどね。そんな事は絶対しないよね？」

「さすがにそれは詐欺とかそういう種類の犯罪やから、誰がやってもアウトやけどな。僕らかて、そんなせこい真似する人間は面倒見切れんし」

　宏と春菜の言葉に、真剣な表情で何度も首を縦に振るテレスとノーラ、ファム。

　彼女達が不安になっている理由は、ポーションの出来が人の命にかかわるからであって、そもそもそんなせこい犯罪を犯すつもりはない。

「まあ、ミスせんに越した事はあらへんけど、ミスせんと成長とかあり得へんし。重要なんは、やらかした時にちゃんと謝るんと、誠実に対応する事や。相手によっちゃあ、そうはいかんねんやろうけど、メリザさんはちゃんと話が通じる人やからな」

「……分かったのです。腹をくくるのです」

「そもそも、失敗だって分かってる物を手元に残すから間違えて納品したりするんですよね。だったら、失敗したと思ったらさっさと捨ててしまえば問題ないですよね」

　宏の訓示に覚悟を決め、そんなふうに結論を出すノーラとテレス。

　テレスの意見に春菜がぐさっときているようだが、二人とも気がついていない。

「……親方、どうしても行かなきゃ駄目？」

　ここまで黙っていたファムが、恐る恐る口を開く。

　レラの足にしがみついているライムも、涙目になっている。

「ほんまやったら、もうちょい面倒見てからの方がええんやろうけど、それ言うとったらキリがないからなあ……」

「別に期限がある話じゃないけど、あまりのんびりするのもどうかなって思うんだ。それに、結局どこで区切るかって話になってくるし」

　ファムの問いかけに、少し悲しそうな、申しわけなさそうな表情できっぱり答える宏と春菜。

　最初から分かっていた答えに、ライムはレラのスカートに顔をうずめて涙を我慢し、ファムも不安や寂しさを必死になってかみ殺している。

「……まあ、今生の別れってわけじゃないし、一カ月か二カ月に一度は工房に戻る予定なんだから、笑って送り出してよ」

　後ろで黙っていた真ま琴ことが、子供達の様子に声が出なくなった宏と春菜に代わってお願いする。

「皆で仕事して遊んでご飯食べてってやってたら、一カ月や二カ月なんてすぐよ。だから、その時にお互い胸張って土産みやげ話ができるようにここは笑って、行ってらっしゃい、って送り出してほしいのよ」

　ファムに目線を合わせ、諭さとすように告げる真琴。

　その後ろから澪みおが顔を出し、いつもの表情に乏しい顔で混ぜっ返すように言葉を継ぐ。

「次帰ってきた時、進歩なかったらスパルタ教育」

　澪のその脅おどしに、微妙に顔が引きつるテレスとノーラ。

　ファムも一瞬、悲しみを忘れて表情が凍りつく。

　一度だけ受けた澪のスパルタ教育は、なかなかにえげつなかったのだ。

「これで笑って送り出せるはず」

「いろんな意味で無理だと思うのです」

　澪の無茶ぶりに、ノーラがノータイムで切り返す。

「まあ、いつまでもまごまごやってると遅くなるし、もう行くわね」

「再さ来らい月げつまでには絶対一度帰ってくるから、それまで頑張る」

　そう言って、未練を断ち切るように容赦なくワンボックスカーに乗り込む真琴と澪。

　それにならって春菜が後部座席中央に陣取ると、最後に達也が運転席に、宏が助手席に座る。

「じゃあ、行ってくる」

「行ってらっしゃいなのです」

「気をつけて」

　未練を断ち切った宏達に応こたえるように、覚悟を決めて無理やり笑顔を浮かべるテレスとノーラ。

　笑う事はできなかったが、それでも涙をこぼすのだけはこらえきるファム。

　頭を一つ下げるレラと、最後まで宏達の方を見ないライム。

　決して短いとは言い難い共同生活で、すっかり身内になってしまった人達を残し、日本人一行が乗ったワンボックスカーは静かに出発する。

「親方～！　行っちゃやだ～!!」

　走りゆく車を見つめ、とうとう我慢できなくなったライムが泣きながら叫ぶ。

「ライム、今は我慢するの」

「だって、だって！」

「ライムがそんなだと、親方達が心配して怪我しちゃうかもしれない。だから、今だけでいいから悲しくても我慢するの」

　ぐずぐずと泣くライムを抱きしめ、レラが優しく背中をさすりながら諭す。

　レラにしがみついて号泣するライムと、母親の言いつけを守って溢あふれ出る寂しさと悲しさに耐えるファム。

「とりあえず、工房に戻るのです」

「いつまでもここにいると、それこそ親方達に心配をかけちゃいそうだものね」

　重い足取りで工房に戻る一行。

「……人が五人も減ると、すごく広く感じるのです」

「……まあ、しょうがないよ。今まで人が一杯いるのが普通だったんだし」

　人が減ってがらんとした印象を受ける工房をまじまじと見つめて、今更ながらじわじわと寂しさを感じ始めるテレスとノーラ。さすがにファムやライムよりはいろいろな経験をしているため涙を流す事はないが、平気なふりを装うにはこちらに来てからの生活は密度が濃すぎた。

　テレスとノーラですらそうなのだ。いくらしっかりしていてもまだまだ子供であるファムが平気であるはずもない。人の気配が減った工房を見て、それでもいまだに必死に泣かないように我慢する姿は、胸に来るものがある。

「……ファム、もう我慢しなくていいよ」

「……ファムは頑張ったのです。今は悲しい気持ちを思いっきり外に出すのです」

　そんなファムの姿を見ていられず、テレスとノーラが優しく諭す。

　二人に諭され、とうとうファムの瞳ひとみからこらえていた涙が溢れ出した。

「これから、大変そうなのです」

「とりあえず、今は先の事は考えず、目の前の仕事を頑張ろう」

　泣きじゃくるファムとライムの姿に少し呆ぼう然ぜんとしながら、寂しさや不安を忘れるために目先の仕事を始めるテレスとノーラ。

　余談だが、その後ファムが普段どおりに戻るまでに三日、ライムが再び笑顔を見せるまでに五日、それぞれかかる事になるのだった。




　　　　☆




「覚悟はしとったけど、きっついなあ……」

「泣く子と地頭にゃ勝てぬとは、よく言ったものだよな……」

　出発した初日の夜、いくつかの街道の接続点にある比較的規模が大きい宿場町で宿を取り、男部屋に落ち着いたところでぼやきを漏らす宏と達也。

　本日の滞在場所は、ゼルナ街道と呼ばれる南部大街道とウルスをつなぐ街道を二割弱ほど進んだあたりにある宿場町だ。

「ライムが泣きだしたんもたまらんもんがあるけど、ファムが我慢しとったんもなかなかくるもんがあったで……」

「だよなあ……」

　ファムとライムの様子を思い出し、深くため息をつく宏と達也。

　公務やら立場やらの問題で王家の人達は顔を見せなかったが、これで仮にエアリスがいたら、なおの事きつかっただろう。

　淑女教育がきっちり施されたエアリスなら、間違いなく内心の寂しさを綺き麗れいに押し殺して、笑顔で送り出すのが目に見えているからだ。

　それが下手に別れを惜しむより余程ダイレクトに寂しさや哀しさが伝わる事を知っていてなお、エアリスには他の態度を取る事ができないのである。

「多分大丈夫やとは思うけど、立ち直れるかどうかはちょっと心配やわ……」

「でもな。ファムやライムが大人になるのは待てないから、下手に時間かけるより今回ぐらいの方がまだマシだろうと思うぞ」

「せやろうなあ……」

　ライム達の面倒を見るようになってからまだ半年にも満たないとはいえ、寝食をともにすればどうしても情が移る。

　たった数カ月、しかもそんなに長くは留守にしないと分かっていてこれなのだから、これ以上時間をかければもっと別れが大変になっていただろう。

「それにしても、思ったんだが……」

「なんや？」

「これで工房に戻った頃にはけろっとしてたら、それはそれでショックだよな？」

「いやいやいや、猫やあらへんねんし……」

　達也が言い出した話に、思わず全力で否定してしまう宏。

　とはいえ、あり得ないと断言できるほどの自信はないのだが。

「まあ、あんまり引っ張られてもそれはそれで心配になるから、長くても明日か明後日あさってには復活しててほしいところだがな」

「ほんまになあ」

　などと言い合っていると、ドアがノックされる。

「宏君、達也さん、ご飯食べに行こうよ」

　ドアの向こうから春菜のよく通る声が届く。

「あ、せやな」

「明日も早いんだし、さっさと飯を済ませるか」

　春菜の誘いに応じ、鞄かばんを手に移動する宏と達也。

　食堂では、すでに真琴と澪が待っており、真琴の前には早くも空になった酒瓶が。

　その光景に苦笑しつつ、宏達も席に座り注文を済ませる。

「それにしても、案外距離を稼げなかったよね」

「せやなあ」

　予想より進まなかった旅程を振り返っての春菜の感想に、宏が同意する。

　ワンボックスカーの速度を考えると、南部大街道までの旅程の半分ぐらいはいけると思っていたのだが、現実には二割程度だった。

　そこまで急ぐ旅ではないといっても、初日から距離が稼げてない印象である。

「まあ、このあたりは交通量が多いから、慣れないうちはあまり速度出せないしな。そもそも、普通の馬車なら最短ルートでも二日ぐらいかかるカルザスまでを半日で突破してるんだから、あんまり贅ぜい沢たくは言えないぞ？」

「そうなんだけどね」

　達也の反論に同意しつつ、少しルートを修正したほうがいいかもしれないと頭の中で考える春菜。

　主要な街道を通るよりも、村や町が少ないちょっとマイナーな迂う回かい路ろを通ったほうが、気を使わずに走れる分、早く南部大街道まで到着できるかもしれない。

　南部大街道まで出てからも、というより出てからの方が旅程が長いのだから、そこまではなるべく早く到着できるように考えるべきだろう。

「そもそも、休憩のたびに名物とか特産品とか漁あさって時間潰つぶさなきゃ、もうちょっと先に進めてる気はするんだけど、あたしの意見は間違ってるかしら？」

「あ～、ごめんなさい」

　真琴に指摘されて、素直に謝る春菜。

　本日カルザスを過ぎてから休憩で寄った三カ所、その全てで一時間近くの時間を消費した春菜に文句を言える筋合いなどない。そもそもカルザスでの休憩が早く終わったのは、以前にエアリスと一緒に四日ぐらい滞在し、じっくり堪能したためであり、新たに何かを発掘する余地が少なかっただけである。

「でも、サービスエリアや道の駅に立ち寄ったら、売店とか軽食は絶対隅々までチェックするよね？」

「ごめん。あたし、隅々まではチェックしないわ」

「ボクも」

　春菜の言いわけというか自己主張に対して、真琴と澪が容赦なく否定をぶつける。基本的に真琴は、飯時やおやつ時以外はサービスエリアや道の駅では自販機しか使わないタイプである。

「澪はそもそも、向こうで最後に長距離ドライブしたのが、小学校上がってすぐぐらいだったからなあ……」

　微妙に苦い顔をしながら達也がその背景を説明する。

　元々持病がある澪は、あまり長距離を移動する旅行の類たぐいはできなかった。

　それでも、小学校に入ったばかりの頃は日帰りで隣の県までドライブする余裕はあったのだが、小学校二年の終わり頃にインフルエンザを発症したのをきっかけに持病が悪化、長距離のドライブに耐える体力がなくなってしまったのだ。

　つまり、澪にとっては複数日にまたがって車で移動する旅行は、これが生まれて初めてになるのである。

「言われてみれば、宿取りながらずっと車で移動するのは生まれて初めて」

「その割には、あんたテンション低いわね」

「あんまり風景に差がない」

「まあ、いわゆるファンタジー的な景色が続いてただけだしねえ」

　半年近いこちらの世界での生活で、すっかり森林と平原と畑が断続的に入れ替わる風景に慣れ親しんでしまった日本人一行。

　移動中のテンションがあまり上がらないのも無理はないのかもしれない。

「せやけど、初日であんまり風景に差がないっちゅうてボヤいとったら、南部大街道はもっと退屈になるんちゃうか？」

「南部大森林地帯を貫いてるから、道を挟んで左右とも森しかない、って感じになってそうだよね」

　見渡す限り道と森しかない、という光景を思い浮かべて、思わずうんざりする達也と真琴。運転を担当する二人にとって、そういう距離感や現在位置を見失いそうになる景色がずっと続くのは勘弁してほしいのである。

「っと、飯が来たみたいやから、細かい事は後回しでまずは食べようか」

「そうだね」

「ボク、お腹減った」

　運ばれてきたテローナを見て提案した宏に、次々に賛同の声が上がる。

　他にもこの街の郷土料理が運ばれてきているが、全部出で揃そろうのを待つ必要もないだろう。

「さすがにウルスからかなり離れてるだけあって、テローナの中身が結構違うな」

「このロールキャベツっぽい料理も、ウルスにはなかったわね」

「ロールキャベツに似とるけど、こら別もんやな。葉っぱがキャベツやないし、包まれとるミンチもジャイアントホッパーの足肉みたいやし」

「メニューを見た限りじゃ、このあたりはジャイアントホッパーの料理が多いみたいだな」

　出てきた料理をワイワイ言い合いながら平らげていく日本人一行。

　その様子を見ている限り、巨大なバッタであるジャイアントホッパーの肉がメインなのはまったく問題視されていない事がよく分かる。

　因ちなみに、年末頃から食べる量が増え始めた澪は、無言でもりもりとかなりの量の料理を胃袋に詰め込んでいる。

「結構美お味いしかったよね」

「せやな」

「地域が変わると、微妙に味付けが変わる」

　程なく食事も終わり、堪能した料理の感想を口々に言い合い部屋に戻っていく年少組。

　達也と真琴は、酒を飲みながらもうちょっと明日以降のルートを話し合うらしく、まだ食堂に残っている。

「さて、明日はどんな料理を食べられるのかな？」

「春はる姉ねえ、いいのがあったらボク達で再現」

「もちろん」

　食事前には、もう少し距離を稼ぎたい、などと言っていた春菜が、すでにそんな事は忘れたかのように澪に対して応じる。

　結局、翌日以降も同じパターンが続き、南部大街道に入るまで一週間近くかかるのであった。




　　　　☆




「明日、やっとテレスの故郷の入口あたりにつくな」

　ウルスを出てから十日後。南部大街道に入ってから三日後。

　テレスから聞いた宿場町までワンボックスカーで四時間強というあたりで宿を取り、ため息交じりに達也がこぼす。

　南部大街道は、地球で言う片側四車線程度の道幅を持つ、聞きしに勝る規模の街道であった。

　ファーレーン国内を通るほとんどの街道より太いこの道は、一時間走れば必ず二桁以上は、徒歩や馬車の旅人を見かける。暗黙の了解で速度ごとに通る場所が分かれており、そのおかげで宏達も車の速度を一気に上げる事ができたため、この三日ほどで随分距離を稼げた。

　通ってみなければこの道幅が本当に必要なのかと疑問に思う規模ではあるが、ゴーレム馬車のような速度の速い乗り物もかなりの数走っている。その交通量と速度差を考えると、これだけの道幅がなければ移動する場所の棲すみ分けができず、かなり危険になるのは間違いない。

　規模が規模だけに、建築や整備も実に大仕事だったに違いない。何年がかりで森を切り開き開拓したのか、それ自体すら想像を絶する。

　街道沿いにそれなりの数存在する小規模な宿場町、そこに必ず設置されている慰い霊れい碑ひを見れば、この道を作る工事が相当な年月と多大な犠牲を払ってなされた事を疑う余地はない。

　この街道を作った総指揮者は、間違いなく土木のエクストラスキル持ちだろう。

　交通量の多い街道ゆえ、三つほどは大きな宿場町もあった。だが、それもせいぜい人口十万に届かない程度の規模であり、それほど森を大きく切り開けているわけでもなかった。どこの宿場町にも慰霊碑がある事を考えるまでもなく、森を切り開くのはそう容易たやすくないのだ。

　もっとも、いくら交通量が多いといったところで、日本の大都市のスクランブル交差点などと比べればはるかに密集度は低く、それゆえ時速八十キロなどという速度を出しても、人をはねたり衝突事故を起こしたりはほとんどしなかったのだが。

「予想以上に遠かったよね～」

「他人事のように言ってるが、半分ぐらいはお前が原因だからな」

　予想外に時間がかかった事に対して他人事のように言う春菜に、達也が力なく突っ込む。

　結局春菜は、南部大街道に入るまで毎回、休憩のたびに一時間近く市場を回ってあれこれ仕入れていたのだ。

　ひどい時になると気に入った料理の作り方を教えてもらう事すらあり、そんな時は休憩時間が一時間ではすまなかったりした。

「まあ、全部が春菜さんだけのせいでもあらへんかったし」

「それはそうなんだが……」

「飛び出してきた盗賊団をまとめてなぎ倒した時にゃ、ちょっとビビったで」

「あいつらも、わざわざ動きだした車の前に飛び出してこんでもいいだろうになあ……」

　宏に指摘された内容に、思わず苦い顔をする達也。

　急に尿意に襲われたために適当な場所でトイレを済ませた際、出発直後にワンボックスカーを囲むように三十人程度の盗賊団が襲ってきたのだ。

　アクセルを一気に踏み込んだタイミングで飛び出してきたものだから当然ブレーキなど間に合わず、五人ほどの盗賊を馬ごとまとめてなぎ倒す羽目になったのである。

　盗賊団の方もワンボックスカーの加速性能と巡航速度を見誤っており、よもや停止不能な速度で突っ込んでくるとは夢にも思わず、避よけるも止めるもできずに次々と弾き飛ばされていったのだ。

　幸か不幸かワンボックスカーには衝突回避の機能が備わっており、相手の方が軽量なら相手を、自分の方が軽量なら自分を進路から安全な位置にダメージを与えないように動かす事で事故による怪我人や死人が出ない仕様になっているが、そうでなければなかなか凄せい惨さんな死体が道に転がる羽目になっていたであろう。

　あのあたりは元々盗賊団の襲撃が多いらしく、ベテランはまず休憩をしない場所との事である。

　言うまでもなく国も領主も定期的に盗賊退治をしているが、ああいう連中はどれだけ駆除してもいつの間にか湧いてくる。それゆえに、あのルートを通って行商をしている人間は、自衛のために基本休憩なしであの道を通り抜けているそうだ。

「なんぞ、速度が乗り切る前に通り道をふさいで混乱させるんが、連中の常じょう套とう手段らしくてなあ」

「本気で危なっかしいやり方だよな」

「基本食い詰めもんの集まりやから、人の命が軽いんやろ？」

　宏の言葉に、さらに顔が渋くなる達也。

　実際のところ、動き始めたタイミングで盗賊に道をふさがれてしまうと、大体は足を止めるしかない。馬同士がぶつかると双方に致命的なダメージが出かねず、そうなると逆に逃げる事が難しくなるからだ。

　スピードが乗っている相手に仕かけない理由は単純で、百パーセント自分達にも被害が出るやり方まではする気がないからである。

「ほんま、ここがファーレーンで、しかも相手が盗賊でよかったで」

「ああ。日本だったらひき逃げだからなあ……」

「確実に免許は取り消されるわよね……」

　事故を思い出し、しみじみと自分達の幸運に感謝する達也と真琴。

　そもそも運転免許制度がなく、犯罪者であり人権など認められていない盗賊相手で、しかもどちらにも死傷者が出ない形で突破しているから問題になる要素はないが、日本だと仮に死傷者が出ていなくても、逃げた時点で普通に逮捕される。

「南部大街道入ってからも一回、シカかなんかはねたしなあ」

「野生動物は、注意してても避けられない」

　澪の言葉に、ドライバー組が真面目な顔で頷うなずく。

　南部大街道は大森林を貫いている以上、普通に野生動物やモンスターが横切る。そのため、毎月結構な数、馬車との接触事故が起こっている。

　故に、ほとんど事故を起こさなかったと言っても、ゼロというわけにはいかなかったのだ。

「せやけど、一番ヤバかったんは今日の道が陥かん没ぼつしとったところやな」

「馬車とか結構な数、あそこで足止めされてたよな」

「あれ、結局原因何やったんやろうなあ」

　今日遭遇した、南部大街道を完全にふさぐように陥没していた大穴。他にもあちらこちらに穴ぼこが開いていたが、その一番大きな穴に目を奪われていて誰も気にしていない感じではあった。

　結局、宏達未成年組三人が二時間ほどかけて埋めて舗装し直したのだが、作業をしていた宏達も、その間あたりを警戒していた達也も情報収集する余裕はなかったため、結局原因は分かっていない。

「あたしが確認したところによるとね。フィールドボスクラスのモンスターが出てきて、そいつを仕留める時にできた被害だったんだって」

「へえ？　どんなのが出たって？」

「ブライモットらしいわ」

　ブライモットと聞いて、微妙に納得する一同。

　フィールドボスとしてはちょうど真ん中ぐらいの強さで、大地系の攻撃魔法を乱発してくる割とやっかいなモンスターである。アルマジロのような甲こう羅らを持っている上に大地系の防御強化魔法も使ってくる、物理攻撃で仕留めるのが非常に面倒なボスだ。

　もっとも、動物系フィールドボスの宿命として、オキサイドサークルで酸欠攻撃を食らうとなすすべもなく倒されてしまうのだが。

「って事は、あの大穴はブライモットのグラビティストンプが原因か」

「ほかの細かい穴は、アーススパイクとかピットフォールやろな」

　ブライモットの攻撃パターンを思い出し、大方の原因を特定する宏と達也。

　ゲームの時には地形が変わるほどの攻撃力はなかったのだが、こちらではそうではないらしい。

「道の様子からして、相当派手な戦闘になってたはず」

「もしかしたら、魔法攻撃ができる人間が、そんなに集まらなかったのかも」

　当時の道の状態を思い出しながら、春菜と澪も口を挟む。それぐらい派手に道が壊れていたのだ。森の中だから修繕もできたが、これが山道だとどうにもならなかった可能性が高い。

　さすがに崖がけ崩れで崩落した道を簡単に直せるほど、今の宏の土木技能は高くない。

「とりあえず、道にあれだけの被害が出てたんだから、行商人とかにも犠牲者が出てそうな気はするが、そこらへんはどうだったんだ？」

「小規模な隊商が一個、不意打ち食らって壊滅したみたいね。伝令で走ってきた若い子以外、生存者は確認できずって言ってたわ」

「そりゃまた……」

「因みに、討伐が終わったのがあたし達が最寄りの街に到着する一時間前だったらしく、休憩せずに通過したからその情報を貰もらい損ねた、って感じね」

「って事は、あそこで足止め食らってた連中は、討伐終わったから通れるだろうって甘く見てたって事か」

「そんなところじゃない？」

　真琴が集めてきた情報を聞き、微妙に呆あきれた声を出す達也。

　もっとも、そもそも情報を集めずに出発していた日本人一行は、穴の前で立ち往生していた隊商を笑えないのだが。

「なんか、雪の日に甘く見てノーマルタイヤで突っ込んで身動きとれなくなる都会の車みたい」

「澪、その例えは分からなくもないけど、あたし達にもブーメランで突き刺さるからやめてよね」

「ボク達はそもそも天気予報も見ずに豪雪地帯に突っ込んだ感じだから、もっと悪い」

「うっ」

　澪の厳しい一言に、微妙に顔が引きつる一同。

　どうせ穴を埋めるために走っていっただろうから結果は変わらないとはいえ、冒険者失格の迂う闊かつさなのは否定の余地がない。

「まあ、何にしても明日には目的地周辺まで到着するんやし、今日は飯食ってゆっくりしよや」

「そうだね。穴を埋めるので結構疲れたし」

　宏の提案に、真っ先に春菜が飛びつく。

　明日の到着時間を考えると、恐らく実際に森に踏み込むのは明後日になる。まともな宿で疲れを癒いやせるのは今日明日が最後となると、ここできっちり疲れはとっておきたい。

「この街の特産品は何かな？」

「昨日は虫系だったから、今日は獣肉系か川魚希望」

「だよね」

　興味の対象が大幅に食事に偏っているアズマ工房一行は、この日も結局最終的に飯の話で終わるのであった。
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　一方工房では、作業を終えたファム達が宏達一行の現状について、お茶を飲みながらあれこれと話し合っていた。

「親方達、そろそろ南部大街道に入ったのかなあ？」

「あのゴーレム馬車のスピードなら、もう目的地周辺に着いているかもしれないのです」

「でも、親方達だよ？　絶対脇道にそれて余計な事に時間使ってるよ」

「まあ、無事に到着するんだったら、脇道にそれようが目的地にまっしぐらだろうがどっちでもいいんだけど……」

「テレス、何か心配事でもあるのですか？」

「一応可能な限り目印になるものは教えたんだけど、森の中って慣れてる人間じゃないと目印の識別なんて多分できないから……」

「つまり、迷うかも、と？」

「ええ」

　そこまで話し合って、しばし沈黙する。

「……さすが親方達というか、道に迷っても困ってるイメージが全然湧かない」

「……親方達なら、そのまま自給自足で永住してもおかしくないのです」

「……そうね。陸上の生き物が生息できる環境で、親方達が生存できない理由がないものね」

　満場一致で迷っても特に問題ないと結論を出す職員達。

「ただ、入口間違えると一カ月あっても到着しない可能性があるから、そこはちょっと心配ね」

「まあ、その時はその時でトライアンドエラーでそのうち到着すると思うのですよ」

「親方達だもんね」

　テレスの心配を一いっ蹴しゅうするノーラとファム。

　なんだかんだで、身内からは間違った方向で全幅の信頼を寄せられている宏達であった。








エルフの森編　プロローグ






「多分、ここが入口」

「そんな感じやな」

「予想はしてたけど、全然道に見えないよね」

「テレスから聞いてなかったら、こんなところから村に行けるなんて思わねえぞ……」

「本当、さすがエルフよね」

　ファーレーン南部を覆う大森林を貫き、ファーレーンとダールという二つの大国をつなぐ総延長四千キロ以上の大街道。その大体中央あたりからややファーレーン寄りのあたりにある脇道を見て、そんな事を言い合う宏ひろし達。

　最寄りの街であるレネードから、徒歩だと半日といったところだろう。時速八十キロであと一時間ほど走れば、ダールとの国境も兼ねるシャルネ川に到着するいう位置関係だ。

　もっとも、そのシャルネ川もそれなり以上の水深があるのに川幅が一キロを超える代物で、よく橋をかける事に成功したものだと感心するしかない壮大さを誇る。

　この大河を越えてさらに二日ほど走ってようやく森が途切れ始めるのだ。

　この河を抜けるまでは緩やかな弧を描きながら北東に進んでいた街道は、川を渡ったあたりから同じように緩やかな弧を描きながら南東に進んでいく。

　因ちなみにこの世界の街道は、途上国の無舗装の道よりは余程しっかり整備されているが、先進国の都市部に比べれば悪路というしかないような道である。

　この南部大街道もその例に漏れず、よくもまあこれほどの道幅をこれだけの距離整備できたものだと感心するしかない大きさではあるが、決して良い道路とは言い難い。とはいえ、規模が規模ゆえに、仮にアスファルト舗装ができるとしても維持できたかどうかは微妙なところだが。
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　その広大な、道幅が片側三車線ぐらい取れる街道から見れば、普通なら見落としてもおかしくないほどささやかな、普通に見ると道とは思わないような脇道を見て、一同は何とも言えない雰囲気になっていた。

「こりゃ、歩いていくしかないな」

「まあ、予想はしてたけどね」

　脇道というよりは獣道に近いその通路を見て、うんざりしたような感じで言う達たつ也やと真ま琴こと。

　地元の人間が出入りするために切り開いた、という感じの道は、馬車はおろか、荷車すら引くのが難しい道幅しかない。そもそも、踏み固められたとすらいえない足元では、下手に台車などを持ち込んだ日には、確実に立ち往生する事、請け合いである。

「まあ、ごちゃごちゃ言ってても始まらないし、さっさと準備して行こうよ。感じからいって多分、三日やそこらじゃエルフの里には着かないだろうし」

　現実を見た春はる菜なの意見に、微妙にうんざりしながら頷うなずく達也と真琴。

「さて、入る前にする準備としては、何がいるかね？」

「まずは虫除けと虫刺され。きっちり塗っておかないと、このあたりは刺す虫が多そうな感じだし」

「ウルスのあたりと違って、変な病気持っとるやつも多いらしいしなあ」

　春菜の言葉に同意しつつ、特製の虫除けを全員に配る宏。変な病気と聞いて、嫌な顔をしながらも顔や手にすりこんでいく一同。

「あとは蚊か帳やとコテージやけど、その手のはここで取り出す必要もないやろう」

「宏君、コンパスと地図出して」

「了解」

　春菜に言われ、大雑把に街道と森だけ書かれた地図とコンパスを取り出す。

「師匠、鉈なたか鎌かまよろしく」

「ほい」

　澪みおに鎌を渡す宏。自分は鉈代わりの手斧おのを持ち、先導するように前に出る。

「澪ちゃん、一応髪まとめといたほうがいいと思うよ」

「移動しながらやる」

　もはや慣れた手つきで髪をアップにまとめながらの春菜の言葉に、こちらも割と慣れた手つきで束ねてアップにする澪。服の袖そでや裾すそはエンチャントでどうにかなるにしても、髪はどうにもならないのだ。

「車片すぞ」

「了解」

　一応声をかけ、返事も聞かずにここまで乗ってきたワンボックスカーをカプセルに収納する達也。

　収納されたカプセルの形状が、非常に有名な某漫画のあれによく似たデザインなのは、明らかに宏が遊んだ結果であろう。

「途中、どっかに野営ができる場所があればいいんだが」

「まあ、なかったら最悪、寝袋のスペースだけは確保するわ」

「それしかないか……」

　人が活動しようと考えるには、この大森林の自然の力は圧倒的だ。まったく手が入っていない森ではないにしても、人にとって未知の領域の方が圧倒的に多いのは間違いない。

　そもそも、南部大街道に接続するまで回り込むように走ったとはいえ、時速八十キロで毎日八時間は走っているのに、森が見え始めて三日以上経ってようやく中間地点という巨大さだ。モンスターの存在も考えれば、今の技術レベルでこの大森林を全て人の手におさめようとするのは不可能だろう。

　ウルスを出てもうじき二週間の三月上旬。そんな圧倒的な力を持つ大森林に、ついに日本人達は足を踏み入れたのであった。
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「しかし、森の中で野営するのも、慣れたわねえ……」

「練習もしたし、澪と一緒に山とか森とかで何かする仕事も多かったしなあ……」

　辛かろうじてテントが張れそうな広場を発見し、野営の準備に入りながらぼやく達也と真琴。

　ファーレーンに来てからこっち、澪の採取に付き合って山や森に入る機会も多く、さらに全員で一緒に歩く練習までしたのだから、もはや獣道を歩くのも慣れたものである。

　宏や春菜にしても、外部で何か活動するとなると圧倒的に森の中が多い。ガラスの材料となる石も、鉄鉱石が取れる崖がけも、大体は森の中の川や山の中に点在しており、何より一番需要の多い薬類の材料は、森の中のほうが質の良いものをたくさん回収できる。

　テレスに話を聞いて練習したというのも、単にこの人数で獣道に入ってはぐれないように動くためのものであり、単純に森の中で活動するだけなら、実際には特に練習など要らなかったのだ。

　南部大森林地帯に入るのでなければ、そもそも練習しようなどという発想は出なかっただろう。

「この感じからいうて、たまに野営する人間がおるんは間違いなさそうやな」

「このあたりは街道が近いからか、あんまり凶暴なモンスターはいないみたいだしね」

　周囲の植生や地面の様子を確認しつつ言う宏に、コンパス片手に地図をメモりつつ春菜が思うところを伝える。

　外から見れば圧倒的に緑色の大森林も、一歩中に入ればイメージよりもはるかにカラフルだ。それは、この森が生き物達に豊かな恵みをもたらしている証拠でもあり、それを目当てに森に入ってくる人間がそれなりにいるのもおかしな話ではないだろう。

　もっとも、分をわきまえない侵入者に対して、森は決して甘くはないのだが。

「テレスはなんて言ってた？」

「一番太い獣道を抜けていけば川に出るから、そのまま上流目指して川沿いに歩いていけば、目ざとい人間なら集落を見つけられるはずだ、って」

「しゃあない事とはいえ、何度聞いてもアバウトな説明やなあ」

　真琴の確認に対して、正確に内容を繰り返して見せる春菜。

　そのアバウトな内容にため息しか出ない宏。

　そもそも、どの国にもそこまで正確な地図が存在しないのだから、場所の説明がアバウトになるのは仕方がない。むしろ、入口については相当分かりやすく正確に説明してくれたほうだろう。

「テレスはああ言ってたが、こんなところに住んでるところをみると、やっぱりテンプレどおりに閉鎖的なのかね？」

「どうだろう？　テレスさんに言わせると、都会にコンプレックスがあるから外に出たくないだけで、別に他よ所そ者ものが来るのを嫌がるわけじゃないらしいんだけど……」

「……ファンタジーのエルフのイメージに、真っ向から喧けん嘩か売ってるわね～」

「まあ、そこらへんは実際にどんな生活しとるか見ん事には、何とも言えんわなあ」

「実際、住んでたあの子がああ言うぐらいだから、いわゆる田舎暮らしはしてるんでしょうけどね」

　工房で雇ったエルフ娘の言葉に、ため息と苦笑が混ざった言葉を漏らす真琴。

　正直なところ、それを言ったテレス自身にも、どうにも都会に馴染んだ田舎者のイメージが微妙にある。ノーラともども、奴隷にされかかった割にはヒューマン種に対して偏見や忌避感がないのが、そもそも不思議なのだが。

　まあ、当人達に言わせると、

『会った人全体でみると圧倒的に親切な人の割合の方が多かったので、一回二回で偏見を持つのはフェアじゃないかな、と』

『モーラ族にも、碌ろくでなしは山ほどいるのです。そもそも、ヒューマン種全体が碌でなしなら、里を出た時点ですでに命はないのです』

　との事。

　基本、ちゃんと働けば食うに困らないファーレーンの、大国とは思えない牧歌的でどこか平和ボケした民族性に大いに救われている面があるのは間違いない。

「まあ何にしても、多少迷っても帰る事はできるんだ。モンスターにだけ気をつけて、気長に進めばいいさ」

「そうそう。食材にしても食べきれないほど用意してあるし、いざとなったら工房のみんなに、食料と水を調達してもらえばいいんだし」

　共有化のエンチャントの恩恵を最大限に生かした春菜の言葉に、違いないと笑う一行。

　戻るにしても転送石も長距離転移魔法の使い手も確保してあるのだから、一週間や二週間程度の迷子など、宏達にとってはピンチにはならない。

　人間、食うに困らず大きな悩みもなければ、多少の不自由には結構おおらかに対処できるものだ。

　そもそも、彼らの旅は特に期限があるものではない。向こうとこっちとの時間軸がどうなっているか分からない上、すでに達也達が飛ばされた頃から見ても半年以上は経っているのだ。

　今更焦っても仕方がないのだから、こういうプチ冒険の機会は大いに楽しむべきであると、今のところ、彼らの意見は一致している。

　正直なところ、南部大森林地帯に足を踏み入れ、ほとんどの人間がその所在地を知らないエルフの里を探すという行為は、間違ってもプチ冒険に収まる内容ではないのだが。

　どこまでも一般人とは認識がずれている宏達であった。




　　　　☆




「芋虫芋虫～」

「ケバい実ゲットや」

「怪しい色合いの草、抜いてきた」

　大森林に侵入してから三日目。一行は、すっかり森の中での生活に順応していた。いまだにテレスが指定した川というやつには行き当たっていないのだが、誰一人として気にする様子はない。

　幸いな事に、彼らは旅歩きのスキルによる強化に加えて森林地帯の行動訓練の成果もあり、一日の踏破距離は驚異の五十キロに達する。まっすぐ北に向かって歩き続ければ、十日もあれば大だい霊れい峰ほうの南端が見えるところまで移動しかねないスピードである。

「お前ら、よくこれを食おうと思ったよな」

「結局食うてる兄貴は、人の事言えんで」

「慣れたっていうか、諦あきらめたんだよ」

　見た目に怪しい食材に、何とも言えない顔で返事を返す達也。

　見た目のあれさ加減とは裏腹に、彼らが調達してくる食材は安全で美う味まい。配色が怪しい食材の大半は、怪しい色になる事で外敵に食われないようにするという進化をしたものらしい。

　中には、人間には無害だがここら一体の草食動物や昆虫類にとっては強力な毒となる物質が色素になっているものもあり、異世界は異世界なりの生存競争がある事がうかがえる。

「しかし、こういう食材見てると、やっぱり異世界だよなあ」

「何をいまさら。ワイバーン食うといてそれはないで」

「いやまあそうなんだが、な。あれはまだ、単にでかいトカゲってイメージが強いんだが、この辺のは明らかに毒々しいだろう？」

「言わんとする事は分かるけどなあ……」

　魔法で水を出し、怪しい色合いの草からアクを抜きながら苦笑を返す宏。

　ゲームと同じ食品があるのなら、この先はもっとあれで何な感じの物も出てくる。

　とりわけ印象に残っている食品系の上位素材といえば、宏がアムリスジェルと呼んでいた、どう見てもヘドロかコールタールです、ありがとうございます、という感じの、普通ならまず間違いなく飲み込めば一発で体がやられる類たぐいの外見で、そのくせ味は現実にこれほどの美味があるのだろうかと思うほどうまい謎物質が筆頭である。

　単独で口にしても病気系のステータス異常を根こそぎ解消するよく分からない物質だが、神酒ソーマという洒落にならない回復アイテムの材料になるため、そのまま食べる機会はほぼなかった。

「蛇、捕まえたわよ」

　余計な事を駄だ弁べりながら夕食の準備をしていると、真琴が自身の身長と大差ない長さの蛇を引きずって帰ってきた。胴回りの太さはそれほどでもないが、五人分の晩と朝の食事には十分な量の肉が取れそうだ。

「おー、ご馳ち走そうやな」

「蒲かば焼やき蒲焼き」

「タレ作らなきゃ」

　寄生虫がいる種類の蛇なので、しっかり火を通してやらなければいけない。早速、丁寧に下処理をしていく春菜。

「火、おこしといたで」

「ありがとう」

　蒲焼きは鉄板で焼くより網で直火の方がいいと、妙なこだわりで七輪に火をおこした宏。本来ならばいろいろと突っ込まれても仕方がないのだが、ここにいる面子は誰も突っ込みなど入れない。

「芋虫は、こっちの鉄板で焼いとくわ」

「草はおひたし？」

「そうだね。もしくは、木の実と一緒に煮物とかかな」

　などと言いながら、着々と調理を進めていく三人。

　この時間ばかりは、料理をしない組である年長者二人の出番は一切ない。

「この匂におい、そそるなあ……」

「蒲焼きって、どんぶりにして食べたい物の筆頭よね……」

　真琴の言葉に、料理をしていた連中の動きが一瞬止まる。

「どうする？　ご飯炊く？」

「温泉のあとは護衛任務の帰りにエルと一回食うただけやから、今回ぐらいは大丈夫やで」

「どんぶり……、食べたいかも……」

　一度意識してしまってはもう駄目だ。

　焼き上がった蒲焼きを早々に保存庫に突っ込み、迷う事なく米を炊き始める春菜。

　春菜に代わって蒲焼きの担当をする宏。

　草と木の実の煮物と並行して、虎の子の麩ふとワカメを取り出して赤だしを作る澪。

　一番時間がかかる炊飯作業が終わる頃には全ての料理が保存庫に突っ込まれ、飢えた獣達が今か今かと待ち構えるという何とも言えない光景が出来上がっていた。

「そろそろいいかな」

　電子ジャーなどという便利なものはないので、炊けたかどうかは自分で判断しなければいけない。とはいえ、そこは料理スキルカンストの春菜に抜かりはない。土鍋の蓋ふたを取った瞬間、日本人の大多数が食欲をそそられると答えるであろう香りとともに、白い粒がピンと立った感じで炊きあがったご飯が姿を現す。

「もう、辛抱たまらん！」

「春菜、早く！」

「はいはい、ちょっと待って」

　人数分のどんぶりに手早くご飯を盛りつけ、いつの間にか準備されていたお膳ぜんにのせると、流れ作業で宏が蛇の蒲焼きを米の上にのせ、澪がタレをたっぷりかけていく。お膳に全ての料理が盛りつけられるまで、一分とかからなかった。

「まさしくどんぶり系の定食だな……」

「食べてる場所とか使われてる材料とか、多分突っ込みどころはいくらでもあるんでしょうけど、細かい事はどうでもいいわ……」

　箸はしを手に取りながら、感極まった顔で目の前のお膳を見つめる達也と真琴。

　漬物の代わりに焼いた芋虫がのっていたり、菜っ葉の煮物が極彩色だったりと、いろいろ微妙な点はある。そもそも、どんぶり定食だと小鉢の煮物じゃなくてミニうどんかミニそばだろうが、という意見もあるだろう。

　だが、それでも異世界でどんぶりに赤だしの味み噌そ汁という組み合わせの定食にありつけるのは、日本人にとっては些さ細さいな事が気にならなくなるぐらいの事柄なのだ。

「うめえ……」

「タレの味が最高……」

「私的には蒲焼き、結構いい出来だと思うけど、どうかな？」

「蒲焼きも美味いぞ。鰻うなぎとか穴子とはいろいろと違うが、これはこれで美味い」

　爬は虫ちゅう類るいの常に逆らわず、今回捌さばいた蛇もどちらかといえば鶏肉に近い味わいをしている。なので、鰻ではなく鶏の蒲焼きというイメージの方が強いのだが、蒲焼きは蒲焼きだ。ご飯にのせて食べるのが美お味いしいのは変わらない。

「芋虫が、案外箸休めにええ感じやな」

「この種類は、ちょっとコリっとしてる」

　沢たく庵あんのようにコリコリと芋虫をかじりながら、全体のバランスについてそんなコメントを漏らす宏と澪。

　瞬く間にどんぶりも煮物も味噌汁もなくなる。

「ご馳走様でした」

　全員がほぼ同時に食べ終わり、ほぼ同時にその挨拶を終える。

「なんつうか、不思議な気分だよな」

「普通、こういうとこにキャンプに来たら、どんぶりは食わへんからなあ」

　状況的に一番の突っ込みどころであろうポイントを、情け容赦なく突っ込んでくる宏。

「で、衝動的に米食っちまったが、補給のあてはあるのか？」

「時期が時期やからなあ。とりあえず、あと半年は待たなあかんで」

　宏の言い分に、納得するしかない達也。

　実際、まだ田植えも始まっていないような時期だ。日本でいうなら、桜の開花予想が始まった頃だろう。余程特殊なずるをしない限り、さすがにこの時期に新米を手に入れるのは不可能だ。

「まだ半分も食べてないから、もうしばらくはそんなに心配しなくてもいいよ」

「とは言うがなあ。どうにも炊くたびに結構な量を食ってるし、手に入れる機会が少ないものだから、どうしても気にはなるぞ」

「達たつ兄にいは、エリクサーとか最後まで使わないでクリアするタイプ」

「悪かったな」

　澪の突っ込みに、思わずぶすっとした顔で返事を返す達也。

　とはいえ、あとで補充できなかったり、補充できてもものすごい値段で数揃そろえられないものを最後まで温存して腐らせてしまうのは、ある意味日本人のお家芸のような部分はある。

「まあ、このペースで食う分には、次の新米までどうにか引き延ばせるとは思うで」

「ならいいんだが……」

　どこまでも不安そうにする達也。

　これも米を愛する日本人の性さがか、最初からまったくないのであれば割り切れもするのだが、手に入るが量が少ないとなるとどうにも守りに入ってしまう。

「どっちにしても、後生大事に抱えこんどっても意味あらへんし、どうしても食いたなった時はバクバクいけばええねん」

「……分かっちゃいるんだけどなあ」

「さすがに、そこまで思い切るにはちょっとねえ」

　執着度合いの問題で、どうにも宏ほどには割り切れない年長者達。

　彼らは知らなかった。仮に工房で新人達に米を振る舞ってさえいれば、すぐにでも悩みが解消できる情報を得られたであろう事を。




　　　　☆




「そろそろ髪切ったほうがいいわね～」

「私も、毛先揃えようかな」

　設置した大風呂を堪能しながら、そんな事を言い合う真琴と春菜。

　ありがたい事に、男達には絶対に覗のぞかれる心配がないため、実に開放的に振る舞っている。

　なお、この携帯用の大風呂は、女性陣が凄すさまじいまでの情熱を持って宏に製作を強要したもので、テントを張れる程度のスペースがあれば脱衣所付きで展開できる優れものである。この風呂の存在が、この大森林におけるサバイバルに日本人一同が順応できている最大の理由だ。

「そういえば、澪ちょっと大きくなったんじゃない？」

「真琴姉、それは具体的に、どの部分がどういう風に？」

「背もちょっと伸びたとは思うけど、体つきが合流した時に比べると、随分と女らしくなった気がするわよ」

「だったら、ちょっと嬉うれしい」

　真琴の評価に、本当に嬉しそうにする澪。

　実際、発育速度はエアリスの半周遅れという感じは否めないものの、今の澪を見て幼児体型と言う人間はいないだろう。半身不随で寝たきりという条件から解放されて久しいため、当初の病的な細さも解決しており、彼女は彼女で整った容姿をしている事は誰の目にも明らかだ。

　ゆっくりとではあるが発育が進んだ結果、グラマラスで男好きする体型の春菜よりも、幼児体型や病的な細さからは脱したもののまだまだ豊満とは言えない澪の方が、どことなく色気があると感じてしまうところが、世の中の奥の深さをうかがわせる話だ。

　もっとも、ではトータルの容姿ではどっちが上か、と聞かれれば、まず間違いなく春菜に軍配が上がるのだが。

「でも、春はる姉ねえみたいに浮くほどじゃないのが……」

「エルだってまだその域には行ってないし、ノーラだって大きいほうだけど浮くほどじゃなかったし、焦る事はないんじゃない？　あたしに至ってはこれなんだしさ」

「真琴さんは真琴さんで、そんなに悪くはないと思うんだけどなあ……」

「いいのよ、慰めてくれなくても。どうせあたしは、貧乳で有名なエルフにすら惨敗する女なのよ……」

　春菜の割と本音に近い言葉を切り捨て、自虐スパイラルに沈んでいく真琴。

　因みにエルフという種族は、種族的な価値観なのか自身の美醜や体型にほとんど興味がなかったりする。ついでに言うと、真琴が言っていた『エルフには貧乳しかいない』というのは、たまたまウルスやカルザスで会う機会があった女性エルフが、ほぼ全員貧乳のカテゴリーに入る体型だっただけである。都会に出てきているエルフ全員と顔を合わせているわけではないので、一定ラインより上のバストを持つエルフがいないとは言い切れない。

「あ～、そういえば忘れてた」

「ん？」

「宏君がいるところではあまり話せないんだけど、そろそろなんだよね」

「……あ～。あんた、重いほうだっけ？」

「そうでもないかな」

　男のいる場所ではできない種類の生々しい話を、今のうちに済ませてしまおうと声をひそめて話し始める三人。

「真琴さんは、どうなの？」

「あたしは、森に入る前に終わったわよ？」

「全然気がつかなかった」

「あたしの場合、ものすごく軽いもの。ほとんど出て終わり、みたいな感じ」

　宏の事もあって、互いのプライベートにはあまり踏み込まないようにしていた一同。そのため、一緒に暮らしている割に、こういう情報がほとんど共有されていなかったりする。工房で生活する分には、特に困る事がなかったのも要因であろう。

「澪はどうなの？」

「ボクは、周期がかなり不安定。重さもまちまち」

「って事は？」

「いつ来るか不明」

「来る事は来るのね？」

　割と重要な事なので、真面目な顔で確認を重ねる春菜と真琴。

　真琴の最後の問いかけに、無言で頷く澪。

　女性特有のこの生理現象は、期間中さまざまなところに影響を及ぼす。それに、将来子供を産めるかどうかという重要な問題にもつながってくるため、男の前で堂々と話せないにしても、恥ずかしがって疎かにするわけにもいかない。

「何にしても、澪ちゃんがああいうの作れて助かったよ」

「こればっかりは、宏に頼るわけにもいかないものね」

「師匠に押し付けたら、それこそ命が危ない」

「下着の話しただけであれだったからね、宏君」

　合流してからこっち、生理用品の製造は澪の担当だ。本当に気が回っていない宏と違い、嫁さんもいる達也はなんとなくいろいろ察しているようだが、こういう事には口を挟まないのがマナーだと心得ているため、ほじくり返したりはしない。

　とはいえ、ほじくり返したりしないだけで、その期間らしいと察した時は、さりげなくいろんなところに気配りをしてくれるあたり、達也はやはりいい男である。美人の嫁がいるのも頷ける話だ。

「まあ、そういう事だから、多分大丈夫だとは思うけど、少し戦力としては微妙になるかも」

「了解。まあ、あたしもフォローはするから安心なさいな。それにこのあたりはまだ、大した魔物も出てきてないし」

「お願い」

「で、真琴姉。真琴姉の中だと、師匠と達兄、掛け算ではどっちが前？」

「掛け算？」

「澪、その手の趣味のない人間が、興味本位でそういう事を聞かないの。大体、あんたまだ中学生でしょうが！」

「澪ちゃん、それって？」

「春姉は知らなくていい事」

「そうそう。春菜は知らないでいいわよ」

　男がいる場所ではできない話を済ませ、そのままガールズトークに移るが、澪が真琴をいじるために持ち出した話題は、春菜にはついていけないようだ。

　以降、目まぐるしく話題に変わっていき、女子達の風呂はやはり長くなるのであった。




　　　　☆




「で、ヒロ。最近はどんな感じだ？」

「どんな感じって、何が？」

　女性陣の入浴中。手持無ぶ沙さ汰たと居心地の悪さを誤魔化すために、道具の手入れやら薬の下処理やらをしながら駄弁る宏と達也。

「ちっとは女体に慣れたのか？　って話だが？」

「微妙なところやな。とりあえず、一つ屋根の下でも、工房ぐらいの広さがあればそんなに気にはならへん。今のメンバーやったら、馬車とかワンボックスカーの助手席と後部座席やったら問題ないし」

　その告白は、裏を返せば他の人間が入ってくると厳しい、という事である。

　以前の護衛任務の場合、真琴と春菜は外で馬に乗っていたし、澪は別の馬車で待機していた。何より、仮にも護衛任務という緊張感があったので、多分同じ馬車の中でもそれほど問題にはならなかっただろう。

　だが、今回はどちらかと言えば気楽なドライブだ。そこまで気を張って移動するわけではない。免許を持っているのが達也と真琴だけ、という関係から、二時間ぐらいごとに交代はしていたが、達也が運転していない時は大体一番後ろの座席に座る事で距離を維持していた。

　もはや気心が知れたと言ってしまっていい間柄、それなりにローテーションを組んで座る位置を変える事で、上う手まい具合に誰か一人にストレスが集中しないようにやっているのだ。

「どの程度なら、女に触っても平気になった？」

「せやなあ。握手とかお金とか物のやり取りぐらいの時間やったら、身構えんでも問題ないで」

「大分よくなったんじゃないか？」

「まあ、それぐらいは問題なかったんはこっちに飛ばされた頃からやけど、身構えんとできるようになったんは、進歩なんやろうなあ。まだ人混みは怖いけど、ウルスでの普通の日ぐらいやったら大丈夫やし」

　いまいち自覚の薄い宏の言葉に、すごい進歩だと思うぞ、と、本心から口にする達也。

　実際、実の親姉妹はおろか赤子ですら女と見ればパニックを起こし、日常生活はおろか治療さえも普通の方法では見通しが立たず、結局最新のＶＲ技術でかなり無茶をせざるを得なかった頃から比べれば、日常の些細なやり取りに身構える必要がなくなったというのはものすごい回復である。

　まだまだ日常生活にまったく支障がなくなる、という領域には達していないし、日々の暮らしにおいても、この程度の変化などあってないようなものだ。

　だが、それでも、二年以上足踏みが続いていた病状に進歩が現れたというのは、画期的な出来事だと断言できる。

「それにしても、この森も大概だが、南部大街道もすごいよな。あれ、普通に移動してたら何日ぐらいかかるんだろうな？」

「分からへんけど、馬車とか使うても一カ月は見とかなあかんのとちゃう？」

「ゴーレム馬車なら、もう少し早く着くかもな」

　雑談の内容が、三日前まで車を飛ばしていた南部大街道にシフトする。

　話の流れから考えると、普通なら好みの女あたりの話題につながりそうな会話だが、嫁以外の女は眼中にない達也と、理想の女は二次元の存在でまともな性格をした、男を攻撃しない女と断言する宏とでは、どう頑張ったところで異性関係の話など盛り上がりようがない。

　性欲とかどうよ、みたいな生々しい話もしないではないが、適当に処理してるの一言で終わってしまうので、やはり盛り上がらない。

「たしかに普通のゴーレム馬車も、結構なスピード出とったなあ」

「時速六十キロぐらいか？」

「そんな感じや」

　この世界の交通機関は、街道を走る乗合馬車の速度が二十キロ前後であり、一般的なファンタジーのイメージよりはスピードが出る。人が乗る馬車はそうでもないのに、荷馬車にはサスペンションなどがふんだんに使われているケースも珍しくないため、隊商も結構なスピードで走っている。徒歩でゆっくり移動するのは、馬を維持できず、乗合馬車の費用も捻ねん出しゅつできない貧乏な冒険者ぐらいだ。

　さすがに街中ではそこまでのスピードは出さないが、街道を走っている時は皆、結構容赦なく飛ばしている。そのスピードがあれば、南部大街道の存在価値はかなりのものになるだろう。

「時速八十以上となると、今のところ人間が作った乗りもんでは無理みたいやで」

「まあ、そりゃそうだろう。ゴーレム馬車が憧あこがれの的なんだからな」

「あんなワンボックスカーでも、ものすごい羨うらやましがられとったしなあ」

「ゴーレム馬車は、維持費がほとんどかからないんだろ？」

「物によるんちゃう？　うちのは動力結晶に自動魔力補充型のええやつ使うてるし、自動修復に衝突回避、慣性制御型バリアあたりの防御システムも充実してるからええけど、安モンやと車軸とか頻繁に修理せんとあかんやろうし」

　とはいえ、ゴーレム馬車は馬の世話が必要ないというその一点だけでも、維持費以外の面でポイントは高くなる。その上、ちゃんとした職人が作ったものなら何十年使っても壊れないとなると、いつかはゴーレム馬車が欲しい、と考えるのも分からなくはない。

　ゴーレム馬車は成功者の象徴ともいえるのだ。

「もっと速いものとなると、あとはモンスターあたりか？」

「そうそう。まあ、滅多におらんみたいやけど、人乗せて時速二百近いスピード出すモンスターとか、この街道を一日で飛び越える飛竜とかコントロールしてる人も存在はしとるらしいわ」

「なるほどなあ……」

　確かにワイバーンぐらいのスピードなら、八時間から十時間飛べば十分たどり着けそうではある。

　とはいえ、残念ながらテイミング系スキルはメンバーの誰一人持っていない。飛行機かヘリコプターでも作ればともかく、そうでなければ彼らが空を移動する事はないだろう。あとは魔法という手もあるが、飛行魔法はリスクが大きすぎるため実用的ではないのだ。

「空から見りゃ、エルフの集落も見えるのかね？」

「特に隠してへんらしいから、大きさ次第では普通に見えるやろう」

「こっちのエルフの里って、どんな感じなんだろうな」

「テレスを見た感じやと、あんまり僕らが持っとるようなイメージは通用せえへんというか、なんかファンタジーっちゅう観点ではものすごいがっかりする事なりそうな気がするわ」

　木々の陰から見える星を見上げながら、女性陣の風呂が終わるのを待つ。

　がっかりしそうだと言いながらも、なんだかんだでまだ見ぬエルフの里に対する期待は地味に大きくなっている宏達であった。








エルフの森編　第一話






「川発見！」

　森に侵入してから一週間。

　水の音が聞こえたと言って三十分ほど前に確認に行った宏ひろしが、待望の川を発見して戻ってきた。

「ここからだとどれぐらいの距離だ？」

「通りやすいところを通って二十分ぐらいやな。まあ、仮にここが平地で最短距離に障害物がのうても、多分普通の人で十分はかかると思うけど」

「なら、もう少しだな」

　直線距離で十分かかる場所となると、一キロ近い距離がある事になる。川のせせらぎが聞こえなくても、不思議ではない。

「それにしても、川を発見するまで一週間か～」

「この場合、街道を横切ってた川のどれかを遡さかのぼるのとどっちが早かったのかな？」

「一番近いところで二百キロ以上ウルス寄りの場所だったんだから、まずこのあたりに出る前に迷うと思うわ」

　この春はる菜なと真ま琴ことの会話が、あまりに広大な森の中から集落を探すという行為が、どれだけ面倒であるかを物語っている。

「それにしても、こんな森の深い場所でも多少とはいえ人が通った痕こん跡せきがあるのも、変な話よね」

「ほとんど冒険者っちゅう感じの商人も月に一回ぐらいは来とったってテレスも言うとったし、そういう人らが通ったんとちゃう？」

「月一回でこれだけ道ができるものなのかしら？」

「エルフの人らも、月に二回程度は近場の町にこまごまとしたもんを買いに下りるそうやし、その時に使うてるんやろうなあ」

　水も食料品も十分に確保できるといったところで、やはり街道沿いの町に買いに下りたほうが早いものもあれば、予想より収穫が悪くて足りなくなるものもある。

　そのちょっと足りないとか、ちょっと手間を省きたいとか、そういったものを確保するためだけなので、今のところエルフは人間達とは物々交換に近いレベルの交易しか行っていないが、大体の物が自給自足できている現状ではそれで十分らしい。

「まあ、このあたりを人がうろうろしてるらしい、ってのも分かったし、川があるんだったら村まであとちょっとのはず。もう少し頑張ろう」

　春菜の言葉に頷うなずくと、辛かろうじて人が通れる程度の道をえっちらおっちら進んでいく。

　因ちなみに、ここまで一週間もかかった最大の理由は、途中で何度か道を間違えたからだ。テレスの言葉どおりだとすれば、本来この川まではせいぜい四日で着かなければいけないのだから、彼らがどれほど派手に迷ったかよく分かろうというものである。

　普通なら、この時間の浪費はグループ内の不和のもとになりそうなものだが、彼らの場合そもそも時間を浪費したという意識が薄いため、今のところ目立って諍いさかいを起こしそうな雰囲気はない。

　あるとしたらせいぜい、そろそろ魚が食べたいだとか、さすがに森の光景に飽きてきただとか、微妙に緊張感が足りてない理由ばかりだ。

　道なき道を探して歩いているというのに、とことんのんきな連中である。間違っても深刻な問題には至りそうもない。

「……せせらぎの音が聞こえてきたな」

「そろそろやで」

　達たつ也やの言葉に宏が答え、三分ほどで川が見える。

　川幅十メートルほどの、そこそこの大きさの川だ。

「お～」

「綺き麗れいな川だね～」

「ちょうどええ時間やし、昼にしようか」

　宏の言葉に同意し、シートを敷いてご飯の準備に入る一同。

「川魚取れそうやけど、どうする？」

「取れるなら欲しいわね。鳥も蛇もウサギもタヌキも虫も、いい加減飽きてきた」

「了解や。昼済ましたら、ちょっくら釣ってくるわ」

　迷子になって日数を随分とロスしているというのに、のんきな事を言ってのける宏達。

　いくら別に急ぐ旅ではないとはいえ、もう少し緊張感が必要なのではなかろうか。

　因みに、共有ボックスや保存庫に大量の食料があるというのに、なぜ彼らが狩りをして食材を収集しているのかというと、宏と春菜が地のものを食べる事にこだわっているからである。

　別に、共有ボックスや保存庫の食材を使って最初から調理を済ませておいてもいいのだが、旅の醍だい醐ご味みは土地の物を食べる事にある、という主張に年長者も引きずられ、特に急ぐ必要を感じていなかった事もあって、いちいち毎食その場で調達したものを手間暇かけて調理しているのだ。

「どんなものが釣れるのやら」

「虫を餌えさにするんは自分ら食べる時嫌がりそうやから、即席でルアー作ってやってみるわ」

「結局、そのパターンからは脱却できねえんだよなあ……」

　どんな状況でも、無きゃ作ればいいの精神でいろんなものをでっち上げる宏。そういう時に限って、やたらと表情が生き生きとしているのが業の深さを感じさせる。

　正直、こいつと澪みおに限っていえば、わざわざ向こうに帰る必要はないのではないかとしみじみ思ってしまう達也であった。

「とりあえず、水遊びとか惹ひかれるものはあるけど……」

「まだちょっと寒いし、やめときましょう」

「そうだね」

　折角だから、釣りをする事にする一同。

　タヌキ肉のサンドイッチを食べ終えると、宏が即席で用意してくれた釣つり竿ざおを手に、適当によさげなポイントに陣取る日本人達であった。




　　　　☆




「熱帯の気候でもないのに、たまに妙な色のが釣れるわねえ……」

　釣り上げたばかりのメタリックブルーの魚を見て、思わず呟つぶやく真琴。

　サイズが八十センチほどとなかなかの大物だが、食べても大丈夫なのかという色なので素直に喜べない。

　因みに、宏がでっち上げたこの竿、使われている糸は霊糸である。伝説級の素材だというのに腐るほど余っているため、ほとんど加工せずに使用できる、こういった時に割とぞんざいに使われてしまう、実にかわいそうな糸だ。

「ショッキングピンクはまだええとして、ドドメ色の魚はさすがにビビったで」

「あれって、美お味いしいのかな？」

「食うてみんと分からへんなあ」

　非常にのんきな事を言い合いながらも、それなりに順調にいろいろ釣り上げる一同。普通のニジマスやヤマメ、イワナなどに混ざって、ショッキングピンクだったりドドメ色だったりそもそも魚の形をしていなかったりと、微妙なものがそこそこの数釣れている。

　もっとも、即席のいい加減なルアーで釣れている事を考えると、普通に見えるヤマメやイワナも、日本で釣れるそれと同じとは限らないのだが。

「どうする？　そろそろいい数釣れたと思うんだが……」

「せやなあ。しばらくは川沿いに遡っていくんやし、今日のところはこんなもんでええんちゃうか？」

「そうだね。で、これって食べれるのかな？」

「……何そのイソギンチャクみたいなの……」

「よく見ると尾びれとか胸びれとか背びれとかあるから、多分一応魚なんだとは思うけど……」

　あまりにも微妙な姿のそれをしげしげと観察し、少し考え込む一同。

　威い嚇かく状態だからか、サイズが春菜の顔面ぐらいまで膨らんでいるのもアレな感じである。

「食う食わんは別にして、ちょっと解体してみよか」

「何かいい素材、取れそうなの？」

「ばらしてみんと分からんけど、なんかこう、僕の中の何かに訴えかけてくるもんがあってな」

　言いながら、素晴らしい手際で止とどめを刺し、流れるような手つきでどんどん解体していく宏。

　いくつかの部位を取り出した後、残りをとりあえず地面に埋める。

「何か使えるものがあったのか？」

「かなりびっくりやけど、ソーマの材料のそのまた材料に使えそうな部位があった」

「師匠、ソーマって？」

「神の酒で作れる神酒の一種や。かなりいかつい効果があるで」

「……それって、すごい事だと思う……」

「まあ、他の材料が生命の海しかあらへんから、すぐにどうこうできるわけやあらへんけど」

　生命の海と聞いて、微妙に顔が引きつる真琴。

　生命の海というのは、霊糸を大量にとった繭の中のさなぎ、そこにたっぷり詰まっていた体液を指している。

「とりあえずいろいろ処理して、倉庫の中に厳重保管や」

　いつにもましてきっちり処理をし、倉庫の奥に沈める宏。

　当分出番はないであろうとはいえ、すごいアイテムなのだ。しっかり保管しておく必要がある。

「何というか、こういうのを引き当てるあたり、さすがは春菜ってところかしら？」

「なんか、褒められてるのかそうでないのか分かんないし……」

　真琴の感想に対する春菜のコメントに、思わず吹き出す達也。

　実際、春菜は全体的に引きが強い。異世界に飛ばされるという現在進行形の不運はともかく、その時に宏というある意味最高の人材と合流できたというのは、バーサークベアの事をチャラにしてお釣りがくるほどの強運だろう。

　とはいえ、そもそもその引きの強さで貧乏くじも引き寄せている雰囲気があるのだから、引きが強いというよりは運不運の振幅が大きい、というのが正解かもしれない。

「今のとこ大丈夫やとは思うけど、雨降って増水したらヤバいから、ちょっと川から離れてたどっていこか」

　真琴と春菜の脱線した会話を尻目に魚の処理を済ませた宏が、そんな事を提案する。

「雨、降りそうなのか？」

「何とも言えんとこや。ただ、今週はずっと降ってへんし、そのつもりでおったほうがよさそうやとは思うで」

「……そうだな」

　今のところ綺麗な青空だが、天気とは気まぐれなものだ。それなりに当てにできる精度で予想できる二十一世紀の日本の天気予報ですら予報を外しているのだから、気象衛星も何もないこちらの世界で、ただ空を見上げただけで百パーセントの予想など不可能だ。

「で、川が分かるように安全圏をたどる自信は？」

「大体は分かるし、それっぽい道も見つけてあるから、安心し」

　宏の言葉に従い、少しばかり道を引き返す一同。

　川が見えなくなったあたりで、素人目にはっきりとは区別がつかないような、よく見ると多少踏み固められた跡がある地点を指し示す。

　言うまでもないが、そこも今まで通っていた道と大差はなく、道と呼べるような代物ではない。

　いくら慣れてきたといって、所しょ詮せん真琴や春菜、達也には前の日の野営地点に戻る道すらはっきりとは分からないのだ。

「ここを通ればいける思う」

「お前にしても澪にしても、よくこういう道を見つけられるなあ……」

「これが分からへんと、採集系は鍛えられへんからなあ」

　達也の言葉に遠い目をしながら答える宏。

　ゲーム内でも、こういう道の区別がつくようになるまではとにかく苦労した。

　これが分かるようになって、ようやく一歩上位の素材を取りに行く道が分かるという面倒な仕様は、無駄なリアリティの代表例だろう。

「探す気も起らへんけど、この様子やと多分、他にも人型種族の集落があるで」

「その根拠は？」

「道間違える程度には、人がうろうろした形跡があんねん。それも、結構な頻度で」

「なるほどなあ」

　エルフが住んでいるのは確定とはいえ、さすがに集落があると予想される位置から片道三日以上かかるような場所で狩りをするとは思えない。エルフの集落が複数あるのかもしれないが、それなら街道沿いの街にもっとエルフが来ているはずだ。

　少なくとも、このあたりにもう一つ集落があるのであれば、最寄りの街に出てくるのが月に二回程度、ほぼ同じ人物しか来ない、という事はないだろう。それに、そもそもエルフ族は長寿ゆえに少数民族で、そんなにたくさんの集落を作れるほどの数はいないらしい。

　それらの情報とこの脇道の多さを合わせて考えると、エルフ以外の人型種族がこのあたりをテリトリーにしている可能性が高い。

「で、や。『フェアクロ』でもあんまりこの辺はうろうろしてへんからはっきりと覚えてへんけど、どんな種族が住んどる可能性が高いと思う？」

「ん～、ゴブリンは住んでそうだよね」

「あとはなにがしかの獣人族？」

「オーガなんかもいるかもしれないわよ」

　森にいそうな人型種族を大体列挙し終わったところで、澪が口を挟む。

「多分、オーガやフォレストジャイアントは、このあたりにはいない」

「どうして？」

「あのサイズの生き物が通った形跡がない」

「なるほどな」

　澪の説明に、ひどく納得する達也。

　オーガで二メートル以上、フォレストジャイアントは平均で三メートルを超える種族だ。さすがに、そのサイズの生き物がうろうろしていれば、もっと大きな空間ができているだろう。

「この中で可能性が高いとなると、多分ゴブリンかな？」

「せやなあ」

「大抵の獣人族は、割と人里に近いところで生活してるってノーラも言ってたしね」

「ファーレーンは、異種族が生活しやすい国だからね」

　民族的に気性が穏やかなファーレーンの場合、異種族だからといって差別したり排除したりという話は少ない。郷に入りては郷に従えという鉄則さえ守っていれば、個人レベルでの喧けん嘩かなどはあっても、村ぐるみ、町ぐるみでの排斥運動につながる事はまずない。

　そのため、一定以上の規模の街には、必ずと言っていいほど複数の種族が生活している。ウルスに至っては、総人口が少ないエルフやモーラ族ですら、その気になれば多少のコロニーを作れる程度の人数はいる。

　もっとも、住民の数が数だけに、千人に満たない程度では、たくさんいるというイメージにはなりづらいのも事実だが。

「ゲームの時のゴブリンって、どうだった？」

「外見的には私達のイメージどおり、でも性質としては普通の人間に近かった感じ。アクティブモンスター扱いになるのもいれば、普通にＮＰＣとして関われるような友好的なのも居たし」

　真琴の質問に、春菜が答える。

　戦闘廃人としてひたすら前線に立っていた真琴は、ゴブリンと遭遇する機会がなかったのだ。

「春菜は、そういうクエをやった事はあるのか？」

「うん。何度かね」

　つまり、『フェアリーテイル・クロニクル』のゴブリンは妖精に近いという事である。

　実際、他のゲームでは序盤のクエストとして比較的メジャーなゴブリン退治だが、『フェアクロ』ではそれほど発生しない。

　そもそも、アクティブモンスターとしてのゴブリンと戦う機会もそれほど多くなく、ゴブリンと戦闘というと十中八九は他の用事で移動中に彼らのテリトリーに侵入、ゴブリン語が分からなくて問答無用で殲せん滅めつ、というパターンである。

　余談ながら、ゴブリンのＮＰＣと仲よくなったプレイヤー達が、ゴブリン語を覚えよう運動というのを公式掲示板で展開した事がある。ゲーム内でこういうパターンで故郷を滅ぼされたと嘆かれて、単なるＮＰＣのやられ役種族と思えなくなって立ちあがった人が結構多かったのだ。

　結果、それなりの割合のプレイヤーがゴブリン語を習得し、悲劇が起こる頻度が大幅に減ったのである。職人達に対する当たりが厳しかった時期があった割に、こういうところでは変に牧歌的なところがあるのが『フェアクロ』の特徴といえるのかもしれない。

「まあ、もしもの時のための備えとして、一応確認しとこうか」

「何を？」

「皆、ゴブリン語での会話はできるか？」

　宏の一言で、言わんとする事を理解する一同。口々に自己申告する。

「俺は覚えてない」

「あたしも」

「私は話せるよ」

「ボクも話せる」

「見事に戦闘組とそれ以外で分かれたなあ」

　宏の台詞に苦笑する一同。どこにどれだけのリソースを割いていたか、それが如実に出た形だ。

「エルフ語はいいのか？」

「そっちはテレスが言うには、皆ファーレーン語が話せるっちゅうとったわ」

「……変な話だな」

「僕に言われても困るで」

　どうにも、こっちの世界のエルフは細かいところでイメージと違う。

　別にどうでもいいレベルの話なのだが、それでもなんとなく面めん喰くらってしまうのはしょうがない。

「まあ、いいか。とりあえず余計な事に結構時間使っちまってるから、少しペース上げるぞ」

「了解」

　達也に急せきたてられ、ガサガサと派手な音を立てて速度を上げる。

　音を立てずに移動、などという面倒な事は最初から考えていない。

　あれこれカラフルだったり微妙な色合いだったりする草木を尻目に、道を間違えたらどうするのかという事をまったく無視して急ピッチで歩を進める一行であった。
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　その悲鳴が聞こえたのは、川をさかのぼり始めてから二日目の昼過ぎであった。

「宏君、澪ちゃん」

「ん、聞こえた」

「多分、女の悲鳴や」

　春菜の問いかけに応えると、とりあえず悲鳴の方向を特定し、武器を握り直してそちらに進路変更する。宏と澪が把握していた気配の一つのようだ。

　いろんな意味で震えながらも、果敢に先頭に立つ宏が微妙に哀れを誘う。距離的にそれほど離れていなかったようで、全速力で突破して一分かかるかかからないかで問題の場所に到着する。

　そこでは、金髪の多分女性と思われる人物が蔦つたと枝にがんじがらめにされ、今にも大木タイプのモンスターに捕食されようとしていた。

「やばい！」

「間に合え！」

　一刻の猶予もない状況に大いに慌て、とりあえず気を引こうとアウトフェースを飛ばしながら手斧おのを投げつける宏。剣系の初級遠距離技・ソニックスラッシュで蔦を切り落とそうとする真琴。

　手斧が足回りの蔦を落とし、ソニックスラッシュが女性を絡め取っていた上半身の蔦を切り裂く。

「ヒロ、あいつは素材的にはどうなんだ？」

　初撃で女性の救助に成功したのを確認し、一応聞くだけ聞いておく達也。

　女性は地面に落ちる前に通常の加速魔法で高速移動した春菜が回収しており、二人ともすでに離脱を済ませている。

「そこらの木材よりツーランクぐらい上や」

　ポールアックスを構え、距離を詰めながらそう言う宏。

　因みに、このポールアックスはレイオットが用意した素材を使って、宏が作りなおしたものである。真琴の危き惧ぐをレイナ経由で聞きつけたレイオットが、他に使うのはまかりならんと魔鉄とミスリルを用意して押し付け、ついでに必要ならばと溶鉱炉の設備更新までさせたのだ。

「なら、燃やすのはやめたほうがいいな」

「延焼するかもしれへんし、そっちの意味でも避けたほうがええで」

「だったら、適当に根っこでもやっとくか」

　そう言って、大地系の攻撃魔法で根っこを寸断しにかかる達也。

　その魔法の効果が切れたところで、豪快にポールアックスをスイングして、幹の根っこ近くに叩たたき込む宏。

　一撃で幹の三分の一まで食い込んだポールアックスは、派手な音を立てて再び正確に同じ位置に食らいつこうとする。

　これが剣であれば、たとえ真琴クラスの使い手が同等以上の武器を使っても、通常攻撃ではここまではいかない。樹木系モンスターに対しては、斧刃は何よりも強力な武器となるのだ。

「往生際悪い」

　最後の悪あがきとばかりに宏に伸ばした蔦を、澪が無表情のまま風を纏まとった矢で撃ち落とす。さらに宏から最後の一撃が叩き込まれ、瘴しょう気きで変質した魔木は呆あっ気けなく切り倒される。

「木材、ゲットや！」

「おいっ！」

　回収した手斧で喜々として枝を払いながら、当初の目的を忘れてそんな事をほざく宏。

　そこへ達也がちょっと待てとばかりに容赦なく杖つえで突っ込みを入れる。

「まずは助けた人の無事を確認するのが先だろう？」

「それは春菜さんがやってくれる、思うて」

「いやいや、それでも一応心配するそぶりぐらいは見せるのが礼儀でしょう？」

　達也はおろか真琴にまで突っ込まれて、しぶしぶ後ろ髪をひかれながらも女性の方に移動する。

　女性に絡みついていた蔦や枝は、すでに春菜と澪の手によって取り払われており、その秀でた容姿を余す事なく観察できる状態になっていた。

　予想どおり、女性はエルフであった。その尖とがった耳が、まごう事なくエルフである事を証明している。

　地面に落ちているリボンを見ると、今の騒動で束ねていたらしい髪がほどけたようだ。春菜のものより薄い、ややウェーブがかかった腰まである金糸が緩やかに広がっている。エルフ女性としては珍しい大きなたれ目の瞳ひとみは緑色で、森の民というイメージにぴったりである。顔の造形からは幼い印象を受けるが、そこはエルフ。当然ながら澪やエアリスよりはるかに年上だろう。

　だが、彼女の最大の特徴は、顔の造形ではない。エルフ族とは思えない、そのプロポーションである。背が高めで全体的に華きゃ奢しゃなのは種族の傾向から外れてはいないが、草色の服の胸元を押し上げるふくらみは、間違いなく春菜をも上回っている。

　先ほどの真琴の一撃がかすめたのか解放された時に木の枝に引っかけたのか、やや際どい感じに裂けた服の胸元からはたわわに実った禁断の果実が今にもポロリと零こぼれ落ちそうで、達也などはどうにも目のやり場に困ってしまう。

　そんなふうに達也が目のやり場に困っているというのに、こういう状況では真っ先に目をそらし、部屋の片隅でガタガタ震えながら命乞ごいをしそうな宏が、なぜか真琴とともに食い入るように見つめている。その視線には性的な要素はまったくなく、信じられない物を目撃してしまったというある種の怒りのようなものが感じられる。

　真琴はともかく、宏がそんな視線を女性に向けるのは珍しいを通り越して、まるで天変地異の前触れのようで、とにかくひたすら不気味だ。

「あ、あの……ありがとうございま……」

　そんな二人の視線に微妙に引きながらも、とりあえず妙な沈黙に耐えられずに感謝の言葉を口にしたところで、彼女の言葉をさえぎって宏と真琴が同時に口を開く。

「「謝れ……！　トー○キン先生に謝れ!!」」

「やかましい！」

　いきなり声を揃そろえてトンチキな事を言いだした宏と真琴を、同時にどこからともなく取り出したハリセン（突っ込みには必須だという真琴の注文で宏が作ったもの）でどつき倒す達也。

　一方、いきなり謎の謝罪を要求されて、どう反応していいか分からずに思いっきり混乱した様子を見せるエルフ女性。

「だって、エルフってもっと胸部装甲が薄い生き物じゃない！」

「背ぇ高くて洗濯板のモデル体型が由緒正しいエルフのあり方や！　巨乳とか爆乳のエルフはありえへん！」

「だから、今それを話す状況じゃねえだろうが！」

「達たつ兄にい、それって遠まわしに主張認めてない？」

「認めてねえ！」

　澪の余計な突っ込みで、さらに派手に脱線しそうになる一同。

　そんな彼らに呆あきれながらも、春菜が話を軌道修正しに入る。

「エルフが巨乳でも貧乳でもどうでもいいから、とりあえず話を聞こっか」

　割とひどい言い分で余計な論争をぶった切り、強引に話を軌道修正する春菜。

　春菜の言葉にも微妙に引きつりながら、胸元をちゃんと隠しつつ今度こそお礼を言おうとするエルフ女性。それを見た春菜が、予備の上着を取り出し羽織らせる。

「あ、あの、ありがとうございます！」

「気にしないで。たまたま通りかかっただけだから」

「まあ、半分迷子みたいなもんやけど」

　おずおずとそんな感じで礼を口にしたエルフ女性に、ニパッという感じで笑いながら答える春菜と、身も蓋ふたもない事実をあっさり告げる宏。
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「迷子、ですか？」

「せやねん。ちょっくらエルフの集落、っちゅうか、そこにあるって聞いた森の神様の神殿に用事があってんけど……」

「案外脇道が多くて、今、割と本気で迷子」

　宏と澪の言葉に、少し考え込むそぶりを見せるエルフ女性。

「あの、差し支えなければ、どのような御用件で神殿に行かれるのか、教えていただいてよろしいですか？」

「神殿に行けば、森の神アランウェン様とコンタクトがとれるかなと思ったんだけど、どうかな？」

「アランウェン様にですか……」

　春菜の言葉に、何とも言い難い表情を見せるエルフ。

　その表情を見て、まずい事を言ったのかと心配そうな顔で言葉を続ける。

「アランウェン様に会いたいっていうのは、やっぱりまずい？」

「その、まずいというより、私では判断できないというか……」

「えらい人の許可が要る？」

「はい。前なら特に問題はなかったんですけど、最近ちょっといろいろありまして」

「最近ってどれぐらい？」

「ここ三十年ぐらいですね。本当にちょっと前からです」

　三十年を最近と称するような言い方に、時間に対する感覚の違いがにじみ出る。さすがにこの世界で最も長寿といわれる種族、気の長さが半端ではない。

「三十年で、外の人間に対する感情が悪化してるとか？　だとしたら、私達がここにいるのはまずいんじゃ……」

「いえいえ。そもそも、悪化するほど森の外から人が来る事はありません」

「まあ、そうだろうなあ……」

　エルフの言葉に、なんとなく納得してしまう達也。

　こんなところに入ってくるのは、基本的に自分達のような余程の物好きだろう。つまり、外部と揉もめ事ごとを起こすほど大規模な交流など、やろうと思っても不可能である。

「ってことは、エルフの集落までは、案内してもらってもいいのよね？」

「はい。というか、ぜひいらしてください」

　真琴の言葉に、目をキラキラさせながら言い切るエルフ。

　その表情は、どうひねくれた判断をしても大歓迎としか読み取れない。

「とりあえず、これでしばらくは獣道を歩かなくて済むのかな？」

「どうなん？」

「私達の集落は、技術の度合いを横に置いておけば、ヒューマン種の皆様が住んでいる村や町とはそれほど大きく変わらないと聞いています」

「だったら、ちゃんとある程度歩きやすい道があるんだよね？」

「はい」

　エルフの言葉に、どことなく嬉うれしそうな顔になる春菜。

　正直なところ、歩きにくい獣道をずっと歩き続けるのは、いい加減飽きていたのだ。携帯用の風呂とマッサージチェアのおかげで心が折れる事はなかったが、そろそろ文化や文明の香りがする景色が恋しい。

「っと、そういえば」

「どうしました？」

「自己紹介、してなかったよね」

「ああ！　そうでした!!」

　お互いに、あまりに馴染みやすい性格をしていたものだから、すっかり自己紹介を忘れていた。

「申し遅れました。私はアルチェムと申します。アルテ・オルテムのメーザとレイチェムの子です」

「アルテ・オルテム？」

　よく分からない自己紹介をされ、思わず怪け訝げんな顔をする達也。

　他の人間も、微妙に意味が分かっていない感じである。

「アルテ・オルテムというのは、オルテムの集落で最も古い土地、というエルフの古語です。私が生まれ育った地域を指す地名だと思ってください」

「苗字とか家名はないの？」

「エルフの集落は、この森で一番大きいと思われるオルテム村でも世帯数で五千程度なので、どこどこに住む誰と誰の子供、で大体通じるんですよ。子供も集落皆で育てる感じなので、基本ほとんどみんな顔見知りですし」

「なるほど、ね」

　こんな森の中に五千もの世帯数がある集落が存在する、という事実に内心で大いに驚きながら、なんとなくシステムを理解する春菜。ドワーフなんかと違って寿命が長い分、子供が生まれるペースものんびりだと聞いていたので、その規模には本当に驚くしかない。

　因みに、テレスにもちゃんとした名乗りはあるのだが、ヒューマンの街ではほぼ無意味なため、適当に省略してテレス・ファームと名乗っている。宏達もテレスの時と名乗り方が違う事は気になったが、どうせそんなところだろうとあたりをつけて、この場ではとりあえずスルーしている。

「えっと、私は藤とう堂どう春菜。藤堂が家名で春菜が個人名。今ここにいる人間は、名前については全員同じ並び。で、こっちの男前な最年長のお兄さんが香か月づき達也さん。この中で唯一結婚してる人。もう一人の男の子が東あずま宏君で、髪が短い女の人が溝みぞ口ぐち真琴さん。一番年下の子が水みず橋はし澪ちゃん」

　春菜の紹介に合わせ、口々に自己紹介を済ませる宏達。

　アルチェムも、紹介を聞いて何度か口の中で呟きながら顔と名前を一致させ、再度確認してほっとした様子でもう一度頭を下げる。

「じゃあ、お互いに自己紹介も済ませたし、エルフの村へ出発進行！」

「ちょいまち」

　折角気合いが入ってきたというのに、宏が水をさすように待ったをかける。

「どうしたの？」

「ハンターツリーをまだばらしてへん。こんな上質な木材放置するなんざ、ありえんで」

　鉈なたと手斧を手にしてニヤリと笑う宏に、思わず呆れたようなため息を漏らす一同。

　結局、出発は十五分ほど遅れるのであった。
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「こんな森の中に、こんな立派な村があるとはなあ……」

「レイテ村より規模大きいんじゃないかしら、ここ」

　アルチェムの案内により一時間ほどで到着したエルフの村を見て、思わず唖あ然ぜんとする日本人達。

「てか、エルフって農業やってるイメージあんまりないんだけど、ここって完全に農村よね……」

「農村やなあ。それも、古きよき時代の日本の山村、っちゅう雰囲気やで」

　広大な畑を見て、口々にそんな感想を漏らす。

　見える範囲では、まだ次の作物を植え終わっている畑は一部分なので、現段階では主にどんな物を育てているのかは分からない。このあたりの畑はちょうど冬の作物の収穫が終わったところらしく、畑を休ませているのかそれとも夏から秋にかけての作物をこれから植えるのか、ほとんどの畑は手入れだけされて、まだ何も植えられていない。

　これがイモ類や豆類、麦の類たぐいならまだそれほどでもないが、この面積でトウモロコシを植えるのであれば、さぞ収穫は大変だろう。

　なにしろ、ファーレーンで一般的に栽培されているトウモロコシは、いわゆる植物系モンスターなのだ。モンスターといっても肉食性ではなく、特定の時期を除けば非常に大人しい性質をしている。ポメと違って普段はじっくり根を張って育ち、普通の植物と変わらない。

　大人しくかつ荒れ地に強く、収穫量も多くて栽培しやすいトウモロコシだが、収穫期になると勝手にとことこ動き回り、自分を増やすために新天地へと旅立とうと、あちらこちらに走り回る。それを捕まえて仕留めて収穫しようとするとかなり激しく抵抗するため、それなりに訓練を積んだ人間でないと返り討ちにあうのだ。枝ビンタは正直、薄着で食らうと激しく痛い。

　もっとも、モンスターではないトウモロコシもどこかに存在するのかもしれないが、宏達はまだ見ていない。

「ここらの畑って、どんなもん植えてんの？」

「この一帯は、基本的には豆類と根菜類ですね。収穫期になると逃げようとするのもいるので、年に二回ほど大騒ぎになります」

「逃げようとするのって、豆？　それとも根菜？」

「どっちも何種類かはいます。特にオロー大根が逃げ足が速くて大変です」

　オロー大根とは、先端五センチほどが二股またになった大根だ。普通のものと違って独特のさっぱりした甘みがあり、コンソメや魚介のダシと相性がいい。そのため、テローナなどに入れるといい味になるので、冬場に大人気の食材だ。

　比較的温暖な地域の方が生育がいいらしく、ファーレーンの場合は主に南方寄りの地域で栽培されている。が、少なくとも春菜と達也は、植物系モンスターだとは知らなかった。

「大根がちょこまかと逃げ回っとる光景って、かなりシュールやなあ」

「そうだよね……」

「冬場の作物やから、雪降った時とかえらい事なりそうや」

「それ、なんかすごくコメディチックな状況だよね……」

　短い脚を忙しく動かしながら、雪の上をちょこまかと逃げ回る大根。想像しただけでもかなりシュールな光景である。

　このあたりは雪が積もるといっても年に二度か三度というレベルだが、それでも収穫の時期に絶対に積もらないというわけではない。なので、何年かに一回は、そういうシュールな光景を目にする事があるだろう。

「雪が積もった年の収穫作業は、本当に大変ですよ……」

「実感がこもってるな……」

「一度やってみれば分かります……」

　アルチェムの心底うんざりしたようなため息に、思わず同情するような目を向けてしまう達也。

「他にも、レーヴェ豆なんかは毎年何株か、ものすごく気性の荒いのが育って大変です。せっかく育った豆を飛び道具にして抵抗するから収穫量は減るし、薄着の時期だから当たると痛いし……」

　農業の話とは思えない単語が、普通にアルチェムの口から飛び出す。こちらの農業もずいぶん大変そうである。

「レーヴェ豆とはまた、いかついやつを育てとんなあ」

「畑の管理面で冬場の野菜と相性がいいし、大豆には負けますが栄養価も収穫量もいいんですよ。ただ、とにかく攻撃が痛くて……」

「鉄板でも仕込んだら？」

「そんな重い物を身につけて農作業だなんて、夏場には考えたくもありません……」

　アルチェムのぼやきに、それもそうかと納得する宏。

　彼もゲームの時に何度か栽培しているが、その当時からすでに生身で十分すぎるほどの体力と防御力を持っていたので、豆の集中砲火を食らっても基本ノーダメージで収穫作業ができていた。

　とはいえ、そもそもゲームとは作業手順も育成にかかる時間もそれ以外の事も全然条件が違うので、まったく参考にならない記憶ではあるが。

「それにしても、エルフが農耕民族だとは思わなかったぞ……」

「エルフを何だと思ってたんですか？」

「狩しゅ猟りょうと採取をベースに森を主、自分達を従とした共生関係を築く種族かと思ってたよ」

「確かに実り豊かな森に住んではいますが、それらの恩恵だけでは一大勢力と認定されてるエルフ族の生活を賄う事は無理ですよ。需要と供給のバランスがつりあいません」

「それもそうだよなあ……」

　今までのファンタジーに対するイメージ全体に喧嘩を売るようなアルチェムの発言に、思わずひどく納得してしまう達也。

　偏へん屈くつな隠者のような生活は、数が少数だから成立するという側面は否めない。

　アルチェムによると、この集落の人口は少子高齢化により一万人を超える程度だとの事だが、世界全体では百万の大台を超える程度にはいるらしいエルフ族。その全てが森の恵みだけで食っていくのは、どう考えても無理がある。

　この日本の里山のような生活環境は、ある意味必然なのかもしれない。

「そもそもこの集落だって、何らかのきっかけで植物が育たなくなった場所をこつこつと開かい墾こんして土壌改良して、少しずつ少しずつ森に負荷を与えないようにしながら広げていったんですよ？」

「地道な話やなあ……」

「なんか、エルフのイメージがどんどん崩れていくわね……」

　真琴の言葉に、思わず本心からしみじみ同意してしまう日本人達。

　実のところ、彼らが持つ一般的なエルフのイメージは、この世界のほとんどの種族間でも共有されている。そういう意味ではむしろ、おかしいのはここのエルフ達なのかもしれない。

「……ん？」

　しばらく農作物やら普段の暮らし、集落の構成などについて駄だ弁べりながら農道を歩いていると、唐突に宏が何かに興味を示した。

「ヒロ、どうした？」

「いや、あの一角がちょっと気になるんやけど、どう思う？」

「どうって……」

　いきなり振られた話に眉まゆをひそめ、宏が指さす区画を観察する。少し観察して、彼が言わんとする事を悟り、驚きょう愕がくの表情を浮かべる達也。

「な、なあ、アルチェム……」

「はい、何でしょうか？」

「あそこで育てられてるのは、どんな作物だ……？」

「ああ、あれはですね。私達の主食となる、ラース麦の田んぼです」

　麦、と言われて期待外れか、と落胆しつつも、田んぼという単語に一いち縷るの望みをかけて、なおも確認を重ねる事にする達也。

「ラース麦ってのは、どんな作物なんだ？」

「えっと、どんな、と言われても……」

　達也の問いかけに、どう答えようかと考え込むアルチェム。

　麦と名は付いているが、一般的な麦とは実った時の様子も実の形も違うため、外に同じものがないと説明しづらいのだ。

「あ、そうだ。さっき食べそびれたお昼ご飯がラース麦のおにぎりなので、それをお見せしますね」

　どう説明しようかと考えたところで自身の昼食の事を思い出し、両手をポンと叩いてそう言うアルチェム。

　そのまますぐに腐敗防止付きの袋から葉っぱに包まれた握り飯を取り出し、広げて見せる。

「やっぱりか！」

「来た！　来たで!!」

「これは……まさかの展開……！」

「嘘……信じられない……」

「こんなところで栽培されてるなんて！」

　握り飯を見せた時の一行の反応に、全力で引くアルチェム。

　それも当然であろう。何しろ、アルチェムのお昼ご飯は、いわゆるジャポニカ米の塩おにぎりなのだから。

「えっと、ラース麦がどうかしましたか？」

「それな、うちの故郷では米っちゅう名前で呼ばれとって、やっぱり主食になっとってん。でも、ファーレーンでは栽培されてなくてなあ」

「あー、なるほど。でも、麦とは呼んでないんですか？」

「麦と米は作物としての特性が結構違うから、うちの故郷では基本的に別もんとして扱われてんねん」

　宏の返事に、不思議そうな表情を浮かべるアルチェム。

　どうやらエルフは、麦と米の区別はしていないらしい。どちらもイネ科の植物だから、間違っているというわけではないのだが。

　そんなこんなで微妙な押し問答をしていると、通ってきた道を派手な金属音を立てながら、誰かが駆けよってくる。

「アルチェム！　＠※[image: ][image: ]＄＃％＆!?」

「チェット？」

　よく知る村の青年の声に思わず振り返り、怪訝な顔をしてしまうアルチェム。

　そんなアルチェムの様子に気づいているのかどうか、ドーガが着ていたようなガチガチのフルプレートを身にまとった青年は、少なくとも達也と真琴には理解できない言葉でさらにまくし立てる。

　顔はものすごく美形の典型的なエルフなのだが、フルプレートを着こんで走り回れるだけあって微妙に露出している首などは大層太く、非常にマッシブな体つきをしている。

「チェット、お客様の前だから、とりあえずファーレーン語で、ね？」

「こ、これは失礼しただ、お客人。ゴヴェジョンさんからハンターツリーが村と外とのルートをふさいでる言われて、慌ててアルチェムさ探しとっただ。無事でよかっただよ！　探しに出た狩人衆はハンターツリーの残ざん骸がいとアルチェムの弓だけ落ちとった言うし、おら心配で心配で……！」

　美び貌ぼうのエルフから、ガチガチに訛なまったファーレーン語が飛び出す。特にゴヴェジョンと発音したところなどは、どう聞いてもゴブ造にしか聞こえない。

　それを聞いた瞬間、必死になって抑えていた衝動に耐えきれず、宏と真琴が叫ぶ。

「「謝れ……！　トー○キン先生に……!!」」

「しつこい!!」

　もっとも、叫んだ次の瞬間には達也にハリセンでしばかれたのだが。




　　　　☆




「そうか。アランウェン様に用事があるだか」

「ええ。それで、許可をくれる人のところに、ね」

　とりあえず一発叫んで衝動が収まったからか、歩きながら普通にチェットと会話をする真琴。その周辺を屈強なエルフ達が取り囲んで歩く。

　宏と真琴が達也のハリセンに強制的に沈黙させられたあと、チェットが指笛を鳴らすと、あちらこちらから屈強なエルフ達が集まってきたのだ。どうやら、彼らもアルチェムを探していたらしい。

　この村に来た理由やアルチェムを助け出した経緯などを説明すると、周囲にいたエルフ達が何度も何度も礼を言ってくれるのだが、妙におかしいというか暑苦しい。

　どいつもこいつも種族を間違えているのではないかというぐらいマッシブな体格をしており、くどい事この上ない。顔がエルフのイメージそのままだから、なおさら違和感がある。

「それにしても、本当にありがたい事だで」

「アルチェムは、アルテ・オルテムで一番若いおなごだでな。もしハンターツリーに食われてたらと思うと、おらは、おらは!!」

「もういいから、さ」

　暑苦しい上に涙もろいエルフ達に微妙にうんざりしながらも、とりあえず苦笑しながらなだめる真琴。どういうわけか、三人の女の子の中では、真琴が一番エルフ達に人気があるようだ。

　顔は若くて美形、言動は微妙に年寄りじみている上に暑苦しい。そんな集団に囲まれても、先ほど一度叫んだからか、もう一度絶叫したいという衝動は起こらない。

「そういえば、アルテ・オルテムで一番若いって言ってたけど、他に子供はいないの？」

「いんや。村全体でなら、幼子は一応百人ぐらいはおるでよ」

「ただ、地区として一番古いアルテ・オルテムだと、最後に赤子さ産まれたのが五十年ほど前でな。その五十年前の赤子が、ようやく子供さ産めるぐらいの年になったでよ」

「それがアルチェムってこと？　それはまた、気が長い話ねえ」

「エルフは寿命が長いでな。その分、体が本当に成熟するまでは時間がかかるだよ。単に妊娠するだけなら十二歳にもなれば十分だども、ちゃんとした体になるまではヒューマン種や獣人族に比べて長い時間がかかるでな」

　どうやら、体が最低限の成熟を終える年齢はエルフも他の種族もそれほど差はないらしい。

　そもそも、無防備な幼児の時期が長いというのは、それだけで種族全体にとってのリスクとなる。

　そう考えれば、平均寿命に対して第二次性徴が起こるまでが早い、というのもさほどおかしな事ではなさそうだ。

「で、神殿について聞きたいんだけど、三十年前までは自由に行き来できたんだよね？」

「んだ。あの頃は、別に妙な草も生えてながっだでな」

　とりあえず一通り聞きたい事が出揃ったと判断し、自分達の目的に関わる話へと話題を変えた春菜の言葉に、端的な回答を返してくれる一見青年に見える中年エルフ。

「妙な草？　もしかして、神殿に行くのに許可が必要なのって……」

「んだんだ。肉食の妙な草が茂っちまっただでな。自分の身を守れる人間以外は、立ち入り禁止になっただよ」

「頑張って駆除さしとるけんど、やつら繁殖速度が速くてなあ」

「試しに作ってみた除草剤も、すぐ耐性つけおっただよ」

　その言葉に、うわあ、という顔をする一行。

　このマッシブなエルフ達が苦労するぐらいなのだから、その肉食植物は相当手ごわいに違いない。

「まあ、もう長おさの家さ着くだし、詳しい事は長に聞いてくんろ」

「はーい」

　中年エルフの言葉に返事を返し、一同は目的地を視界に入れる。

　ここに来るまでに見た他の家よりは大きい気がしなくもない家。集会所も兼ねるというそこが、この村を束ねる長の家との事だ。

「ほかの事は、アルチェムさ任せた」

「おら達は、アルチェムの無事とお客人の到着さ知らせてくるだ」

「今夜は村あげての歓迎会だで」

「ゴヴェジョンさん達にも知らせんと」

　そう口々に言って、蜘く蛛もの子を散らすように去っていくエルフ達。

　他よ所そ者ものに対する警戒心、などというものは皆無である。

「えらく人懐っこい人達だよね……」

「外から来る人達が珍しくて、娯楽に飢えてるんですよ……」

「アルチェムさんあんまり訛ってない」

「私は、外との交渉役の一人ですから」

　などと澄ましてはいるが、エルフ達と話していると微妙に崩れる事を澪は見逃していない。

「とりあえず、長に話を通してきますので、少しお待ちいただけますか？」

「了解。お願いね」

　そうやって待たされる事、約一分。家の奥から複数の気配が出てくる。

「申しわけない、お客人。足を悪くしててのう」

　家の中から現れた初老のエルフ男性。頭は河童という表現がふさわしい状態。頬ほおはたれ落ちそうなほど肉があまっている。なによりこれまで見たエルフとは正反対のだらしなく膨らんだ三段腹は、今まで以上に強烈にエルフのイメージを揺さぶってくる。

「「あやま……！」」

「しつこい！」

　二人が先ほどと同じ内容の台詞を叫ぼうとしたのを察し、内心で微妙に同意しつつも、速攻でハリセンでしばいて台詞を叩たたき潰つぶす達也。

「師匠。その突っ込みは用件とは無関係」

「せやな、すまん。つい思わず衝動的に」

　素直に謝ってくる宏に対し、気持ちが分からないでもないため、何とも言えなくなる突っ込み役の面々。

「とりあえず、ものは相談なんやけど」

「なんじゃ？」

　気を取り直しての宏の言葉に、大まかにアルチェムから事情の説明を受けていた長が、値踏みするような目を向けながら聞き返してくる。

「うちらが米と呼んどるラース麦、その栽培方法をファーレーンに広める手伝いしてくれへん？」

「そっちは今話す用件じゃない！」

　いきなり明後日あさっての方向に脱線した宏に対し、一緒にボケていたはずの真琴の突っ込みが炸さく裂れつする。

　そんな異邦人の言動に、おもわず目を白黒させるエルフ達であった。








エルフの森編　第二話






「姉ちゃん、いい飲みっぷりだべな」

「んだんだ。もういっちょいくべ」

「いくらでもかかってきなさい！」

　アルテ・オルテムの大人全員が総出で騒ぐ大宴会。

　ざっと見ただけでも軽く五百人、おそらく千人は超えているであろうエルフがあちらこちらでたき火を囲んで、がばがばと底なしの風情で濁り酒をあおっている。

　その中に何十人か、明らかにゴブリンやフォレストジャイアントと分かる存在も混ざっているのだから、そのカオスぶりは凄すさまじい。

　そんな飲のん兵べ衛えどもに捕まった、というよりは喜々として突撃をかけた真ま琴ことは、そのウワバミぶりを遺憾なく発揮して次々に酒瓶をあけていく。

　一杯飲み干すたびにエルフ達のやんやの声援を受け、上機嫌でつまみをかじっては注がれた酒を躊ちゅう躇ちょなく空にする。

「うわぁ、うわぁ、うわぁ……」

「真琴さん、大丈夫かいな……」

「ありゃあ正真正銘のウワバミだから、大丈夫なんじゃないか？」

　製法のせいかそれとも世界の違いゆえか、意外と度数がきつい濁り酒をちびちびとやりながら呆あきれを隠さずにコメントする達たつ也や。

　実際、達也が一杯飲み干す間に真琴は三杯はあけているが、呂ろ律れつも言動もしっかりしたもので、潰つぶれるという状態がまったくイメージできない。

「なんだかお恥ずかしいところをお見せしてしまったようで……」

「こっちも大概だから、気にすんな」

　実に恥ずかしそうにしているアルチェムに、苦笑しながら達也が答える。

　実際、宴会の口実にされるぐらいは大した事ではないだろう。

「それにしても、エルフとゴブリンとフォレストジャイアントが星空の下で宴会してるとか、非常に違和感がある光景だな」

「そうですか？」

「まあ、一般的なイメージだと、ゴブリンとエルフとかドワーフは、大概の場合不ふ倶ぐ戴たい天てんの天敵みたいな間柄って印象があるしなあ」

「せやなあ。あと、フォレストジャイアントは、エルフとはまた違った意味で、あんまり種族間交流とかせえへんイメージがあるし」

「このシチュー美お味いしい」

　ヒューマン種の街での異種族のイメージをアルチェムに語って聞かせる宏ひろし達と、ひたすらマイペースに食事を続ける澪みお。

　実際のところ、この世界のヒューマン種が抱いている異種族のイメージは、宏達日本人が持っているものとそれほど大きな差はない。そして、街に出てきている異種族はそれほどそのイメージと離れた振る舞いはしていない。

　ずれているといったところで、せいぜいテレスのレベルであるため、エルフ族の実態がこうであるという事は、ここに来るまで想像もしていなかった。

「おめらがチェムさ助けてくれたのか？」

　アルチェムと異種族間交流を進めていると、酒瓶を持ったゴブリンとフォレストジャイアントが声をかけてきた。

「そうなるんかなあ？」

「どっちかってえと、お前木材目当てで突撃かけてたもんなあ……」

「ええやん、木材」

　達也に突っ込まれて開き直る宏。

　とはいえ、最初はアルチェムの救助目当てで走ったのだから、助けたというのも間違いではない。

「テレスさ出ていったあと、里にゃチェムしか年頃の娘はおらんでな」

「若い娘らしい幸せも経験せずに命さ散らすかと思うたら、おら達もさすがに慌てただよ」

「ハンターツリーは、初見の人間が単独行動の時に不意打ち食らったら、大概逃げられへんからなあ……」

「そうだべ。しかも、現場にゃ残ざん骸がいとチェムさ使ってた弓だけ残ってたんだべ？　焦んないほうがおかしいべ」

　ゴブリンとフォレストジャイアントの言葉に、周りのエルフ達も頷うなずく。

　その態度に苦笑しつつ、鳥の腿もも肉と思おぼしき塊にかぶりつく宏。

　正直なところ、肉もかかっているタレも正体不明なのだが、ピリ辛の味付けがなかなか美う味まい。酒のあてとしてはもちろん、おかずとしても申し分なく、どんどんご飯が進む。

　食事兼つまみとして焼かれている肉類は鳥とウサギがメインのようだが、シカやイノシシ、クマなどと思われるものもそれほど大量にというではないが一緒に調理されている。さすがに寄生虫が怖いので、これらの生き物は全て、徹底的に火が通される。

「ゴヴェジョンさん、フォレダンさん、ご心配をおかけしました」

「よかよか。無事ならそれでよか」

　アルチェムに頭を下げられたゴブリンとフォレストジャイアントが、目を細めながらそう答える。

　言わずとも分かるだろうが、ゴヴェジョンがゴブリンで、フォレダンがフォレストジャイアントである。見た目はまったく違う三つの種族が、性格に関してはほとんど変わらないところが面白い。

「ところで、アルチェムはなんで外におったん？」

「西の里のエルフとちょっと打ち合わせがあったんですよ。私、来週初めてレネードに取引に行くんです」

「なるほど。人間の街での交渉について、作法とかそういうんを教わるんやな」

「はい。引き継ぎを受ける前に担当者だったテレス姉さんが外に出てしまったので、私が外に出る許可が下りるまでは、西の里のエルフに頼ってたんですよ」

「他の人は行かんの？」

「外の事を知るのは若者の役目だ、という建前のもと、代々年頃のエルフがこの役目を担っていまして」

　エルフの社会もいろいろあるようだ。それならとっとと許可を出して習うより慣れろ方式でやればいいと思うのだが、それをするにはエルフの感覚ではちょっと若すぎるらしい。

　因ちなみにテレスも百歳に届かない若いエルフだが、アルチェムはその半分ぐらいの年である。

　エルフの社会では五十歳未満というのは、日本でいうところの中三ぐらいの年齢に当たるようだ。少子高齢化が進んでいるとはいえ、周りの人間もずいぶん過保護である。

「建前はそれですが、本音は年寄りを外に出すと帰ってこないから、だったりします」

「は？」

「迷子にでもなるの？」

　意外としか言いようがない理由を聞き、何じゃそりゃという表情で聞き返してしまう宏と春はる菜な。

　なんとなくオチの想像がついたらしく、達也は苦笑しながら酒をちびちびやっている。

　澪はそんなの関係ねえ、とばかりに川魚の塩焼きに夢中だ。

「迷子ならまだいいんです。ほとんどはですね、都会に憧あこがれて、村に持って帰らないといけないあれこれをそのまま持ち去って行方不明になるんですよ」

「……それって、むしろ若者がやりそうな事だよね……」

「せやなあ。普通、田舎捨てて飛び出すんは若者の特権やと思うんやけど……」

「何百年も辺へん鄙ぴな村に過ごしてると、刺激が欲しくなるらしいんですよ」

　年寄りがそんな冷や水をやらかしていいのかと突っ込みたくなる台詞に、どうにも反応に困る面々。ゲームの時のエルフがこうでなかったため、余計に突っ込みどころが目に余る気がする。

「別に、それやったら自由に行かせたげてもええんちゃうん？」

「あんまり年寄りさ外にふらふら出るんは感心しねえべ」

「ゴヴェジョンの言うとおりだべ。年寄りは若いもんを指導してやらんといけん」

「それに、年寄りが出ていくと、急速に過疎化が進むんですよ。南西にあったエルフの里は、それが原因で廃村になったんですから」

　ゴヴェジョンとフォレダンの言葉に、アルチェムがそんな微妙な補足を入れる。

　少子高齢化が進むエルフの里。そこで年寄りが一気に抜けるとどうなるのか。

　答えは過疎化のスピードが速くなる、である。しかも、エルフの場合は七百歳やそこらでもまだまだ現役で働けるのが普通なので、年寄りに抜けられると生産能力も急激に落ちていき、里を維持できなくなるのである。

　日本の農村と同じ問題を、エルフ達は違う形で抱えているのだ。

「少子高齢化は、どこでも問題になってるんやなあ」

「んだんだ。ゴブリンは寿命がみじけえし、元々子だくさんだでそういう問題はねえだどもなあ」

「因みに、ゴヴェジョンは百さ超えてるだで。ゴブリンは三十年もすれば大体寿命で死ぬから、こいつは化けモンの部類だでよ」

「化けモンじゃねえべ。おら、アランウェン様のお力で、エルダーゴブリンに進化したでよ」

　この世界のゴブリン事情は、なかなか複雑そうだ。

　ふむふむといった感じで話を聞く宏と春菜、それに達也。

　真琴は相変わらず、豪快に酒を煽あおりながらほかのエルフ達と熱く語り合っている。

　一方、ゴブリンがどうであろうと特に興味のない澪は、焼いたピーマンやら人参やらに標的を変えつつ、ひたすら食事に夢中だが。

「そういや、何で皆ファーレーン語で話しとるん？」

「そりゃおめえ、この村にいくつの種族が出入りしてると思ってるだ？」

「たまに来るヒューマンを除いても、全部で四つも異種族が交流しとるでよ。どれかの種族の言葉で統一したら、それ以外の種族が気ぃ悪くすんべ」

「それに、おら達の口の構造だと、ヒューマンの言葉は喋しゃべれても、エルフ語とかゴブリン語は難しいでな」

　宏の質問に、分かるような分からないような回答を返すゴヴェジョンとフォレダン。

　アルチェム以外の発音だと、どうしてもゴブ造にフォレ太と聞こえてしまうほど訛なまっているが、意思疎通という観点ではそれほど問題はなさそうな風情である。

　因みに、四つの種族の残り一つの種族はフェアリーだが、今日はこの場には来ていないようだ。

「ちゅうことは、テレスとかアルチェムの発音がえらい綺き麗れいなんは、やっぱり外との交渉役やから？」

「そうですね。交渉するにはちゃんとした発音で話せないと困りますし」

　郷に入りては、郷に従えです。そんな風に澄まし顔で言うアルチェムを、思わず微ほほ笑えましい顔で見守ってしまう一同。

　なお、この期に及んでも燻いぶしたチーズに夢中の澪は、どうやら余計な事を聞いてこれ以上イメージを損なわないようにしたいらしい。ようは自己防衛反応である。

「それはそれとして、アルチェムさんってテレスさんの事を姉さんって呼んでた気がしたんだけど、姉妹か何か？」

「血縁はありますが、姉妹ではないですね。ただ、本当に小さいころから面倒を見てもらったので、本当のお姉さんと同じようなものです。というか、皆さんはテレス姉さんをご存知なんですね」

「って事はやっぱり、テレスさんが言ってたアルチェムって……」

　と、初対面の時に聞きそびれた事を確認しようとしたあたりで、真琴が飲み比べをやっているあたりが急に騒がしくなる。

「ん？　なんか、あっちが騒がしいな」

「あ、あれは！」

「銘酒ドワーフ殺しだべ！」

　物騒な名前を言いながら、恐ろしく大げさな反応を示すゴヴェジョンとフォレダン。

　その様子から、多分ものすごく強い酒なのだろうとあたりをつける一同。

「その、ドワーフ殺しってのは何なんだ？」

「ラース麦で造った酒を限界まで蒸留して、とことん度数を高めた酔っぱらうためだけの酒だべ」

「蓋ふたあけて火ぃ近づけるだけで引火するほどきつい酒でな、ドワーフが一瓶飲み干す前に潰れたっちゅう逸話がある、ひたすら強いだけの酒だでよ」

「何か危険物っぽいよ……」

「てか、それを真琴がぐいぐいいってるように見えるんだが……」

　達也の指摘どおり、もはや米の酒ではなく単なる液状アルコールなのではないかという代物を、真琴と十人程度のエルフが酌み交わしている。危険物だと指摘した春菜も、その様子にはどん引きする。

　エルフ達が二杯もいかずにどんどんつぶれていくのに、真琴の方はすでに四杯目だ。それまでに飲んだアルコールの量を考えると、さすがにそろそろストップをかけるべきではなかろうかと心配になってくる。

「ちょっと止めてくる」

「心配しねえでも、あれが出てきたら宴会は終わりだべ」

[image: ]

「んだんだ。だども、瓶一本空けるつわものがいたとは驚きだでよ」

「それも、あんなちっこい姉ちゃんがなあ……」

　何やら恐れ入ったような口調で真琴について語り合うゴヴェジョンとフォレダン。

　確かに真琴は、ヒューマンの平均から見ても小柄なほうに入る。ゴブリンを除けば平均身長が百七十センチ以上の種族しかいないこの場において、彼女は成人している人間としては最も小柄な女性だろう。

　そんな真琴が、ドワーフですら一本飲めなかった酒をガンガンあけていき、そのくせ見た目には思考も呂律もしっかりしているように見えるのだから、引いて当然である。

「焼きトウモロコシは、やっぱり醤しょう油ゆ塗ったやつの方が好き」

「澪、お前はお前で食いすぎだよ……」

　我関せずといった感じで焼きトウモロコシをかじっていた澪のコメントに、思わずジト目になって突っ込みを入れる達也。

　なんだかんだ言って、いつもどおりのマイペースな一同であった。




　　　　☆




「おはよー……」

　翌朝、微妙に寝ぼけた感じで与えられた部屋から出てきた真琴は、春菜が用意していた朝食に目を見張り、一瞬で眠気を吹き飛ばす。

　すでに揃そろって食事の開始を待っていた宏達をスルーし、そそくさと自分のお膳ぜんの前に座って、米が出てくるのを大人しく待つ。

「おはよう、真琴さん。とりあえずご飯にお味み噌そ汁と海の苔り、魚の干物と小鉢は用意したけど、卵はどうする？　卵焼き？　目玉焼き？　それとも、卵かけご飯？」

「卵かけご飯で！」

　まるで昨日の酒が残っている様子を見せない真琴に、思わず苦笑しながらご飯をよそい、卵と鰹かつお節ぶし、醤油の三点セットを渡す春菜。

　予想どおりの反応に、宏達も笑いを隠さない。

「真琴さんは、納豆食べる人？」

「うん。でも、今日はいいわ。卵かけご飯だし」

「そっか、了解」

　真琴の返事に頷き、春菜も自分のご飯を用意する。

　合わせたわけでもないのに、全員が卵かけご飯を選んでいるところがなんとも言えない。

　因みに茶碗をはじめとした食器類は、工房にいる時に宏と一緒に作ったマイ食器である。

「おめえら、生で卵さ食うんだべか？」

「ちゃんと消毒したから大丈夫やで」

「そっただ問題じゃねえべ」

　米の上に生卵を落とし、醤油と一緒にかき混ぜ始めた一同を見て、引いたような表情で突っ込みを入れるゴヴェジョンとフォレダン。

　アルチェムも普通にどん引きしている。

「うちの故郷は、あれこれ生で食べる文化があんねん。どんな処理してどう食べたら安全かっちゅうんは、百年単位の文化の積み重ねで大体のところは確立されとるし」

　きっちり隅々まで醤油と卵を混ぜ込んだ宏が、そんな事を言いながら美味しそうにご飯を一口食べる。

「春はる姉ねえ、おかわり。それと、お昼はオムライス」

「ん、了解」

　二杯目を味付け海苔で堪能しながら、そんなリクエストを宣言する澪。

　米が手に入るあてができたとたんに、遠慮なく大量にバクバクと食べ始めるところが分かりやすすぎる。

「あたしもおかわり。あと、納豆ちょうだい」

「はーい」

「納豆って、あの腐った豆だべか？」

「腐っとるように見えるけど、一応食いもんやで」

　ダシとからし、ネギに醤油を入れてよくかき混ぜ、躊躇なくご飯にのせて食べる真琴を見て、実に嫌そうな顔をするゴヴェジョン。ゴブリンの嫌そうな顔というのもかなりレアであろう。

「まあ、こればっかりは違う大陸の連中に理解しろっつうのは酷だろうな」

「せやなあ。同じ国の人間でも、僕みたいによう食わんのもおるんやし」

「だよね。というか、腐った豆ってたまに関西の人が言うよね」

「関西人が全員、納豆食わんわけでも存在を否定するわけでもあらへんで。僕とおとんは苦手やけど、おかんと姉ちゃんは普通に食べとるし」

　納豆を食べる食べないは、好き嫌いというよりは文化という側面が強い。元々産地が少ない西日本で食べられない人間が結構いるのは仕方がない事だろう。それに、確かに栄養価の面では優れた食べ物ではあるが、食べられないからといって説教を受けるような食品でもない。

　同じ国の中でもそうなのだ。別の国の、それも根本的に種族そのものがまったく違う存在に受け入れられなくても、文句を言う筋合いはない。むしろ、冗談半分で用意した納豆を、普通に平気で食べたエアリスのような人間が例外であろう。

「それにしても澪、お前最近、本気でよく食うよな」

「せやなあ。ファーレーンにおった頃も結構食うようになっとったけど、向こう出てから三割増しぐらいになってへん？」

「遅れてきた成長期」

　達也と宏の突っ込みをそんな言葉でいなし、三杯目のご飯と二枚目の魚の干物をぺろりと平らげる。いまだ百五十センチの大台に乗っていないその小柄な体のどこに入るのか、というほどの量だ。

　もっとも、最近の活動内容や運動量を考えると、その程度食べたくらいでは太る事などあり得ないだろうが。

「子供がたくさん食うのはいい事だべさ」

「だべだべ」

　気持ちいいほどよく食べる澪の様子に目を細め、ゴブリンとフォレストジャイアントが頷く。

「それにしても、この煮物うめえなあ」

「んだんだ。この黒っぽい汁はなんだべ？」

「それはお醤油っていう、私達の故郷の調味料。大豆を麹こうじっていうカビで発酵させて作るんだ」

「大豆だべか」

　春菜の説明を、興味深そうに聞いている三つの種族。どうやら、ずいぶんと気に入ったらしい。

「そっちのスープも、大豆を発酵させて作ってるんだ」

「これもだべか」

「ラースの飯とよくあうで、気になってただよ」

「いろいろなものがあるんですねえ……」

「何やったら、作り方教えよか？」

　宏のその提案に、顔を輝かせるアルチェム達。

　材料が自給自足できるのだから、作り方を学べばいくらでも作れると、彼らの顔には書いてある。

「ただ、今回味噌汁と煮物に使ったダシは、海のものから取ってるんだよね。ちょっとこのあたりの作物とかから、いいダシ取れそうなのを見つくろって改良しないと」

「ダシですか……」

「それは確かに難しいべな」

「使う材料で、がらっと味が変わっちまうだよ」

　春菜の言葉を聞き、悩ましそうな顔をする三種族。ダシで通じるあたり、そこらへんの概念はファーレーンより発達しているようだ。

　食事もそこそこに、彼らに教える準備を始める宏達だった。




　　　　☆




「そういえば、昨日普通に塩焼きが出とったけど、この辺って、塩はどないしてるん？」

　スープや煮物に使うダシの材料について教えている途中で、気になった事を質問する宏。

　森の中にこれだけの数の種族が生活していて、普通に塩を使っているのが不思議だったのだ。

　あたりに岩塩が取れるような洞どう窟くつの類たぐいがあるならまだしも、ざっと見た感じではそういうものもなさそうである。

　街道こそ通ってはいても、近場の街も森の中。ウルスをはじめとした沿岸部の街と比較すると、塩はそれほど安価なものではなく、エルフ達が持ち込むようなものでは、そんなに大量の塩と交換できるとは思えない。

　そういった物価の問題や持ち運べる分量を考えると、物々交換で塩を入手しているとも思えない。

　故に何らかの方法で生産していると考えるのが自然だが、近くの水源が全て淡水なので、宏の知識をもってしても生産方法が思いつかない。

「塩は、ソルトツリーの実から取れるだよ」

「ソルトツリーは一年中花が咲く、ほとんどの時期に実をつける種類の植物なんです。なので必要な時に実をもいで、煮詰めて水分を飛ばして作ってますね。一個の実で塩の結晶が、大体百グラムぐらい取れます」

「一本あれば千人分ぐらいは賄えるでな。このあたりの集落では重宝してるだよ」

　さすが異世界、妙な植物もあるようだ。

　因みに、ソルトツリーの塩は単独で舐なめると、ちょっとフルーティな感じがする。塩は塩なので、あくまでもそんな気がするというレベルではあるが。

「なるほどなあ。つまり、このあたりの集落で足らへんのは、娯楽と刺激、っちゅうわけか」

「んだんだ」

　水も塩も肉も野菜も全て揃うのであれば、わざわざ外に出ていく理由はあまりない。

　故に外部との接触が少なくても特に問題にはならないものの、衣食住に困らないと、どうしても娯楽や刺激というものが欲しくなるのが人間という生き物である。ましてや閉鎖された土地に住んでいて人間関係も閉じているとなると、余計に煮詰まってそういうものを求めてしまうのだ。

　しかもこのあたりの集落、それも特にエルフ達の場合、普通そういう時に保守的になるはずの年寄りが、むしろ刺激に飢えて外に出ていきたがるのだ。村全体での刺激に対する飢えというのがどれほどのものか、想像するに余りある。

「昨日聞いたけど、たしか出ていきたがるのって、年寄りが多いんだよな？」

「そうですね」

「じゃあ、何でテレスはウルスに来てたんだ？」

「少し前に、っていっても二年は経ってるんですけど、アランウェン様からの神託がありまして、若者を一人、ウルスに向かわせる事になったのです。誰に行かせても揉もめそうだからくじ引きで決めたら、テレス姉さんの役目に決まったんです」

　アランウェンの神託、というものにあれこれ心当たりがある一同。ここまでくると、神様達の作為というものをはっきりと感じざるを得ない。

「あの、昨日聞きそびれたんですけど、皆さんとテレス姉さんとの関係は？」

「雇い主と見習いだよな？」

「せやなあ。そこに至るまではいろいろあったけど、今の関係はそんなとこや」

「雇い主、ですか？」

「せやで。指導したんは三カ月ほどやけど、とりあえずカレー粉と八級の各種ポーションとか毒消し、あとちょっとした調味料は作れるように仕込んできたから、今頃せっせとその手のもんを作っとるはずや」

　ポーション、という言葉に微妙に反応するゴヴェジョンとフォレダン。

　補足しておくと、エルフの村でも各種ポーションの呼び方はファーレーン準拠だ。理由は簡単で、この村の薬師は建国当時のファーレーンで修行を積んで帰ってきたエルフの後継者だからである。

　とはいえ、修行を積んできた当人でも四級はやや手に余るレベルで、その技を今の薬師が全て引き継ぐ前に寿命で逝っている。そのため、この村で問題なく生産できるポーションは、せいぜい六級が上限だったりする。

「ポーション作りさ仕込んだか？」

「おう。仕込んだのはこいつ、というよりはその弟子の澪だがな」

「澪でも、五級作るぐらいまでは普通に指導できるからなあ」

「五級だべか……」

　出てきた単語に対し、胡う散さん臭そうな顔を見せるゴヴェジョン。

　宏も澪も、そんな高度な薬が作れる薬師には見えない、と言わんばかりの表情だ。

「まあ、テレスが今何やっとるかはおいとこうや」

「そうだね。まずは、ここで手に入るダシ素材の確認と、アランウェン様の神殿に関する現状把握から」

　宏達がどのレベルの薬を作れるかなど、今はまったく関係ない。

　今重要なのは、食生活に直結するダシの問題と、アランウェンの神殿に行くための情報である。

「ダシはまあ、聞いてる感じだとどうにかなりそうだから、あとは現物でいろいろ試すとして。神殿への道って、どういう状況になってるの？」

「正面からの道は肉食の草が蔓延はびこってて、とても通れねえだ」

「裏道はハンターツリーとブラッドウルフがちょこちょこおるだで、素人にはお勧めできねえべ」

「だども、裏道の方がまだ通れるだ」

「んだんだ」

　なかなか碌ろくでもない情報が漏れてくる。正面通りの肉食の草については昨日の時点で多少は聞いていたからまだいいが、裏道の難易度の高さもなかなかのものだ。

　宏が三発で切り倒したハンターツリーだが、正面からだと蔦つたと枝の飽和攻撃が厄介だ。本体はその場に根を張って動かないが、それゆえに実に巧妙に擬態し、的確に不意を突いてくる。

　他の属性に比べれば炎に弱いが、乾燥していない樹木がそう簡単に燃え上がらないように、斧刃に比べれば致命的な弱点というわけではない。そして、それ以外に弱点と呼べるような部位も属性も存在せず、樹木ゆえにやたらとタフで防御力が高い、実に面倒な相手なのだ。少なくとも、弓矢で倒すとなると相性は最悪である。

　ブラッドウルフはその名のとおり、血のように赤い毛皮を持つ巨きょ狼ろうだ。狼おおかみのくせにネコ科のように木々を利用した三次元攻撃を得意とし、その素早い動きと鋭い牙きばは並の冒険者を五秒と経たずに餌え食じきにする。

　ポイズンウルフと比較すると数段上の戦闘能力を持つにもかかわらず、最低でも十匹以上、場合によっては二十を超える群れで行動する危険生物で、今回の場合何より面倒なのは、ハンターツリーとの同時戦闘の危険性だろう。

　ハンターツリーは肉食だが、その主な栄養源は獲物の魔力と体力、ついで血液である。

　一方、ブラッドウルフは言うまでもなく肉を食べる生き物であり、血液に対してはそれほど執着しない。さらに言えば、ブラッドウルフとハンターツリーが正面から戦った場合、数の暴力で大体ブラッドウルフが勝つ。

　それ以前に、ブラッドウルフクラスのモンスターにハンターツリーの奇襲はそう簡単には通じない。奇襲をかけた時点で、大抵ブラッドウルフの群れは射程範囲外に逃げている。

　つまり、ハンターツリーから見れば、ブラッドウルフは獲物としては非常に効率が悪いのだ。故に、彼らの狩りを手伝って、そのおこぼれを回収したほうが賢い選択になるのである。

「よくそんなのがうろうろしてて、この一帯の村が大丈夫だよな」

「そら、結界ぐらい張ってあるべ」

「んだんだ。それに、数と数の勝負になればおら達ゴブリンはそう負けねえだし、フォレストジャイアントはハンターツリーにとっては天敵だべ。向こうもわざわざ喧けん嘩かさふっかけてくるほど馬鹿じゃねえだ」

「なるほどなあ」

　ハンターツリーにとっては、重量があって頑丈かつ、斧おのの扱いに長たけたドワーフやフォレストジャイアントは相手にしたくない生き物であろう。

　何しろ連中ときたら、がんじがらめにしても気にせず幹まで突破し、強引かつ豪快に切り倒しにかかるのだ。ハンターツリーに限らず樹木系モンスターにとって、重量級の木こりほど怖い相手はいない。

「まあ、裏道については考えへんとして。正面の道をちっと確認したほうがええやろう」

「裏道を考えないのは、どうしてですか？」

「俺達が行くだけなら別にかまわないんだろうけど、ここら一帯にとっちゃ何の解決にもならねえからだ」

「えっ？」

「正面からの正規ルートが通れたほうが、自分らも便利ええやろ？」

　予想外の言葉に驚き、目を見開いて宏達の顔を見つめる。

「そないに驚く事やあらへん。米ようさん貰もらって帰るんやし、ファーレーンの農業指導にも行ってもらわなあかんねんから、これぐらいの仕事はするで」

「逆に、それだとちょっと貰いすぎなのでは……」

「ええってええって。ただ、ちょっと時間かかるかもやから、その間無駄飯ぐらいが増えるんはかんべんな」

「気にせんでもええだよ。ここ三年ほどは豊作だでな。ここもおら達の村も、十人や二十人増えたところで飢える事はねえべ」

　そんな気のいい会話のやり取りをしながら、とりあえず正面の道を通れるようにする事で方針が決まる。

「ダシの指導も終わったし、ちょっと正面ルートの様子見にいこか」

「そうだね。話を聞いただけじゃ、いまいち状況がつかめないし」

「師匠、除草剤は？」

「それも確認してからや。それに、そんぐらいはここの人らも試しとるやろうし」

　そんな事を言い合いながら、片付けを済ませて冒険の準備をする。

　何をするにも、まずは現場を知る事から。

　そんなプロジェクトの基本ルールに従い、状況確認に繰り出す日本人であった。




　　　　☆




「ちぇい！　ちぇい！」

「真琴、後ろだ！」

「ああもう、鬱うっ陶とうしい!!」

「師匠、春姉、火矢撃つから下がって」

　早速向かったアランウェン神殿への正面ルートは、実に大変な事になっていた。

「さすがにこれは増えすぎやろう!!」

　愚痴とも苦情ともつかない言葉と同時にアウトフェースを再度発動し、敵の注意をかき集める。

　伸びてきた蔦を左手のナイフで切り払い、ずんずん本体に近寄っては鎌かまで一いっ閃せん。

　すぱすぱと小気味よく刈り取られていく不確定名・肉食の草。

　宏以外は知らない事だが、この肉食草の正式名称はマンイーターだ。その名のとおり、人間を主食とする肉食植物で、その蔦で全身を絡めとって体温を奪い、抵抗力が落ちたところで幹と呼びたくなるほど太い茎にある袋で丸呑のみするという、いろいろといけない妄想を抱かせそうな捕食の仕方をする。主食は人間だがその実、肉類なら何でも食べる蔦植物でもある。

　マンイーターの最大の弱点は、一定以上の切れ味を持つ鎌だと一撃で刈り取られてしまう事だ。マンイーターに限らず樹木系に分類されない植物系モンスターは、大抵の場合鎌が弱点である。特に蔓植物は鎌に弱く、根元をスパッと引っ掛けるだけで簡単に仕留める事ができる。

「なんかっ！　今後ほとんど使わないはずのっ！　鎌の熟練度がっ！　どんどん上がってるっ！　気がするよっ！」

　宏を囮おとりにしてどんどんさくさくとマンイーターを刈り取りながら、そんな愚痴をこぼす春菜。

　レイピアだと相性が悪いため、宏達が持っている予備の予備を借り受けたのだ。

　真琴も同じく草刈鎌で作業している。

「そろそろ焼くから、一いっ旦たん下がれ！」

　達也の号令に従って宏がまとめてマンイーターを吹っ飛ばし、巻き込まれないように一気に離脱する。巻き込まれたところでダメージなど受けないが、達也の魔法が不発になるのは困るのだ。
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「グランドナパーム！」

　極太の業火の帯が、正確に道幅いっぱいに広がってマンイーターを焼き払う。延焼すらも起こらないほどの熱量で一気にまとめて燃やされ、五十メートルほどの距離を一瞬で制圧する。

　魔法の性質上、進路上にいない対象には一切の影響を与えないので、こういう作業にはもってこいの魔法である。

「兄貴、魔法のクールダウンが終わったら、もう一発頼むわ」

「分かってる。邪魔が入らねえように、藪やぶに隠れてるやつを駆除しといてくれ」

「任せといて」

　達也の指示に従い、藪の中に隠れているマンイーターをさくさく刈り取っていく宏達。

　焼き払われた灰は、澪がせっせと回収中である。

「とはいえど、もう三回も同じ作業やってるが、密集地帯の四分の一ぐらいしか駆除できねえんだよなあ……」

「しかも、根っこが残っとるから、雨でも降ったら一瞬やしなあ」

「……不毛よね」

「これは、抜本的な対策を考えんとあかんレベルや」

　真琴の言葉に同意しつつ、それでもやらないよりはマシだと必死になって駆除を進める。

　何というか、町内会なんかでやる草引きと同じ種類の不毛さを感じる。

　やらなければ話が進まないが、やってもやっても終わらない。終わったはしから元どおりになる事も珍しくないとなると、その不毛さは筆舌に尽くしがたい。

　しかも、町内会の草引きなら少々大雑把でも特に問題はないが、こっちは一本でも残っていたら大惨事だ。根っこが残っていたので復活しました、では話にならない。

「とりあえず、あと三回ナパーム撃ったら、あれこれ回収して一旦引きあげようか」

「そうね。これは多分、今日明日でどうにかなる問題じゃないし」

「それに、ちょっと気になる事があるから、付近一帯を調べたいんだ。そっちにもちょっと付き合ってもらっていい？」

「了解や。何にしてもまずは、目先の作業を進めようや」

　宏の言葉に頷き、同じ作業を続ける一同。

　最後のグランドナパームの発射が終わり、後片づけを済ませた時には、太陽はすでに中天を過ぎ西へ傾き始めていた。

「春姉、気になる事って？」

　作業を一旦切りあげた帰り道、村に入ったあたりで澪がそんな質問を発する。

「周辺一帯の地脈とか瘴しょう気きの関係を調べたいんだ。長い間神殿にまともにお参りしてないんだったら、なんかすごい事になってそうな気がするの」

「そうだな。そこらも要調査だな」

　春菜の言葉に頷く一同。こういう事象には、大概その手の要素が噛かんでいる。

「そういえば、あれだけ肉食の草がいて、栄養とか足りてるのかな？」

「あいつら、普通に光合成もしおるからなあ」

「……何その面倒くさい話……」

　肉食の植物系モンスターの面倒くささはそこだろう。

　植物だけあって、餌えさがなければ地面から養分を吸収すればいいじゃない、という感じで根っこと太陽から栄養補給する、そもそもなぜ肉を食うのかと言いたくなる生態をしているのだ。

　なので、兵糧攻めも割と難しい。

　何とも言えない空気のまま、彼らは仮住まいとして借りた拠点に帰るのだった。




　　　　☆




「で、結局どうするんだ？」

「やっぱり除草剤？」

「その類で下手な事はできへんからなあ」

　仮住まいとして用意された家で、昼食の準備をしながら再び今後の方針に話題が移る。

「師匠、やっぱり除草剤は駄目っぽい？」

「あれに効くようなん下手にまいたら、あのへん一帯不毛の地になりかねんで」

「うわぁ……」

　さすがは正体不明の肉食植物、無駄に生命力や抵抗力が強い。

　宏の言葉に、真琴と達也がうんざりしたように声を上げる。

「最悪なんは、あいつらだけ耐性持って、他の草だけ一掃してまうケースやろうなあ」

「ケミカル的な方法は難しいか……」

「ちょっと無理がありそうやで」

　宏の言葉に、どことなくぐったりした様子を見せる達也。

　こうなってくると、最悪の場合全部焼いたあと、土を掘り返して根っこを可能な限り除去するという、さらに不毛な作業を強しいられかねない。

「で、何か考えはあるの？」

　オムライスのサイドメニューとして出すスープを火にかけ、それ以外の下ごしらえを終えたところで春菜が会話に参加する。スープとは言っているが、どちらかというとシチューに近い代物なので少し時間がかかるのだ。

「とりあえず、一番ええんは植物の始末は植物にやらせる事ちゃうか、と思うんやわ」

「それはそれでやばくないか？」

「最善は、あいつらと相打ちになって両方枯らすか、駆逐したところで生存できんなって自滅する種類の草やな」

「やってる最中に変異を起こしたりとかは……」

「言いだしたらきりあらへん」

　無駄に力強く断言する宏に、反論の糸口を見つけられずに黙りこむ一同。

　そこに追い打ちをかけるように発言を続ける宏。

「そもそも生態系の話するんやったら、ハンターツリーはまだしも肉食草の方は明らかに外来種や。あれがおる時点でこの辺の生態系なんざとうに狂うてる」

「……それはそうかもしれないけど……」

　どうにも釈然としない、という様子を見せる春菜に微妙に同意する一同。

　だが、ではどうするのかというと他に特に案があるわけでもない。

　植物、特に蔓つる草くさなどは根っこがほんの少しでも残っているとあっさり復活する事が多い。土を取り除くのも効果的とは言い難いのだ。

「納得はいかないが、それにこだわってても話が進まねえから置いておく。草には草を、ってやり方をするのは分かったが、じゃあどんな草を使うんだ？」

「それをこれから作ろうと思うんよ」

「これからかよ。ってか、作るってなんだよ？」

「錬金術と農業のノウハウを合わせれば、種の一つや二つは余裕で作れんで」

　やっぱりこのパターンからは逃れられないらしい。エルフの里に居ても、結局やる事はいつもと変わらないのだ。

「ただ、促成栽培とかそのへんの技の粋をつくしても、やっぱり完成まで一週間ぐらいはかかると思うし、まず植木鉢用意せんとあかんから、その間適当にいろいろ調べといてくれへん？」

「了解。っと、そろそろできたかな？」

　宏の言葉に了解の返事を返し、台所に戻る春菜。

　ちょうどいい具合に火が通った根菜類に思わず笑みをこぼし、オムライスに使うチキンライスを作り始める。

「美味そうな匂においがしてるだな」

「お昼の用意をしに来たんですけど、ちょっと遅かったみたいですね」

　完成して配はい膳ぜん、というあたりでアルチェムとチェットが食材を山ほど持って顔を出す。

「こっちの飯の事は、そんなに気にしなくてもいいぞ。食材は山ほど確保してあるし、優秀な料理人もいるからな」

「ハルナさんもヒロシさんも、それにミオさんもお料理は上手ですよね」

「職人のたしなみやからな」

　思わず小一時間ほど問い詰めたくなるような回答をする宏に、そういうものなのかと非常に疑わしそうな視線を向けるエルフ達。

　普通なら職人は必ずしも料理ができるわけではないのだが、『フェアクロ』の職人プレイヤーは、皆最低でも五十以上の熟練度は持っている。たしなみという言葉も嘘ではない。

　なお、なぜアルチェムが宏達も料理ができる事を知っているかというと、朝食の時に料理を手伝っていたからである。

　因みに小鉢は春菜の、味噌汁は澪の担当で、干物をあぶったのとゴヴェジョン達に出した卵焼きを作ったのが宏だ。

「それで、そいつはなんだべ？」

「オムライスっていう、私の国の料理だよ」

　春菜の言葉に、珍しそうにしげしげと料理を眺めるエルフ二人。

　洋食の代表格ともいえる料理の一つ、オムライス。実のところ、発祥は日本だ。

　考えてみれば当然といえば当然で、洋食のベースとなっているヨーロッパの方の食文化では、米料理はそれほど多くは存在しない。それに、よその国の料理をこういう形で魔改造するのは、大抵日本人である。

　なお、今回春菜が作ったオムライスは、ライスの上にふわふわのオムレツをのせてナイフで切るタイプのものではなく、チキンライスを薄焼き卵でくるむ、一般家庭でよく作られているオムライスの原点ともいえる種類のものだ。

　どうにも春菜は、こちらで日本の料理を作る場合は、店で出されるような洗練されたスタイルのものより、家庭で作られる素朴な風情のものを好む傾向がある。

「お昼まだだったら、二人の分も用意するけど？」

「ものすごく魅力的なお言葉ですが、残念ながらもう済ませてしまいまして……」

「こっただ珍しくて美味そうなもんが出てくるなら、もっと我慢しとけばよかったべ」

「だよね……」

　どことなくしょんぼりした感じのエルフ二人。尖とがった耳が微妙に下がっているところがさらにその印象を強める。

「なんだったら、作り方を教えるけど？」

「本当ですか!?」

「この里で手に入るもんで作れるんだべか!?」

「大丈夫だよ。ケチャップは私じゃなくて宏君か澪ちゃんの担当なんだけど……」

「醤油と一緒に、作り方教えるわ。っちゅうか、醤油と違うてこの村にも似たような調味料あるから、そんなに難しくはないと思うで」

　宏の言葉に、同時に顔を輝かせるアルチェムとチェット。エルフといえども食欲の前には無力らしい。

「とりあえず、早く食おうぜ」

「不毛な単純作業でお腹減ってるんだから、これ以上待たされると暴れるわよ」

「っちゅうことやから、悪いけどちょっと呼ばれてくるわ」

　そう言って、エルフ達の目の前でオムライスに舌鼓を打つ宏達。

　その様子を、実に恨めしそうに見つめるエルフ二人。空腹感はないといっても、珍しいものを美味そうに食べているのを見れば、やはり食べたくなってしまうのが人間というものである。

「アルチェム。おらちょっと思っただが、一人前を作ってもらって、半分こすればよかったんでねえか？」

「私も今、ちょっとだけ思った……」

　そんな後悔もあとの祭り。

　この後、夕食の時に春菜に作り方を教わったアルチェムは、他のエルフに見せつける事で、昼食の時の仇かたきを取る事に成功するのであった。






エルフの森編　第三話






「姉ちゃん、さっき歌ってた歌はなんだべ？」

「ん？　ああ、私の故郷の木こりの歌、でいいのかな？」

　三集落共同の伐採場。

　宏ひろしに頼まれた薪まきを集めるため木を切りに来ていた春はる菜なは、無意識に口ずさんでいた歌をフォレストジャイアント達に聞かれ、彼らに囲まれてしまっていた。

「ありゃあ、いい歌だべ」

「おら、しびれちまっただよ」

「んだんだ」

　普通の種族ならグレートアックス扱いになりそうなサイズの手斧おのを片手に、口々に春菜に語りかけるフォレストジャイアント達。

「なあ、姉ちゃん」

「何？」

「あの歌、教えてくんろ」

「了解。歌詞を教えるから、あとに続いて歌ってね」

　フォレストジャイアントの頼みを快く引き受け、節をつけながらワンフレーズずつ歌を教える。

　三十分後、森の中にはこの歌の一番印象的なフレーズを大合唱するフォレストジャイアントの集団が完成していた。

「……春はる姉ねえ、なんで○作？」

　別の用事で伐採場に来た澪みおが、無表情ながら呆あきれをにじませた様子で春菜に突っ込みを入れる。その後ろでは、フォレストジャイアントの歌に合わせて、歌詞のとおりにこだまが響き渡っている。

「木こりっていったら、この歌でしょ？」

「……否定はしないけど……」

　確かに、木こりといえばこの歌だ。そこにまったく異存はない。ないのだが……。

「春姉、時折師匠以上に残念な行動とる」

「残念かな？」

「すごく残念」

　そうかなあ、などと首をかしげる春菜を、思わず生温かい目で見てしまう澪。

　顔よし、体よし、性格よし。学業成績から運動神経、果ては家庭的な技能までほぼ網羅した、一見して完璧超人の女性、藤とう堂どう春菜。

　だが、時折見せる歌の選曲センスやファッションに対する姿勢などには、ものすごく残念な要素が見え隠れする。やはり、世の中全てにおいて完璧な人間はいないらしい。

「それで、澪ちゃんはここにどんな用事？」

「苗木、持ってきた」

「了解」

　澪が鞄かばんから取り出した十数本の苗木を見て頷うなずく春菜。

　間伐作業を一区切りつけたフォレストジャイアント達も集まってくる。

「これ、どこに植えるの？」

「あのあたりだべ」

「最近、何軒か家の建て替えが続いて、ちょっと森が減ってきてるだでな」

「飯食ったら、こいつさ植える作業だ」

「じゃあ私達はお昼食べたら一度里に戻ろう」

「ん、了解」

「そかそか。んだば飯食うべ」

　そう言って、ちょうどいいとばかりに水筒型の魔道具から出した水で手を洗い、巨大な握り飯の弁当を広げ始める。一つが赤子の頭ほどもある握り飯だが、彼らの手に収まれば少々大きめのおにぎりにしか見えない。

「そういえば、思ったより若い木が少ないのに、こんな風に樹を切ってる割にはそれほど森が減ってるわけでもなさそうなんだけど、薪とかはどうしてるの？」

「煮炊きや暖房は基本的に魔道具でやっとるでな。普段使う薪は間伐材で十分賄えてるだ」

「なるほどね」

　巨人達の解説に納得し、女性が食べるにしては分量が多い自分の昼食を広げる春菜。

　こちらに来て消費カロリーが増えたからか、食べる量は日本にいる時よりも確実に増えた。増えたのだが、真ま琴ことや澪はそれ以上に食べるため、チーム内では一番食が細い。

「なんか、食事の分量の感覚が狂いそう」

「何が？」

「普通、このお弁当の量って、かなり多いはずなんだけど……」

「春姉、食細い」

　春菜の倍はあろうかという分量の弁当を快調なペースで平らげながら、そんな濡ぬれ衣ぎぬを着せてくる澪。言うまでもなく、春菜の食べる量が少ないのではなく、澪の食べる量が多いのだ。

「ヒューマンなら、そんなもんだべ」

「んだんだ」

「おら達は体がでかいから、飯もようさんいるだ」

「むしろ、ちびっこがよく食うべな」

　明らかに澪よりまともな感覚を持っているフォレストジャイアント。

　そのコメントに小さく笑みを浮かべると、とりあえず卵焼きから攻略を始める春菜。

　そんな感じで和わ気き藹あい々あいと食事を続ける一同であった。




　　　　☆




　春菜が薪を取りに行くより少し前。達たつ也やと真琴は、フォレダンとゴヴェジョンの案内のもと、周辺に住む種族への挨拶に向かっていた。

「さすがにフォレストジャイアントの集落周辺だからか、これといった危険はないわね」

「元々、強きょう靭じんな種族だからな」

「おら達も、そうむざむざ村を襲わせたりはしねえべ」

　オルテム村から彼らの足で三十分ほどのところにあるフォレストジャイアントの集落。そこまでの道を見て、真琴と達也が感心したように言う。平均身長三メートルの種族だけあって、自分達の村の防衛は完璧らしい。
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「それにしても、あれだけの巨体がうろうろしてるのに、このあたりってほとんどそういう獣道はないのよね」

「それ言い出したら、オルテム村だってあの規模の村があるとは思えないほど痕こん跡せき少ないしな」

「森に住む種族が森の中に分かりやすい痕跡さ残してたら、はっきり言って話にならねえだよ」

　身長三百二センチのフォレダンが、木々をほとんど揺らさずに進みながら突っ込みを入れる。

　その言わずもがなの指摘に苦笑しながら、ゴヴェジョンやフォレダンよりは派手に木々を揺らして歩を進める日本人二名。

　普通ならモンスターに襲われやすかったり自分達の不意打ちの目を潰つぶしたりとあまりよろしくない行動なのだが、今回はエルフ以外の種族の集落と顔つなぎをするのがメインだ。あまり見事に移動音を消してしまうと、それはそれでよろしくない。

「そろそろだべ」

「んだんだ」

　ゴヴェジョンとフォレダンに言われ、自分の体が隠れるほど生い茂った茂みの隙すき間まに目を向ける。そこには……、

「……スケールは大きいけど、軒数は少ないのね」

「おら達はガタイがガタイだからな。元々勢力としては小せえだ。どこの集落も、どうにか世帯数が三桁ってところだべさ」

「んだども、エルフ達みてえに単身や夫婦だけの世帯だらけ、ってわけでもねえだがな」

　隙間から見える、人間基準だと二階建て程度の規模の平屋のログハウス。それが十数軒集中している様はなかなかにスケールが大きく、壮観ではある。が、規模の大きさに惑わされそうになるが、真琴の指摘どおり、確かに建物の数は少ない。

　フォレダンの集落にいるフォレストジャイアントは大体五百人ほど。

　フォレストジャイアントの寿命は人間と大して変わらず、繁殖能力はエルフ以上人間未満との事だ。食料事情もあって、大体増えもせず減りもせず、ぐらいで推移するらしい。たまに別の集落のフォレストジャイアントと見合いなどをしているため、過度に血が濃くなる事は避けられているそうである。

　因ちなみにフォレダンの年齢は三十路に差し掛かろうかというところだそうだ。三年前に病気で嫁を亡くしており、子供は上の子がそろそろ思春期といったところだとのこと。普通ならこんなにホイホイ父親が外出しているとグレそうなものだが、こんな小さな集落だとグレるも何もないのだろう。

「皆の衆、客人さ連れてきただぞー！」

　フォレダンの一声で、わらわらとフォレストジャイアント達が方々から現れる。その数、おおよそ四百人といったところか。年寄りや仕事で不在のものもいるのだから妥当だろう。

「ヒューマン種とは珍しいだな」

「アルチェムさの恩人だべ」

「しばらくオルテム村さ滞在するだから、念のために顔つなぎさ連れてきただ」

「そかそか。ならば長居はできねえだな」

「んだ」

　妙に人懐っこく歓迎ムードで二人を取り囲むフォレストジャイアントの集団。

　敵意はないとはいえ、その迫力はなかなかのものだ。

「次はゴブリンのところだか？」

「そのつもりだべ」

「だったら、ちょうどいい具合に上がった酒さあるだ。一樽たる持ってけ。客人もいるか？」

「欲しい！」

　長おさらしきジャイアントの申し出に、一も二もなく飛びつく真琴。

　フォレストジャイアント仕様のなかなかにきつい酒を貰もらって、ほくほくした顔で旅立つ真琴と呆れ顔の達也であった。




　　　　☆




「これはまた、すごい数ねえ」

「ゴブリンの力は数に負うところが大きいだ」

「同じ数だと、おら達はどうやってもエルフやジャイアントには勝てねえだよ」

　程なくゴブリン達の集落にたどり着いた一行。こちらは建造物と呼べるものはほとんどなく、あちらこちらの穴倉やら木のうろやらで生活している。

　ゴヴェジョンいわく、ゴブリンは人口の増減や入れ替わりが激しいため、いちいち建物を作っていられないのだそうだ。それゆえに、家と呼べるのはゴヴェジョンをはじめとした重要な仕事をしている人間のものだけで、他の建物も倉庫ぐらいしかない。

　そんなゴブリンの集落だが、住んでいる人数は面積に対して非常に多い。ざっと数えただけでフォレストジャイアントを超える数が出てきており、後から後からわらわら出てくる。

　もはや、ちょっとしたお祭り騒ぎ状態だ。

「長、長。フォレストジャイアントから新酒が届いてるだ」

「おお！　それはありがてえ！」

　ゴヴェジョンの言葉に合わせて樽を下ろすフォレダン。それを見て歓喜の声を上げる長。一樽、といってもフォレストジャイアント仕様の樽だ。ゴブリン達なら上う手まくやれば、この一樽で住人一人一杯はありつける分量である。

「あっ、そうだ」

「どうしただ、お客人？」

「うろうろしてたスラッシュジャガーを三頭ほど仕留めたんだけど、あれって食べれるの？」

「どいつも結構でかい個体だったから、なかなか食い出がある。食えるんだったら、一頭置いていこうかと思ってるんだが？」

「それはまた、ありがてえ話だで。やつら凶暴で凶悪だでな。儂わしらゴブリンだと、一頭仕留めるのに十五人は覚悟せんと厳しいだよ」

「だども、普通に食うには癖がつええだが、燻くん製せいにすればうめえべ」

　大歓迎といった雰囲気のゴブリン達に頷くと、鞄の中から一番大きいやつを取り出す。その獲物のサイズに、ゴブリン達から歓声が上がる。

「ありがてえ、ありがてえ」

「長、長。おら達からも何か渡すだよ」

「んだな。と言うても、今渡せるのはレットレルの果実酒とマルガ鳥の燻製卵ぐらいなもんだども……」

「それって、どんなものなの？」

「レットレルは、二月頃に取れる木の実だでな。山ブドウをさらに濃い味にした感じの味だべ。酒も、普通にそんな感じさよ。マルガ鳥の燻製卵は、レットレルの酒によく合うだ」

「じゃあ、貰もらっていいんだったらそれで」

　酒とつまみという組み合わせに、迷わず頂ちょう戴だいする事を決める真琴。腐女子的趣味が基本封印されているからか、酒に関する欲求がひどくなっている感じがする。もっともアル中というわけではないようなので、酒で仲間を売ったりしそうな気配は今のところ感じない。

「フェアリーのところさ行くなら、ついでに一樽ほど持っていってくんねえべか？」

「了解」

　長の言葉に気前よく頷くと、ゴブリンが三人がかりで持ち運ぶような、彼らの体格からすれば十分すぎるほど大きな樽を受け取って鞄につめる。

「最後はフェアリーか」

「こっちのフェアリーだから、多分いろいろ油断はできないんでしょうね」

　出発前にこそこそ話し合う達也と真琴。

　その言葉を聞くとはなしに聞いていたゴヴェジョンが、思わず苦笑を漏らした事はここだけの話である。




　　　　☆




「他よ所そもんが、何の用だべか？」

　身長六十センチほどの、蝶ちょうのような羽を背に持つおとぎ話に出てくる妖精のような姿をした男が、警戒心も露あらわに訛なまった口調で言う。

　それを見て、微妙に反応に困る真琴。

　達也の方はある程度予期していたらしく、これといって動揺した様子は見せない。

　因みに補足だが、二人とも自分達からは見えない場所にたくさんのフェアリーが隠れている事に気がついている。

「この二人は、オルテム村の客人だで」

「アルチェムさ、助けてくれただよ」

「信用できるだか？」

　疑惑の目を向けるフェアリーに、これが普通の態度だよなあ、などと場違いな事を考える達也。

　フェアリーという種族は作品や伝承によっていろいろな扱いがなされているが、警戒心が強いという特徴は珍しいものではない。もっとも、一般的にはエルフがそちら側なのだが……。

「アルチェム本人がそう言ってるだよ」

「脅して自演の可能性はねえか？」

「それはエルフの長老に失礼だべ」

　フェアリーとゴヴェジョンの会話を聞き流しながら、なんとなくあたりの気配を探ってみる真琴。

　理由は特になく、本当になんとなく気になっただけである。感覚の能力値は低いが、ゲームの頃から最前線で戦い続けた経験から、この手の勘がそこそこ利くのだ。

「ねえ、達也」

「どうした？」

「あれ、多分モンスターよ？」

　真琴がこっそり指さしたのは、普通の蔦つたの振りをして木に巻きついている草。門番的に使っているにしては位置がおかしい上に、数が少なすぎるのが気になる。

　宏か澪ならば見た瞬間にモンスターである事を看破しただろうが、真琴の感知能力では能動的に疑ってかからない限り、あの手の擬態系モンスターは見抜けない。

「どうする？　先に倒しちゃう？」

「だな。どんな感じのモンスターかは分からんが、やっちまったほうが面倒は少ないだろうよ」

　いまだにもめてるゴヴェジョンとフェアリーを放置し、とりあえず怪しげな蔦の方に行く。

　いつの間にかわりと近くまで移動していた蔦植物。予想どおり接近した真琴に向かって伸びてきた蔦を鎌かまで切り払い、本体を切り捨てようとしたあたりで……、

「何してるだ!?」

　隠れて監視していたフェアリーの女性が飛び出してくる。

「あっ！　馬鹿！」

　飛んでくるフェアリーに思わず叫んでしまう真琴。

　攻撃の手が止まった瞬間、狙い澄ましたように飛び込んできたフェアリーを捕食しようとする蔦。フェアリーを絡め取った瞬間に、真琴が鎌で蔦を切り落とす。

「危ないから下がってなさい！」

　無謀にもモンスターの前に飛び出したフェアリーを叱しかりつけ、本体らしき場所をさっくり切り落とす。一撃であっさり枯れた蔦植物を油断なく観察し、どうやら増殖する気配はないらしいと結論をつけたところで、一つ息を吐き出す。

「これ、あんた達の里の門番代わりってわけじゃないわよね？」

　真琴の問いかけに対し、首を左右に振るフェアリー男性。女性の方は食われかかったショックからか、青ざめるを通り越して真っ白といったほうが正しい顔色になっている。

「どうにも物騒だから、ちょっと周りの草刈りしてきたほうがいいかしら？」

「さすがに、これ以上は勝手にやるのもまずいだろう」

「そうね。あんまり歓迎されてないし、変に勘繰られるのも嫌だしね」

　二人の言葉に、何とも言えない表情を浮かべるフェアリー達。そこへ、

「何を騒いでるだ？」

　どことなく立派な姿の男性フェアリーが現れる。

　感じからいって、どうやらフェアリー達の指導者階級のようだ。

「ゴヴェジョンが、他所もんを連れてきたから追い返そうとしてただ」

「アルチェムさの恩人だべ。連れてきて何が悪いだ？」

「それが信用ならねえ、つってるだ」

「フォルト、やめるべ！」

　フォルトと呼ばれた対応役が、あとから出てきた男性に一いっ喝かつされて黙る。

「失礼した、お客人。我らは魔法以外の能力はゴブリンに大きく劣る弱い種族だでな。数もそれほど居おらんで、どれだけ警戒しても警戒したりねえだ」

「まあ、それが普通だよなあ」

「エルフの対応が緩すぎるのよね、実際」

「ま、そういう事だ。普通は警戒するのが当たり前だから、別に気にしてねえよ」

　男性の謝罪に苦笑を浮かべながらも、とりあえず気にしてない事を告げる二人。

　その二人の言葉と態度に、どことなくほっとした様子を見せる男性。

「何で怪しげな他所もんに謝るだ、ゼオン！」

「失礼だといってるだろうが、フォルト！」

「だども！」

「何でもかんでも疑って、味方になってくれる可能性のある他所もんさ排除したら、最終的に困るのは我々だべ！」

　ファンタジーの、それもこういった種族にありがちな会話を訛りのきつい口調で交わすゼオンとフォルト。文章に直せば比較的読みやすいが、実際のところはイントネーションがおかしいだけでなく妙なところで言葉が濁るため、聞き取りは意外と難しい。

「ありがちな会話だなあ」

「あの二人、いつもあんな感じ？」

「だべなあ」

「フォルトさ、わけえくせに頭固くてなあ」

「だども、ゼオンさもあまり変わらねえだよ」

　だんだんヒートアップしてくる口喧げん嘩かに、思わず呆れた視線を向ける他所者達。

　フォルトは相変わらずだが、ゼオンもだんだん言っている事が変わらなくなってくる。

　二人の違いを挙げるなら、相手を認める認めないに関係なく受けた恩に感謝してみせるぐらいは必要だ、というゼオンの主張が、やや外向きに見える程度であろう。基本相手をとことんまで疑って受け入れないところからスタートする姿勢は大して変わらないし、少々恩を受けたところで相手を受け入れる気はないというところも同じである。

　この喧嘩を見ていて分かった事を上げるなら、立場的にゼオンとフォルトにはそれほど大きな上下関係は存在しないだろう、という点だ。もし、きちっとした上下関係があるのであれば、いくらなんでもフォルトがこんな形で食ってかかる事は不可能だろう。

「客人の前であげな事言っちまっちゃあ無意味だべ」

「んだんだ」

　ゴヴェジョンとフォレダンの会話が、現状の不毛さと馬鹿馬鹿しさを物語っていると言えなくもない。

「なんかもう面倒になってきたし、ゴブリンの長から預かってきた酒を置いて、とっとと帰るか？」

「そうね。どうせそんなに深く関わらなそうだし」

　などと話し合っていると、先ほどまで真っ白になっていたフェアリーの女性が、いつの間にかどことなく熱い視線でゼオンとフォルトを見つめている。

　どちらも美形ぞろいのフェアリーの中でも頭一つ抜けた男前である。同じ種族の女であれば、のぼせあがってもおかしな事ではない。ないのだが、真琴のセンサーは、微妙にそういう視線ではないと告げている。

「ねえ、ちょっといい？」

「なんだべ？」

「少し気になった事があるんだけど……」

「礼を言ってない事だか？　確かにおらはおめえに助けられただ。その事は感謝してやるが、おめえらを認める気はねえ」

　ちょっと気まずそうに、先ほどとは違う意味で顔を赤くしながら、言い訳がましくもじもじとそんな事を言ってのけるフェアリー女性。

　翻訳をするなら、『助けてなんて言ってないんだからね。でもありがとう』といったところか。

　言ってる事だけを見れば何様という感じだが、態度や口調などが全て裏切っている。

　副音声が明らかに『ありがとう、ごめんなさい』と言っているのだから、オタに分類される達也と真琴としてはご馳ち走そう様、と言いたい気分である。

　そんなツンデレいただきました、みたいな台詞に一瞬動きが止まってしまった真琴だが、とりあえず再起動して本題に入る事に。

「別にお礼はどうでもいいんだけど、ちょっとあんたの様子が、っていうか、あの二人を見てる視線が気になったのよ」

「なんか文句でもあるだか？」

「ないない」

　急に攻撃的になったフェアリー女性に対し、満面の笑みを浮かべながら手をパタパタ振って否定し、至近距離に近寄って他の者には絶対聞きとれないであろう音量で囁ささやく。

「ゼオンさんとフォルトさんだっけ？　あんた、あの二人の組み合わせだと、どっちが相手を押し倒す展開が好み？」

「……!?」

「個人的には、ゼオンさんの方が強気攻めで、フォルトさんは強気受けかな、みたいな印象だけど」

「攻め？　受け？」

「あ～、さすがに専門用語に分類されるか……」

　フェアリー女性の反応を見て少し反省し、次々に要らん事を吹き込み始める真琴。

　真琴の説明に顔をリンゴのごとく真っ赤に染めながらも、真剣な表情で説明に聞き入る女性。

　いつの間にか彼女以外にも三人、新たなフェアリー女性が話に加わっている。

　その様子に気をよくしながら、こっそり取り出した紙にサラサラっとフリーハンドとは思えない凄すさまじいレベルのイラストを描き始める真琴。

　無論、描いているのは全裸のゼオンとフォルトの絡みである。

「真琴、ちっと長に挨拶したら、そのまま帰るぞ」

「あ、うん、了解」

　いつの間にか大人数のフェアリー女性と何やら内輪の話に没頭し始めた真琴。

　微妙に見え隠れする腐のオーラに気け圧おされて距離を取っていた達也が、とっとと話をつけて帰る段取りを進めたらしい。

　大方布教が終わったあたりでいろいろな事後処理も終わったようで、さあこれからディスカッションだと盛り上がり始めたところで現実に引き戻される。

「なあ、真琴……」

「何よ？」

「何話してたかは知らないが、変な事を吹き込んでんじゃないだろうな？」

「大丈夫大丈夫。単に交流を深めてただけだから」

　何の交流、とは怖くて聞けなかった達也。

　その後、若手フェアリー達に真琴が余計な事を吹き込んだ事以外は特に問題はなく、長に対する挨拶も滞りなく終了。

　各種族への挨拶を終えた達也達は帰路につくのだった。




　　　　☆




「植木鉢は、こんなもんでええやろう」

　達也達がゴブリンの里に到着した頃、あちらこちらからいい感じの土を採取し、陶器などの焼き物を作るための登り窯を持つ工房にお邪魔した宏は、公約どおり植木鉢作りに専念していた。

　この村の登り窯は、エルフだけでなくゴブリンやフォレストジャイアント、フェアリーの物も作っている。また、良質の粘土が取れる事もあって、里の主な交易品の一つとして扱われてはいるが、たくさん作っても捌さばくのに時間がかかるという理由で、実のところそれほど稼働率が高いわけではない。

「ほへ～……」

「う～む……」

　土をこね、植木鉢を成型する作業にものすごい量の魔力を込める宏を、呆あっ気けにとられたように観察していたアルチェムと工房主。

　彼らエルフ族はドワーフに比べ、保有する魔力量と魔力制御には定評がある種族である。その彼らから見た宏の魔法能力は、間違いなくヒューマンどころかエルフやドワーフなども含めたいわゆる人類の規格からはみ出ている。

　込めた魔力の量もさることながら、その制御の繊細さは彼らをして次元が違うとコメントせざるを得ない領域であり、それをたかが植木鉢ごときに、しかも鼻歌交じりで使用するその感性ははっきり言って理解できるものではない。

「見事なもんだけんど、いつもこんなに魔力を込めるのけ？」

「せやなあ。何も付与せんと作る事ってあんまりないから、普通の素材やったら大体はこれぐらいの魔力は使うなあ」

　宏の台詞に、思わずめまいのようなものを感じる工房主。

「お前さん、他にはどんな魔法が使えるだ？」

「付与系以外は火種おこしたり水作ったりとか、その手のちょっとした便利魔法がほとんどやで。せいぜい、最近ちょっと補助魔法を練習しとるぐらいや」

　その台詞に、思わずもったいないと思ってしまうのは魔法系種族の宿命のようなものだろう。

　実際のところ、宏は前衛で勝負しなければいけないため、詠唱時間が必要な上級魔法は基本使い勝手が悪い。故にあり余る魔力を活かせるような魔法を習得する気はあまりない。

　とはいえ、折角のリソースを戦闘中に遊ばせておくのももったいないという事で、現在各種補助魔法を練習中だ。

　それとは別に近いうちに、牽けん制せい程度には使える無詠唱の発動が早い攻撃魔法と、等級外ポーション程度の効果はあるマイナーヒールの二種類は覚えようという事で話がまとまっている。

　もちろん、生産関係と物理攻撃スキルの優先順位の方が上だが。

「それにしても、シンプルな形の植木鉢ですね」

「育てるんがマンイーターとその対抗植物やから、そんな手の込んだデザインのやつは要らんかと思うてなあ」

「マンイーター？」

「神殿への正規ルートをふさいどる肉食の蔓つる草くさや」

「はあ、なるほど。って、ええ～!?」

　さらっととんでもない事を言う宏に、思わず絶叫するアルチェム。

「あ、あんな物騒なもの育てて、大丈夫なんですか!?」

「安全対策はばっちりの予定や」

「予定って……」

　人間すら食べる肉食植物を栽培するにしては、どこまでもアバウトな言動。

　はっきり言って不安である。

「まあ、そろそろ魔力もなじんだし、とりあえず鉢植え焼こか。薪はあとで春菜さんが持ってきてくれるはずやから、前借りっちゅう事で使わせてもらうわ」

「それは構わねえだが……」

「ほな、ちょっと細工させてもろうて……」

　たかが植木鉢一つ用意するのにこの騒ぎ。この世界の上級職人というやつは実に業が深い。

「植木鉢ぐれえ、言えばいくらでも用意しただが」

「ちょっといろいろ理由があって、単なる植木鉢やとあかんかってん」

「そういうもんだべか……」

「そういうもんやねん」

　そんな事を言いながらも薪と窯両方にあれこれ細工をして、植木鉢を入れてから火をおこす。

「さて、普通やったらそれなりに焼くんも時間かかるけど、そっちもちょっと細工してはよ終わるようにさせてもろたから」

「やけに急ぐんだべな」

「このあと、あいつら枯らすための草作るんに時間かかるから、道具の用意は可能な限り時間短縮せんとあかん」

「なるほどなあ」

「まあちゅうたかて、植木鉢以外はその場その場で調合やから、今日はこのあと手待ちやねんけど」

　一度窯に入ってしまった陶器など、人間に手出しできる事はほとんどない。

　せいぜい煙の出方を見て火力の調整をするぐらいだ。

　すでに昼飯時を随分と過ぎているため、他の予定も微妙に入れづらい。

「だったら、ご飯食べてから村を見て回りますか？」

「せやな。まあ、その前に片付けせんとあかんけど」

「お手伝いします」

　微妙に余った粘土や何やを片付け始めた宏を手伝うべく、彼が使っていた作業台の方に移動するアルチェム。

　この時ついにアルチェムが持つ、初対面の時にほんの少しだけ顔をのぞかせたきり、鳴りを潜めていた、宏にとってはありがたくない特性が発揮される事件が起きた。

「わわっ！」

　もう一つあった作業台を迂う回かいしようとした時、足元に適当に積まれていた道具類に蹴け躓つまずき、思いっきりバランスを崩して宏に体当たりをかますアルチェム。

　悪い事に宏はちょうど使ったヘラや何やらを桶おけで洗っている最中でかがみこむ姿勢になっており、アルチェムを受け止めるには踏ん張りが利かなかった。

　かがみこんで桶で洗い物しているところにボディプレスをされるとどうなるか。

　言うまでもなく、その場にあるいろんなものを巻き込んで二人とも倒れるのである。

「冷たっ!?」

「ひぃ!!」

　どういうひっくり返し方をしたのか、泥がたっぷり入った桶を頭からかぶり、さらに宏を巻き込んで倒れこむアルチェム。女体、それも出るべきところは標準をはるかに超えて豊満なそれに押し倒される形になり、当然のように全身をがくがく震えさせる宏。

　そう、アルチェムは意図せずにラッキースケベを誘発してしまうという特性の持ち主なのである。メタな言い方をすれば、読者サービス担当やお色気キャラといったタイプなのだ。

　普段はこれといってドジを踏んだりはせず、どちらかというと落ち着きもあり、しっかりしたほうなのだが、いざラッキースケベが発動する条件が整うと、どういうわけか誘い込まれるようにイベントを発生させる。

　それがたとえ見え見えのトラップで、絶対回避できるように動いていても、なぜかアクシデントが発生して結果的に真正面から引っかかるように突っ込んでいってしまう。

　水に濡ぬれて服が透ける、妙な引っ掛かり方をして危険な形で服が破れる、などのお約束は全て彼女の身に降りかかり、何かに蹴躓く時はほぼ百パーセント誰かを押し倒して顔面に胸を押しつけるか乳を揉もまれるように手を押さえ込む。

　逆に男の側が彼女の近くで転倒した場合は、大体同じぐらいの確率で押し倒して胸に顔をうずめる、押し倒して乳を揉む、押し倒した上でなぜか股こ間かんに顔面をうずめるという三つのケースのどれか、もしくは複合した状況になる。

　そして最大の問題は、巻き込まれるのは絶対にそれをラッキーと思えない男であるという点。

　かわいそうな事に、巻き込まれた時点で役得を堪能する事なく周囲の女性からつるしあげられ、その上、男性からはねたまれ爆発しろなどと言われてしまう不運な立場に立たされてしまうのだ。

　ラッキースケベという通称ながら、本当はアンラッキーなのでは？　と疑いたくなる、実に残念な特性である。

「あいたたた……」

　全身をあちらこちらに思いっきりぶつけてしまい、思わずうめきながら体を起こすアルチェム。その動作で背中にのっていたあれこれが地面に落ち、水気がぽたぽたとさらに床を濡らす。

　ラッキースケベというやつのほとんどは、基本的にラッキーを楽しむ余裕などない。踏ん張りが利かないほどの勢いで衝突すれば、たとえそれが女の乳房に顔をうずめるような形になっていたところで、その柔らかい感触に意識を向ける前に痛みにうめく事になる。

　今回もその例に漏れず、少なくともアルチェムの側には触られただの乳に顔を突っ込まれただのという意識を持つ余裕などなかった。

　宏の側はというと、この状況でなくても、女体との不意の接触をラッキーなどと思えるほど女性恐怖症は克服できていない。今も辛かろうじて吐いたりはしていないが、すでに顔色は真っ青である。

「アルチェム、客人を下敷きにしとる。さっさとどくだ」

「え？　あ、ご、ごめんなさい!!」

　工房主に言われて、慌てて宏の上から飛びのく。

「ごめんなさい！　本当にごめんなさい！」

　宏が立ち上がれるだけのスペースをあけると、とにかくひたすら米つきバッタのように頭を下げ続けるアルチェム。

　彼女の頭の上下が五回を数えたあたりで、ようやく震えがおさまり、ゆらゆらと立ち上がる宏。

　幸か不幸か、春菜達との共同生活のおかげで、今回のような悪意のない相手との偶発的な接触で、相手や周囲がこちらを責める様子を見せない状況であれば、この世界に来た当初よりかなり立ち直るのが早くなっている。

「客人、ずいぶんと呻うめいていたが、どこかいてえだか？」

「……体は……大丈夫や……。……呻いとったんは……違う理由やから……」

「別の理由？」

「……単に……、……女が怖いだけや……。……そんな事より、ちょっとえらい事なっとんな」

　根性で気持ちを立て直しながらそう言って、自分の姿を見回す。泥水をかぶったため、ずいぶんと派手に汚れてしまっている。

　汚れ防止のエンチャントをかけてあるため軽くすすげば綺き麗れいに元どおりにはなるだろうが、着替えを用意しないと乾くまでは裸だ。もっとも、鞄をちゃんと持ってきているので、そこから取り出せばすぐなのだが。

「とりあえず、まだこの季節は寒いべ。共同浴場さ行ってさっさと風呂に入ってくるだ」

「せやな……。それに、泥洗い流さんと、着替えも汚れてまうし」

「アルチェム、※◆■▼＠＃％＆＋￥……」

「え？　あ、はい、分かりました」

　唐突にエルフ語で言われた言葉に、反射的にファーレーン語で返事を返すアルチェム。

　早口な上、聞きとりきれなかったため、エルフ語で指示を出した事に気がつかなかった宏。

　気がついていたならば、この後の展開を予想できたのだろうが、無理やり立て直しただけでまだ恐怖心による動揺が残っていた宏はこの時点では気がつかなかった。

　そんな宏に気づかれぬよう、何か余計な事を考えているようなタチの悪い笑顔を見せる工房主。どうやら、宏の女性恐怖症を、そこまで深刻なものだとは考えていないようだ。

　そんな彼らの様子に、最後まで気がつかないアルチェムであった。




　　　　☆




「えらい目におうた……」

　髪の奥にまで絡んだ泥を必死になって洗い落としながら、思わずといった感じでぼやく宏。

　さっきは最終的に、乳房を顔に押しつけるような形でアルチェムに押し倒されたが、正直その感触を味わうような精神的余裕はまったくなかった。

　むしろ不可抗力でかつ過失が彼女側にあるとはいえ、まだそれほどお互いを知らない相手にそんな変態チックな真似をしたら、正直後が怖い。堪能したいなどという気持ちは欠片かけらも起こらないが、周囲が堪能しようと思ったと受け取る可能性がないとは言い切れない。

　先ほど立ち上がるのが遅れたのも結局は、転倒によるダメージよりも、その状況を意識してしまった恐怖心に体が震えてしまい、焦る心とは裏腹になかなか立ち上がれなかったのだ。

　これが達也なら、必要以上の動揺をせずに立ち上がり、何事もなかったように振る舞うだろう。

　レイオットなら、そもそも動揺すらしないに違いない。

　アヴィン殿下だったら幸運をきっちり堪能しつつ、スマートにアルチェムをエスコートしたと思われる。

　一般的に一番面白い反応を示すのは、きっとマークだ。

「まだまだ落ちんなあ……」

　頭皮近くで絡まって固まった泥は、地味に落とすのに苦労する。毛管現象によるものか、なかなか流れてくれないのだ。ちょうどシャンプーを切らしており、今日作る予定だったのも痛い。

　三度目の洗髪で、ようやく流した湯に泥が混ざらなくなる。

　男の短い髪でこれだ。アルチェムの長い髪は相当手間がかかっているに違いない──などとちらりと考えてしまったのがまずかったらしい。

　三日間でしっかり覚えてしまった少女の気配が、この浴室に迫っているのを認識してしまう。

「なんやなんや？」

　広い共同浴場。湯気が仕事をしているため見えはしないが、間違いなく気配はこっちに来ている。

　嫌な予感がどんどん積み重なっていく。

　昨日一昨日おとといはアルテ・オルテムの長の風呂を使わせてもらったため、共同浴場を使うのは初めてだ。なので実のところ、宏はこの共同浴場のシステムを知らない。

　この共同浴場は、井戸を掘った時にかなりの温度のお湯が出てきたので、そのまま風呂に使ったと言っていた。つまりは温泉、それも源泉かけながしである。

　別の用途に使うためのお湯だまりには、当たり前のようにポメが浮かんでいた。

　因みに、風呂という文化をエルフ族に伝えたのは、例のファーレーンでポーション作りを学んで帰ってきたエルフである。それまでは、水浴びという文化はあったものの、お湯につかる習慣はなかった。

　この温泉、という単語に嫌な予感が掻かき立てられる。

　温泉、それも秘湯というやつは、混浴が珍しくない。そして、アルチェムはかなりいい年の工房主に何やら吹き込まれていた。その上、アルチェムはこの建物に入る前に、近くの家の人に着替えを借りに行っていたため、この風呂に関する注意事項を教えてもらえていない。

　服を借りると言って離れたが、アルチェムの体型的に普通のエルフの服でサイズが合うのか、という疑問をちらっと覚えはした。

　その時は深く気にするのも怖かったためにスルーしたが、冷静に考えれば自分でもこれだけ汚れを落とすのに時間がかかるのだから、服を借りるのではなく誰かに持ってきてもらって、その間に風呂についての説明をしてもらえばよかったのではないかと今更ながらに気がつく。

　と、それかけた思考を慌てて戻して、想定される結論をだす。その結論は、どう考えても、

「もしかして、はめられたか？」

　という事になる。

　この村に住む年長者のエルフ、大半は中身が田舎のおっさんおばさんである。それも、割と下ネタなどを好んでやるタイプの。ただそれだけならいいのだが、話をした感じでは、こういう本来笑って済ませられるレベルではない悪戯いたずらを平然とやらかしそうな雰囲気をもつ年寄りがけっこう多いのだ。

　そして、同年代の若い男がほとんどいないため、アルチェムはどうにもそういう面での羞恥心やら何やらが未成熟な印象が強い。

　助けた時は破れた胸元を恥ずかしそうに隠していたが、どうもあれは、普通服を着ているべき場所で隠すべき場所が露出しているのを恥ずかしがっていただけで、裸を見られる事に対する羞しゅう恥ち心しんとは微妙にずれているのではないだろうか。

　いや、それ以前に、この村のエルフは人前で裸になる事に拒否感がない文化なのかもしれない。

　どちらにしても、宏にとっては絶体絶命、という状況である。

「早いとこ出たほうがよさそうやな……」

　折角の温泉だが、状況的にこのまま堪能するのは危険すぎる。

　アルチェムの性格的に、自分から突っ込んできたくせにそれをネタに宏をいじめるような真似はしないだろうが、春菜や真琴、澪に知られるとややこしくなりそうである。

　それに、こういう状況だと、たとえ純然たる被害者が宏であっても、大体男の方が悪いという扱いになるものだ。

「泥もちゃんと落ちたし、戦術的撤退を……」

　念のためにもう一度体を流し、そそくさと出ていこうとアルチェムの気配を探り……、

「もう、よろしいのですか？」

「うひゃいっ!?」

　思ったより近くから聞こえたアルチェムの声に飛び上がる。迂回してくるならもっと時間がかかる、などと計算していたために、完全に不意打ちを食らった形だ。

　どうしてもう宏の背後にアルチェムが立っているのか。答えは簡単だ。

　脱衣所の隅っこの方には女性だけが開け閉めできる仕掛けの扉があり、アルチェムはそこを抜けて宏に襲撃をかけたのだ。

「あ、アルチェムさん、女湯に入らんでええん？」

　全身を明後日あさっての方向に向け、じりじりと脱衣所の方向に逃げを打ちながら、念のために重要な事を聞く宏。

　声をかけられたのは背後からだったため、現時点では宏はその男好きする見事な裸体を一切視界に収めてはいない。

「このお風呂は、混浴ですよ？」

「やっぱり混浴かい……」

　返ってきた答えに、思わず頭を抱えてしまう。

　なお、この村には温泉の公衆浴場は二軒あり、もう一つは普通に男女が分かれている。なので、こういう事態を避けたいならばもう一軒に行けばよかったのだが、そもそも温泉がある事自体を知らず、必然的にもう一軒ある事も知らなかったのだから回避のしようがない。

「それで、時間的にまだ体を洗い終わったところだと思うんですが、湯船につからなくていいんですか？」

「それはまた人のおらん時間に堪能するわ」

「風邪引きますよ？」

「頑丈さには定評があるし、むしろはよ体洗って湯船入らなあかんのは自分の方ちゃうん？」

「だったら、いっしょに入りましょう」

　予想どおりというかなんというか、アルチェムにはそこらへんの羞恥心は薄いらしい。特に恥ずかしがる様子もなく、隠すそぶりも見せずにその見事に実った肉感的な裸身をさらけ出している。

　当然であるが、宏がその様子を視界に入れる事はない。

「少なくともファーレーンのヒューマンは恋人か夫婦でもない限り、一緒の風呂に裸で入ったりはせえへんねん」

「そうなんですか？」

「せやで。ヒューマンの街で風呂入る時とか気ぃつけんと、男に襲われても文句は言えんで」

「そうですか、気をつけます」

　とか言いながらも、気をつけようとするそぶりを見せず、そのまま体と髪を洗うために蛇口に向かうアルチェム。

　言われた内容にピンと来ていないのか、それともここがエルフの村だからと考えているのか、実に無邪気というか無防備なものである。まともな性教育を受けていない雰囲気がひしひしとする事を考えると、男に襲われるという言葉の意味を理解していないのかもしれない。

「まあ、そういうわけやから……」

　宏の注意を理解はしていない様子のアルチェムだが、文化の違いを理由に混浴から逃げる事は黙認してくれるらしい。そう察して最後まで彼女に視線を向けずに遁とん走そうを図る宏。

　何しろ、押し問答を始めたぐらいのタイミングで、よりにもよって脱衣所あたりから微かすかに春菜と澪の声が聞こえてきたのだ。宏の耳だからこそ拾えたような音量ではあるが、間違いなく今から風呂に入ってくる。

　ここで鉢合わせした日には、さっき抱いた危き惧ぐが現実になりかねない。

　春菜はまだしも、真琴と澪はこういう事には割と容赦がない。真琴は現在、達也とともに別件でフォレストジャイアントやゴブリン、フェアリーの村の位置を教えてもらっているはずなので、さすがにこのタイミングで風呂に乱入してこないだろうが、澪がいれば一緒だ。

　そんな破滅的な未来に背筋が凍るような思いを抱き、急いで脱出しようとしたところで悲劇は起きた。

「あっ」

　アルチェムが、なぜか足を滑らせて宏の背中に突撃をかけてきたのだ。

　しかも、移動方向を考えれば背中同士がぶつかるのが普通なのに、どういう転び方をしたのか衝突した時は向きがきっちり変わり、思いっきり宏の背中に胸を押し付ける形になっていた。

「ひぃ!!」

　衝撃に対して反射的に踏ん張り、結果としてその柔らかさを余す事なくダイレクトに味わう事になってしまった宏。

　普通の男なら合法的に全裸の女体に触れる事ができて喜ぶべきところなのだろうが、こういう現在の状況だけを見ると十中八九男の側が悪い事にされてしまうある種セクハラまがいのケースにおいて、どうせ割を食うのだからとその感触を堪能するような精神的余裕を持てるほど宏の症状は改善されていない。

　結果として、折角体を張って社会的な死亡リスクを背負ってまで助けたアルチェムを、反射的に振り払ってしまった事が、彼にとって第二の悲劇を誘発する事になってしまった。

「うわあ!!」

「きゃあ！」

　濡れていて滑りやすい、実に足場の悪い風呂場で転倒しそうになってしがみついた人間を振り払ったりすれば、二人揃そろって転ぶリスクは低くない。

　そして、アルチェムはラッキースケベイベント誘発体質だ。こういう状況ではさらに理不尽な転び方をするのがお約束である。

　宏は、見事にその法則を実現してしまった。

「んがあ～」

　振り払うような動きをした際に向きが変わり、派手な音を立てて思いっきり後頭部を地面に打ちつけてしまう宏。

　その上に、明らかに物理法則を無視した形でのしかかるアルチェム。

　先ほどとの大きな違いは、互いに一糸まとわぬ姿である事だろう。事故が原因とは言えど、記憶も自我も曖あい昧まいな幼児期を除けば、宏が異性と全裸で抱き合ったのは、当然これが初めてである。

　これが漫画やゲームであれば、作品によってはこのまま場面が変わって何があったか示唆しつつもお茶を濁したり、場合によってはそのまま子供にはお見せできないシーンに直行したりする事もあっただろう。

　だが、今回に関しては男が宏である。

　アルチェムの無知さ、無防備さに付け込む以前に、条件反射で発生する恐怖心との厳しい戦いが待っている。

「うひぃ!!」

　羞恥心や気遣いではなく恐怖心により、必死になって目をそむけ続けたアルチェムの裸身。

　それをついに避けようのない形ではっきり目撃する羽目になり、思わず大きな声を上げてしまう。

　その声が、新たな悲劇を巻き起こす。

「どうしたの!?」

「師匠、大丈夫!?」

　宏の悲鳴を聞きつけ、バスタオルを巻きつけただけの姿の春菜と澪が踏み込んでくる。

　どうやら風呂の構造で混浴だと見抜いたらしく、その動きにはほぼ躊ちゅう躇ちょがない。宏とアルチェム以外の気配が存在しないのも理由であろう。

「ひぃ!!」

　現れた春菜と澪を見て、さらに悲鳴を上げる宏。

　この時点で、春菜は大体の状況を理解した。

「アルチェムさん、立てる？」

「え？　あ、はい、多分」

「じゃあ、早く宏君の上から退どいて！」

「は、はい！」

　割と切羽詰まった顔で要求する春菜に気圧され、慌てて立ち上がろうとするアルチェム。

　こういう状況で慌てると、大抵碌ろくな事にならない。あまりに焦って勢いよく立ち上がったため、勢い余って今度は反対方向に転倒しそうになる。
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　それを見てとっさに支えようと前に出た春菜が、次の犠牲者となった。

「わわわっ！」

「危ない！」

　距離があった事が災いし、アルチェムが倒れるのを完全に防げなかった春菜。

　片腕を掴つかんで引っ張り、どうにか頭を打つのは避けられたが、アルチェムの体はほぼ地面に横たわってしまっている。

　しかも咄とっ嗟さの出来事ゆえに余裕がなく、引っ張られたのとは反対の腕が、無意識に何かを掴んで引っ張ってしまっている事に気がつかなかった。

　この状況で、掴んで引っ張る事ができるものなどそれほど多くはない。

　そして、ほぼ裸の春菜が掴まれている事に気がつかないとなると、この状況では一つしかない。

「春姉！　タオル、タオル!!」

「えっ？」

　澪の叫びを聞いて己の姿を見降ろし、ついで半ば無意識のうちに宏の顔を見る。

　今の一連の流れで、春菜の肉体を隠していたバスタオルは見事に洗い場の床に落ち、肉感的でありながらもある種優美な美しさも同居した、男好きするくせに手を出す事を躊躇ためらわせるような素晴らしいその裸身を、宏に見せつけるように余す事なくさらけ出していた。

　長い黄金色の髪。形よく豊かに膨らんだ乳房と対象的な、健康的でありながらも少し力を込めるだけで折れそうな腰。母性と同時に曲線美を感じさせる腰から尻にかけてのライン。それらがほぼ共通する二人であるがゆえに、体に対する細かな手入れの有無など些さ細さいな差異がひどく印象に残る、というのは澪の感想である。

　だが、春菜には見られた事を気にする余裕はまったくなかった。

　なにしろ、恋人関係にある相手のものでもなければ見てはいけないあれこれを見せつけられた宏が、いろいろな恐怖に耐えきれず、目をあけたまま気絶していたのだから。

「み、澪ちゃん！　ちょっと着替えて男の人呼んできて！」

「わ、分かった！」

　やや強引にアルチェムを引き起こしながら、上ずった声で澪に指示を出す春菜。

　宏の様子があまりにヤバいため、羞恥心を感じている余裕すらなかったようだ。

　同様に宏の様子に危機感を抱いていた澪は、春菜の指示を受け最低限の身づくろいだけで村に飛び出していく。

　幸いにして、宏の股間あたりにはアルチェムが持っていたタオルが上手い具合にかぶさっており、春菜が宏の逸物を見て取り乱す、といった状況は避けられた。

　これで宏の方も全身余す事なく春菜達に見せつける羽目になっていれば、この時のパニックはこれでは収まらなかっただろう。

　澪が誰かを呼んでくるまでに、大急ぎで自分達も服を着る春菜とアルチェム。

　さすがのアルチェムも、服を着ている集団の中で自分だけ裸というのは恥ずかしかったらしく、素直にかつ迅速に着替えを済ませる。

　この出来事により、宏単独でアルチェムと行動させてはならないときっちり頭のメモ帳に記録する春菜であった。




　　　　☆




「なるほど。無責任な外野的にそんな面白い事があったとはね。この村の年寄りは思惑どおりに話が進んで、大満足だろうな」

「宏にとっては災難だったんでしょうけど、グラマーな美少女の裸を二人分も見たんだから、あんまり同情できないわね」

「ネットにでも書き込みしたら、爆発しろとかもげろとか、そういうレスの大合唱だろうな。俺達当事者からすりゃ笑い事じゃないし、それ以前にむしろ、はめられて意識不明になった人間を心配するのが筋なんだが……」

　いまだに目を覚まさない宏の事を説明され、達也と真琴が漏らしたのはそんな感想であった。

「現場にいた私達は、かなり笑いごとじゃなかったんだよ？」

「分かってるさ。俺だって多分、その場にいたらこんなのんきな事は言ってられなかっただろうよ。特に春菜は巻き添え食って裸見られるわ、事後処理は押しつけられるわで、一番割食ってるしな」

「そんな事はどうでもいいけど、こういう事があるたびに毎回大丈夫なのか心配になるよ……」

「この状況で裸見られた女が心配してくれるってだけで、普通はリア充扱いだよなあ」

「これが他のケースだったら、少なくともあたしは爆発しろって言う側ね。仲間内で事情も知ってるから、面と向かっては冗談でも言うつもりはないけど」

　レイナの一件同様、どうにも温度差がある年長組と春菜。

　言っている内容はともかく態度は一応それなりに本気で心配してはいるのだが、やはり、現場にいたかどうかというのはかなり大きいのだろう。

「それで、ヒロの様子はどうなんだ？」

「暗殺者の時と同じパターン。なんかうなされてるよ」

「しょうがないとはいえ、毎度毎度大変だな」

「本当にねえ」

「焦ってもしょうがないけど、師匠もそろそろ克服してほしい……」

　ちょっと何かあるとすぐにこうなる宏に、思わずため息が漏れてしまう達也と真琴。

　澪も、いい加減何回目の登場か分からないこのネタに、そろそろうんざりしてきている様子が見て取れる。

　宏を責める気はまったくないが、女だらけの工房で何カ月も生活していても特にトラブルはなかったというのに、なぜに旅に出たとたんにそういう方向のアクシデントに巻き込まれるのか。

　そんな思いがこの面々にはあるのかもしれない。

「とりあえず今回の事は、ちょっと村の人達を締め上げないと駄目かな、と思うの」

「どういうこと？」

「アルチェムさんから事情聴取した感じ、どうも工房の責任者の人とか、こうなる事がある程度分かっててそそのかした感じなんだ」

　春菜の言葉に、なんだかひどく納得した様子を見せる達也。あまりに腑ふに落ちた様子に、むしろ口にした春菜の方が怪け訝げんな顔をする。

「いや、な。うちの爺じいさんの故郷が、そういう悪戯が好きな年寄りが多い村だったから、俺の中じゃ田舎の爺さん婆さんはそういうもんだってイメージが、な」

「……ああ」

　達也の言葉に、なんとなくものすごく納得してしまう春菜。

　多分、性的な事に疎いアルチェムをそうやってからかって楽しんでいるのだろう。宏をターゲットにしたのは、女性から距離を置こうとしているところを見て、アルチェムをぶつけたら反応が面白そうだと考えたに違いない。

　彼らからすれば、巻き込まれる隙すきを見せた宏の方が悪い、という事になるのだ。

「あの手のタチの悪い年寄りを絞るのは、かなり骨だぞ～」

「しかも、相手の数が多い」

「むう……」

　達也と澪の指摘に、思わず唸うなってしまう春菜。

　正直なところ、数百年単位で年が上の相手を説教するというのは、たとえ春菜であっても手に余る作業だろう。そうでなくてもまだまだ人生経験が浅いのだ。文化の違いという言い訳もあるのを考えると、いいように遊ばれて終わりになりそうな予感すらする。

「別にそれぐらい、どうとでもできるじゃない」

「ふむ？」

「真琴姉、具体的には？」

「この村になさそうな、米を使った料理って何がある？」

「なるほどな」

　真琴の指摘に、ものすごい勢いで納得する達也。

　昨日のオムライスですら大騒ぎになったのだ。無さそうな料理を適当にちらつかせて、徹底的にじらせば相手の方が白旗を上げるのは間違いない。

　そこにつけ込んできつく説教をすれば、少しは報復になりそうだ。

「とりあえず、牛丼はなさそうだよね。牛肉が少ないし、お醤しょう油ゆもないから。同じ理由で、お醤油を使うタイプの丼物も全滅だと思う」

　昨日アルチェムにオムライスを教えた時に確認した、エルフの村の食料事情を思い出しながら指折り答える。

　補足しておくと、エルフ達も牛肉、もしくはそれに酷似した肉は食べている。

「他には？」

「カレーライスは、確実に無い。スパイス類を使ってるところを見てないし」

「なるほどなるほど」

「それから、材料的には作れるけど、多分作ってなさそうなのがドリア。蒸し料理してるところを見た事ないから、中華ちまきなんかもないと思う」

　結構いろいろあるものだ。

　春菜の指摘を総合すると、丼物とか米に直接味をつける類たぐいのものは種類が少ない、というよりはほとんど存在しないらしい。逆に、ご飯と一緒に食べるおかずに関しては、材料が手に入って醤油や味み噌そが絡まないものは、思いつくものは大体あるようだ。

　もっとも、薄焼き卵を作るという発想がなかったり、肉類が基本丸焼きだったりと、トータルではファーレーンとどっこいどっこいの食文化と言えそうである。

「あと、意外なんだけど炊き込みご飯もやってないみたい」

「いや、調味料の種類から考えると、意外でもないぞ」

「あ、そうか。炊き込みご飯もお醤油とかダシとか使うから……」

「そういう事だな」

「だから、鳥ガラと塩、川魚のアラときのこのダシで味付けした雑炊はあるのに、炊き込みご飯はないんだ」

　目からうろこ、という感じで呟つぶやく春菜に、思わず苦笑する。

「で、今日はどれで攻めるんだ？」

「そうだね。……達也さん、前に牛丼食いてぇ、って言ってたよね？」

「おう！」

「じゃあ、それにしようか」

　春菜の言葉に、思わず満面の笑みを浮かべる達也。

　ここに来てから、食いたいと思っていた米の料理にいくらでもありつけるため、心身ともにとても調子がいい。

「じゃあ、とりあえず牛肉のいいところを使った極上牛丼を用意するから、達也さんと真琴さんはアルチェムさんを呼んできて、いろいろと性的なあれこれを教育して」

「……俺達がやるのか？」

「下手に性をタブーにすると宏君の身に危険が及びそうだし、この村の年寄りは当てにならないし、私は手を離せない。かといって、澪ちゃんや宏君自身にさせるのはいくらなんでもね」

「……まあ、そうだよな。確かにそうなんだよな……」

　春菜の困ったような指摘に、思わず唸ってしまう達也。

　それに、こう言ってはなんだが、春菜自身もどこまでそういう生々しい話をできるのか、という点には疑問がある。

「あ、一応釘を刺しておくけど……」

「なんだ？」

「間違っても、ＢＬとかそういう世間的に確実にアブノーマルな話はしないでね」

「しねえよ。ってか真琴、男にはヤオイ穴なんていう器官はねえからな」

「し、知ってるわよ、それぐらい！」

　達也の厳しい突っ込みに、微妙に口ごもりながら返事を返す真琴。

　過去にその手の同人誌を描いていた経歴があるとはいえ、ちゃんとそれぐらいの知識はある。

　あれこれ微妙な証拠から澪に腐女子である事を暴かれて以来、こういう方面ではいまいち信用のない真琴。

　宏と達也を掛け算しそうになっていた、というのが致命的だろう。かつてそれで痛い目を見ているので、本人も必死になってそういう妄想をしないようにしていたようだが、それでもやらかすのが人間だ。

　いかにこのメンバーがその手の趣味にもある程度寛容で理解があるといっても、実際に一緒に行動している相手を掛け算するのは許容してもらえなくて当然である。

「つうわけだから真琴。相手の無知とか無む垢くさにつけ込んで仲間増やそうとかするのは、アルチェムをおちょくってセクハラしてる爺どもと変わらないから、心しておけよ」

「分かってるわよ……」

　達也に言われるまでもなく、そのあたりについては真琴もちゃんと理解している。

　そもそもこういう趣味は、しっかり世間一般の常識やら正しい性知識やらを持った上で、自分の目で選んでこちらの世界に踏み込んできてもらわないと楽しくない。

　考え方はいろいろあろうが、少なくとも真琴としては、正しい知識を持った上で背徳感を楽しむのがいいのだ。

　だがそれはそれとして、やはりこういう話題で盛り上がれる同好の士は欲しいと常々思っている真琴。ウルスで冒険者をしていた頃には、日ひ蔭かげ者が持つ同類に対するセンサーのようなもので相手を見つけて盛り上がっていたが、向こうを出てからそういう話題には飢えている。

　春菜は歌こそアニソンなんかも歌いはするが、その方面ではいろんな意味でノーマル。漫画なども読んでいたが、オタク趣味だといえるほど深くはない。たまにするガールズトークで、単語の意味をなんとなく理解しつつあるという程度だ。

　澪はその経歴上、あり余る時間をオタク系趣味に全力投入していたが、ＢＬは理解できなかったとのこと。つまり、達也と宏をネタにこんな話題を振るなど、絶対に不可能なのである。

　普通に考えたら、ここにいる間はそういう話題で盛り上がるのは絶望的で、アルチェムを引きずり込もうとしていると疑われてもしょうがない。しょうがないのだが、真琴はちゃんと別な打開策を見つけている。なので、子供をそそのかす気はないのだ。

「そもそも、わざわざアルチェムを引きずり込まなくても、フェアリーに素質のある子が結構いたから、そっちを勧誘するほうが早いわよ」

「いるのかよ……。つうか、さっきこそこそ話し合ってたの、やっぱりそれかよ……」

「腐女子をなめないでよ。そもそも達也、なんであんたがヤオイ穴なんて単語知ってんのよ？」

「嫁のダチに腐女子がいてな。正面から男にヤオイ穴がないって本当？　って聞いてきやがったんだよ……」

　何とも言えない会話を続ける達也と真琴に苦笑し、とりあえず夕食の準備に取り掛かる事にする春菜。

「春姉、明日はカレー」

「了解」

「アルチェム呼んでくる。春姉、できるだけ美お味いしい匂においよろしく」

「うん。行ってらっしゃい」

　澪を送り出し、自分が考えうる極上の牛丼を仕込みにかかる春菜。

　結局エルフのおっさんどもがその匂いに負けて春菜に屈し、彼女の説教を真面目に聞くようになったのは翌日の事であった。








エルフの森編　第四話






「さて、土はＯＫ、マンイーターの茎ＯＫ。各種の種も肥料も揃そろっとるし、一丁やろか」

　翌日、何事もなく復活した宏ひろしは、朝食もそこそこに植木鉢の前でマッドな笑みを浮かべていた。

　因ちなみに今いる場所は、住民が出ていって空き家となっている建物だ。

　ゴブリンやフォレストジャイアント、フェアリーなどが泊まっていくための施設として、こういった空き家をいくつか村全体で維持管理しているのである。

「宏君、調子は大丈夫なの？」

「特に問題はあらへん」

「だったらいいけど……」

　やけにやる気満々の宏に、微妙に不安を隠せないままとりあえず曖あい昧まいに頷うなずく春はる菜な。

　毎度の事ながら、あの手の事件があるたびに、宏の現状がどんな感じなのかが不安になる。不思議とそれほどマイナスになった様子はないのだが、今までがそうだからといって、これからも大丈夫だとは思えないのがつらいところである。

　春菜的には、昨日宏がどの程度見てしまったのか、というのもそれなり以上に気になっているが、それを蒸し返すのは、いろんな意味で地雷を踏み抜くようなものなので、少なくとも自分から進んでその話題に触れるのはためらわれる。見られた事は事故であり、そもそも見られて減るものでもないのだから別にいいのだが。

「とりあえず、実験中はいろいろ危ないからあんまり近寄らんように。特にアルチェムは本気でヤバいから、できるだけ中に入ってくるんを阻止したって」

「了解」

　宏の言いたい事を察し、真剣な顔で頷く春菜。

　アルチェムをマンイーターに近づけた日には、冗談抜きでエロゲー的展開になりかねない。

「それで、宏君は大丈夫なの？」

「大丈夫やなかったら、こんな事はせえへんよ」

「そっか……」

　他の事ならともかく、物を作るというカテゴリーなら宏の判断はそれなりに信用できる。

　たまに巨大ポメのような事もやらかすが、アニメや漫画、小説のマッドサイエンティストと違い、周りに余計な被害を出してはいないのだから、信用してもいいだろう。

「じゃあ、ちょっと出てくるから、気をつけてね」

「分かっとる。肉食の植物扱うんやから、油断はせえへんよ」

　宏の言葉に頷くと、そのまま外に出ていく春菜。

　正直な話、春菜がこの場にいても邪魔にしかならない。

「さて、まずは一個目の鉢植えはマンイーターやな」

　仕留めるべき相手がなければ、実験自体ができない。

　きっちり結界を張ったスペースの中央付近に鉢植えを置くと、所定の手順で土を入れてマンイーターの茎を刺し、栄養剤を混ぜた水をやって放置する。

「これで一時間もすれば育つやろう」

　いろいろと非常識な事を言いながら、蔓つる草くさを枯らすタイプの植物のうち、この世界特有のものをマンイーターと同じ要領で栽培し始める。

「まずは正攻法でやってみるか」

　あっという間に凄すさまじい大きさに育ち、たくさん花を咲かせたそれらの植物を、科が同じであろうもの同士を掛け合わせて種を作り、マンイーターの鉢に一緒に植えてみる。

「まあ、向こうの方が普通に強いわな」

　予想どおり芽が出たとたんに、あっという間にマンイーターに押しつぶされる草達。

　雑草パワーを侮あなどってはいけないとはいえ、モンスターに分類されるものの生命力を奪うのは厳しいらしい。

「あと何回か正攻法でやって、それから錬金術の出番、でええか」

　そんな感じでトライアンドエラーを繰り返し、錬金術なしである程度マンイーターに潰つぶされずに生き延びる草を作り上げたところで、品種改良の作業初日は終わったのであった。




　　　　☆




「そろそろ、親方達はテレスの故郷に到着したのかな？」

　宏がマッドサイエンティストチックな作業をしている頃、ウルスの工房ではファム、テレス、ノーラの三人がちょっと遅めの昼食をとりながら、もう何度目か分からないこの話題で、のんびり駄だ弁べっていた。

　ライムは一足先に食事を済ませて昼寝中、レラはライムと一緒に食事を終えたあと、買い出しついでにメリザのところにあれこれ納品しに行っている。なおオルテム村とウルスでは、一時間以上の時差がある。

「あのゴーレム馬車のスピードなら、仮に森の中で迷子になっていてもとっくに到着してないとおかしいのです」

「時間から考えると、迷子になった末に別の村に到着してる可能性はあるけどね」

　正確な地図が描けるような場所じゃないし、というテレスの言葉に、少し考え込む他のメンバー。

「まあ、さすがにどこかの集落には着いてるかな？」

　経過時間などで出したファムの結論に、とりあえず同意するテレスとノーラ。

　あのメンバーの移動能力なら、迷ったなりにどこかの文明圏には到着しているはずだ。

「きっと、変な素材を見つけて目を輝かせて、喜々として何か妙なもの作ってエルフ達を引かせてるに決まっているのです」

「それか、必要なものができたからって、霊糸とか無駄遣いして間に合わせと称した無駄に高性能な何かを作ってるとか」

　宏がやりそうな事を言い合うノーラとテレスに、真顔でうんうんと頷くファム。

　宏の生産ジャンキーぶりに関しては、それこそ山ほど前科がある。どこにいても材料と道具があれば何かを作っている、それが東あずま宏である。

「まあ、親方達なら多分、エルフの人達にも受け入れられるはずなので、心配はいらないと思うのです」

「ただ、たまには戻ってきてもらわないと、今はいいけどそのうち頭打ちになりそうだし」

　テレスの言葉に、思わず苦笑を浮かべる。

　とりあえず等級外ポーションはものになり、カレー粉以外の各種調味料もこだわらなければ十分以上に実用に耐えるものをガロン単位で作れるようにはなった。だが、八級は相変わらず微妙であり、並行で仕込まれた錬金術やエンチャントも、できる事はたかが知れている。

　何でもかんでも教えてもらうのは芸がないにしても、現状の教えてもらった基礎をベースに半ば独学で仕事を兼ねた訓練をするやり方では、なんとなく八級の壁を越えたあたりで頭打ちになりそうな予感はする。かといって、よく知らない素材を使って試行錯誤するには、いくらなんでもベースとなる知識も技量も足りない。

　それに、宏と澪みおがいなくなってから、てきめんに成長が遅くなった自覚もある。

　やはり、自分達程度のレベルだと、まだまだ指導者に頼らなければ新しい事に挑戦するのは難しい。そう考えると、どうしても先行きに不安を覚えるテレス達。

「でも、まだ親方達が出ていって一カ月も経ってないんだし、もうしばらくは自力で頑張ろうよ」

「そうね。頭打ちだなんだって悩みは、せめて八級のポーションを失敗せずに作れるようになってから、ね」

　ファムの言葉に気分を入れ替え、仕事しようと席を立つテレス。

　王宮経由であちらこちらに広まってしまったからか、味み噌そも醤しょう油ゆも各種ソースも、いくら作っても足りないぐらい注文がある。別段製法を隠してはいないが、やはり先駆者だけあってかアズマ工房のものが一番いいと評判だ。

　まだまだライバルが育つまでには時間がかかりそうだが、だからといって油断するとあっという間に逆転される、という危機感は工房の全員が持っている。

　実際のところ、彼女達が作る調味料自体、作るたびに少しずつ進化しているのだからそう簡単に追いつけるはずがない。

　そもそも、他の業者はようやく製法が安定し始めたところで、味に関しては雲泥の差がある。その上、量産効果でこちらの方がやや割安なのだからたまったものではない。

　現状の生産量では王侯貴族や富裕層に行きわたるのが精いっぱいで、需要を完全に埋めきれていないから他の業者が参入する余地があるが、これが雇った弟子の数が倍以上で、工房の設備ももっとがっちりやっていたら、いくら製法を公開していてもそう簡単に新規参入はできなかっただろう。

「ごめんください」

　気合いを入れて最も注文の多い醤油の生産を始めようとしたところで、すっかり仲よくなった姫ひめ巫み女この少女の声が。

「あ、エル様。いらっしゃい」

　声を聞きつけたファムが、真っ先に迎えに出る。

「こんにちは」

「こんにちは。今日はどのような御用件で？」

「ダシ用の煮干しを五百グラムほどと、大判の昆布を三枚、それから鰹かつお節ぶしを二本お願いします」

　お姫様がわざわざ自ら足を運んで購入するとは思えない物を、悩むそぶりも見せずにすらすらと注文するエアリス。全て彼女自身が神殿の厨房で使うものである。

「かしこまりました。少々お待ちください」

　注文を受けて、奥から言われた物を集めてくるテレス。

　因みに、アズマ工房が直接物を売るのは、王家と冒険者協会の関係者、あとはごく少数の彼女達が個人的に親しく信用している相手だけである。これは宏が工房主だった頃からの習慣のようなものだが、扱っている物の品質と希少性の問題で、直接取引ができるというだけで妙なプレミアがついてしまっている。

「あ、エル様、上がって上がって！」

「あの、お仕事はいいのですか？」

「基本的に、最低限のノルマは午前中に終わるのです。午後からは給料と休日を確保するための、研けん鑚さんを兼ねた増産分なのです」

　エアリスの質問に、生々しい裏事情をあっさり白状するノーラ。

　基本的に彼女達の生活費は、彼女達が上げる売り上げから諸経費を引いた分で賄われている。

　別段給料がいくらと決まっているわけではなく、運営のためのやりくりがつくなら利益全部を食いつぶしても問題はないとの事ではあるが、現在工房で暮らしている女達は皆、金銭面ではいろいろ苦労をしてきた身の上。そんな怖い真似はとてもできない。

　なので、日々受けている注文を納期別に分け、予定されている売り上げから利益を計算し、日頃の生活費から逆算してその日の最低限の仕事を決めて作業をしている。

　今のところはどれも売価が高く、納期も十分すぎるほど見込んでもらっている物が大半であるため、頑張れば大体は午前中に十分に仕事が終わる。

　それゆえに職人見習いの三人は、基本的にその日のノルマを全て午前中に終わらせ、午後からはできればやってほしいと言われている物や明日の予定になる物を終わらせたり、こういった急な来客に対応するための時間に割り当てている。

「お茶とかお茶菓子とか、いろいろ新作があるんですよ。まだ試作の上、量が作れないから売り物にはできないんですけどね」

　そう言って、注文を受けたものと、休憩用のお茶とお茶菓子を用意してテレスが戻ってきた。お茶菓子はパンを薄く切って、油で揚げて砂糖をまぶした、いわゆるラスクである。

「……美お味いしいです。このお菓子、テレスさんが作ったのですか？」

「……エル様は、私の料理の腕をご存じだったと思うんですけど……」

「ご、ごめんなさい!!」

　微妙にダークな表情になったテレスに対し、慌てて謝罪するエアリス。

　テレスは料理ができないわけではないが、ファムやノーラと比べると数段技量が落ちる。比較対象がエアリスやレラとなると、そもそも勝負しようとする事自体が不ふ遜そんだというレベルだ。

「この工房にいる人間が、皆料理が上手なわけではないんですよ……」

「まあ、マコト姉さんとか、料理まったくできなかったし。それからすればテレスは十分に料理の腕があるよ」

「マコトさんは完全な戦闘要員なので、料理とかできなくても仕方がないのです。むしろそれ以外の、タツヤさんですら多少とはいえ、ものづくりの類たぐいを嗜たしなんでいる事がおかしいのです」

　落ち込むテレスをフォローしようとしたファムの言葉を潰すノーラの指摘に、思わず苦笑するファムとテレス。

　普通、達たつ也やや真ま琴ことほどの力量を持つ冒険者は、物を作る技能など持っていない。せいぜいがその場にある材料でちょっとした仕掛けを作る程度で、専門的な技能など覚えていないのが普通だ。

　それを鍛える暇があれば、戦闘をはじめとしたトラブル解決に必要な能力を磨くほうに回すのが一般的な冒険者というやつである。武器にしろ薬にしろ、基本的に金で解決できる要素である以上は金で解決するのが普通なのだ。

　無論、宏ほどあれではないだけで、例外はいくらでも存在する。

　自力で材料を集めに行くような鍛か冶じ師や薬師の場合、最低限の自衛ができるように九級から八級程度の冒険者資格を取れるように鍛えている人間は結構いる。だが、職人全員が自力で材料を集めに行くわけではないし、冒険者というくくりで見れば少数派なのは間違いない。

「まあ、テレスの料理については置いておくのです。どうせ、親方やハルナさんから見れば、私達の力量なんて誤差の範囲なのです」

「あの人達の基準は、ロックボアあたりを調理できるかどうかがボーダーラインだしね」

「その慰めが痛い……」

　ノーラとファムの台詞に、微妙にへこんで見せるテレス。エルフの特徴である尖とがった耳も、その内心を示すように力なく垂れ下がっている。

　因みに、彼女が料理にコンプレックスを持っているのは、ヒューマンの社会に割と多い、女のくせに料理の一つもできないのか、という種類のものではない。どちらかというと、まだ見習いとはいえ職人としてのプライドの問題である。

　エルフ族はジェンダーが割と曖昧な種族なので、女性だからといって料理や裁縫についてどうこう言われる事はまずない。

　せいぜい、体力勝負の仕事が男性に、集中力と持久力がものをいう仕事が女性に振られる事が多いぐらいで、どっちの性別にとっても一長一短あったり、誰がやってもあまり変わらないような事は普通に手のあいた人間がやる社会だ。

　なので、相対的に料理が苦手だったとしても女性としてのプライドが傷つく事はない。ないのだが、それはそれとして、同期の二人や、そもそも普通は料理など触るはずのないエアリスにすら大きく劣るというのは、調味料も調合する身の上としては随分と痛い。

　それに、錬金術や製薬には料理の技が役に立つ事も多いので、余計にへこむのだ。

「でまあ、料理の話は置いておくとして。エル様、弟殿下と妹殿下はどんなご様子なの？」

「まだまだ赤ちゃんなのでいろいろ油断は禁物ですが、今のところ特に大きな病気もなく、元気に育っていますよ」

　さっくり話をそらしたファムに苦笑しながら、あまりありがたくない話が続くよりはいいかと、その話題転換に乗る事にしたエアリス。

　とはいえ、まだ生後一カ月ぐらいなので、これといって語る内容もあまりないのだが。

「親方達が、実に忙しそうだったのです」

「そういえば、大慌てでなんだかすごい産着を作ってましたよね？」

　自作のハーブティを嗜たしなみながら、ちょっと生まれるタイミングがずれた新しい王族の話で盛り上がる女達。生まれたのは男女の双子で、両親ともにエレーナやレイオット、エアリスと同じ正室の子である。

　予定より十日ほど早く生まれた上に双子だったため、大慌てでもう一着産着を縫い上げる事になった宏はご苦労様、としかいえない。

　ファーレーンの医療技術では双子の判別はできないし、エアリスに神託という形で誕生を教えていたアルフェミナがサプライズのためにわざと双子である事を告げなかったので、なんとなく予感があった当の王妃以外は、生まれてくるまでは誰も双子だと知らなかったのだ。

　その後、赤子用の薬を思いつく限り調合して納品し、王妃にあれこれ産後の体調を整えるのによさげな加工済みの食材を献上して慌ただしく旅立っていったのが二月の末。最初の節目である生後一カ月も間もなく、というところだ。

「発表はいつごろになるの？」

「一カ月目の健康診断が終わって、祝福を授けたあとになります」

　赤子は、ちょっとした事ですぐに死んでしまう弱い存在だ。それがたとえ王族で、医療技術の粋をつくしたとしても、死ぬ時は手の施しようもなくあっさり死んでしまう。

　なので、新たに王族が生まれた事を正式に発表するのは、大体生まれて一カ月ぐらい経ってから、というのがファーレーンの習慣になっている。

　無論、王妃の懐妊も生まれた事も隠していないため、噂話という形で国中に広まってはいる。ただ、双子であるなどといった詳細は広まっていないため、国民は祝福ムードのまま、いまかいまかと王室からの発表を首を長くして待ち構えているところである。

「祝福は、エル様が？」

「はい。それが姫巫女の役割なので」

　ファムの問いかけににっこり微ほほ笑えんで答え、上品に残りのお茶を飲み干す。その仕草だけを見ていると、この姫君が食いしん坊でグルメなチャレンジャーだというのが信じられなくなる。

「それはそれとして、街の様子はどうですか？」

「新しい王族のご生誕という事で浮き足立っている感じはありますが、これといって特に変わった出来事とかはありませんね。親方達がいないので、新しい調味料とか変わった料理とかが唐突に出てくるわけでもないですし」

「あ、でも」

「ファム、何かあるのですか？」

「市場からちょっと奥に行ったあたりで、おそば屋さんができてたよ。親方が仲よくしてたおじさんが始めたみたい。協会でちょっと話振ってみたんだけど、多分あれがウルスのおそば屋さん一号店じゃないか、って」

　そば屋と聞いて、エアリスが瞳ひとみを輝かせる。彼女はそばに目がない。宏達に指導を受けてあれこれいろいろな食べ方を覚えた彼女は、多分ファーレーン一のそば通であろう。

「あ、一応言っておくけど、まず間違いなく親方やハルナ姉さんが作るそばの味には届かないから」

「そうですか……」

「でも、それなりに客足はあるみたいだから、醤油がもっと出回ればもっと店も増えて、美味しいおそばが手軽に食べられるようになるかも。鰹節はともかく、昆布とか煮干しとかはそんなに高いものじゃないし」

　ファムの補足説明を聞き、ファーレーンにそばが浸しん透とうするかもしれないという予測に目を輝かせるエアリス。自分の好きなものが大勢の人に受け入れられるのは、やはり嬉うれしいものだ。

「それなら、もっと広まりやすくする手段はあるのです」

「それってどんな？」

「姫巫女様の大好物だという情報を流して、国が醤油と鰹節の増産を奨励すればあっという間なのです」

「なるほど……」

　ノーラの言葉を真剣に検討し始めるエアリス。

　結果だけを言うならば、国が醤油や鰹節の増産を奨励する、というのはこの時は見送られる。

　それでも醤油と鰹節を使う温かいそばが今の姫巫女の大好物であり、年が明ける前に食べる習慣があるという情報が味噌などの作り方と一緒に一気にウルス以外の地域にも広まり、カップそばが流通に乗った事や実用的な品質の物を量産できる業者が増えた事も追い風となって、数年後にはそばがファーレーンの国民食、醤油と鰹節が国民的調味料の一つとなるのだが。

「それはそうと、皆さんは今頃、テレスさんの村で何をしてるのでしょうね？」

「エル様は、村に着いたって確信があるの？」

「二日ほど前、アルフェミナ様が教えてくださいました」

「何その安い神託……」

「アルフェミナ様は、エル様には本当に大甘なのです……」

　かなりしょうもない神託を下すアルフェミナに、思わず呆あきれてしまうテレスとノーラ。

　神の威厳も何も、あったものではない。

「というか、そんなにホイホイ神託を貰もらって、大丈夫なんですか？」

「割と常日頃からいろいろ教えていただいているので、大丈夫だと思いますよ？」

「本当に神託が安いんですね……」

　どうやらエアリスとアルフェミナは、神とその祭さい祀しを行う長というより、近所のやたら権力を持っているお姉ちゃんとそのお気に入りの子供といったほうが正しい間柄になっているようだ。

　歴代の姫巫女の中でも、ここまでアルフェミナとの距離が近いのはエアリスを除けば初代のみである。その一点を見ても、エアリスの持つ資質がいかに突出しているかが分かる。

「まあ、神託については置いておくとして。どうせ親方達の事だから、妙な素材に目を輝かせて変わった物を作ってるか、新しい食材に喜んであれこれ料理を試してるか、トラブルに巻き込まれて明後日あさっての方向に突っ走ってるかのどれかでしょうね」

「そうに違いないのです」

「ところで、テレスさんの村ではどんなものを食べているのですか？」

「どんなといっても……肉類が少ないのと主食が小麦粉系のものじゃない事以外は、ファーレーンとそんなにかけ離れていませんよ？」

「主食が小麦粉の類じゃない、というと？」

「この辺では見かけないんですけど、ラース麦という穀物を炊いたものを食べてますね」

　聞いた事のない作物に、興味深そうに相あい槌づちを打つ一同。実物がないため、この場にいる誰一人として、それが米である事に気がつかない。

　因みに、宏達が事あるごとに話題にあげていたので、弟子達三人も米という単語と、それが穀物である事は知っている。

「ラース麦が恋しくなる事はありませんか？」

「たまにありますが、むしろ村にない食材とか料理の方が多いので、そこまで意識する事はありません。今は食生活も充実していますし」

「そうですか」

「まあ、次に恋しくなったら、親方達に里帰りを手伝ってもらいます」

「それがいいですね」

　屈託なく笑うテレスに、どことなくほっとした感じの笑顔を浮かべて頷くエアリス。

　彼女達は知らない。四月の半ば頃には、ラース麦こと米の関連で、テレスが頻繁に故郷と工房を行き来する羽目になる事を。

　そんな嵐の前の凪なぎの時期を、テレスは朗らかに過ごすのであった。




　　　　☆




「お父様、大神官様」

　アズマ工房から帰ってすぐ。エアリスは何かの打ち合わせを終え、お茶を嗜みながら休憩していた国王と大神官のもとへ突撃をかけていた。

「どうしました、エアリス様？」

「今日は特に用事はなかったと思うが？」

「公式の用事ではありません。ただ、ちょっとわがままを言いに来ました」

　やたらと真剣な表情で話を切り出してきたエアリスに、思わず顔を見合わせる国王と大神官。エアリスが言いそうなわがままが、いまいち想像がつかなかったのだ。

「して、そのわがままとは？」

「近いうちに、お休みをいただきたいのです」

「それは構わんが、なぜだ？」

「実は……」

　エアリスの説明を聞いて、思わず微妙な表情を浮かべてしまう国王と大神官。

　街に出たいというところまではある程度予想していたが、その理由が遊びたい盛りの年頃の娘とは思えないものだったのだ。

「そば屋、ですか……」

「そばぐらい、いつも食べているだろう？」

「自分で作って食べるのではなく、商売として作られている物を食べてみたいのです」

　真剣な顔で、やけに熱のこもった視線で主張するエアリス。

　その内容がそばでなければ実に立派な王族ぶりだと言えるところが、何とも言えず業が深い話である。

「正直、街で食事をするというのはあまり認められるものでもないのだが……」

「危険物であれば、アルフェミナ様が教えてくださいます、お父様」

「……信徒にはあまり聞かせられない理由ですな……」

　例によってあまりにも安い神託を披露するエアリスに、さらに何とも言い難い顔になる大神官。

　危険を教えてくれるというのは姫巫女としての能力を誇示するのに格好のネタではあるのだが、その理由というのが街でそばを食べようとした、というのはさすがにいろんな意味で株を大暴落させかねない。

「……大神官殿、却下する理由が思いつかんのだが、どう思う？」

「そうですなあ……。そもそも却下したところで、アズマ工房に出たその足でこっそり向かわれてしまってはどうにもなりませぬ。最近、地味に反抗期の気配もありますしな」

「……そうだな」

　却下する理由が思いつかなかった最大の原因が、アズマ工房に日頃から出入りしている事にある。日によっては、工房職員達と一緒にそのまま市場などのそれほど治安の悪くない区画へ足を延ばす事もあるため、どうにも今更感がぬぐえないのだ。

　もっと言うならば宏達に保護されていた頃、単独でこそなかったが変装した状態で結構あっちこっちふらふら歩きまわってもいる。どうしても心配だというのなら、それこそドーガがフリーな日に合わせて許可を出し、一緒に行動させれば済む話でもある。

　ドーガに休みを使わせるのは、という意見もあろうが、これまた地味に今更の話でもある。何しろ、孫も立派に育ってあまり一緒に遊ぶ事もなくなった今、護衛名目でエアリスと街に繰り出すのは、彼にとってひそかな楽しみでもあるのだ。言ってしまえば、孫に甘いお爺じいちゃんポジションである。

「……そうだな。エルンストの休日が三日後。大神官殿、この日は何かあったか？」

「特にエアリス様を拘束せねばならぬ用事はございませんな」

「ならば、その日にするか」

「ありがとうございます！」

　目をきらきらと輝かせながら、礼儀正しく頭を下げて礼を述べるエアリス。目に見えない尻尾をぶんぶんと振り回しているのが丸分かりの態度である。そのままもう一度一礼して退出し、神殿へ戻る。

「どうせ、自分が作るそばの方が美う味まいに決まっておろうに……」

「まあ、よいではありませんか」

　退出したエアリスを見送ったあと、ぼそりと正直な感想を呟つぶやく国王とそれをなだめる大神官。

　そんなこんなで、無事、そば屋へと足を運ぶ許可がエアリスにおりるのであった。




　　　　☆




「スラッシュジャガーの肉は、結構癖が強いかな」

「マンイーターはどこも美味しくない……」

「何をどうしても美味しくなかったよね」

　宏が怪しげな作業をしていたその翌日。

　春菜と澪は、駆除を済ませたマンイーターや達也と真琴が他の村に行く途中で仕留めた獲物を前に、いろいろ試行錯誤を繰り返していた。

　夕食はドリアと決めていたので、これが昼食代わりである。

「とりあえず、マンイーターを食べるのは諦あきらめよう」

「薬と消耗品の材料」

「あとで練習に使うから、どんなものが作れるのかとその手順を教えてね」

「ん、了解」

　毎日毎日大量に復活するマンイーターは、どうやら食材としては食えたものではなかったらしい。

　春菜の腕をもってしても無理だったのだから、食べる以外の用途に活路を見出したほうが建設的であろう。

「スラッシュジャガーはやっぱりカツかな？」

「香辛料で臭い消して、大葉とか紫し蘇そとチーズでカツにするのがよさそう」

「上う手まく臭みを消してスモークすれば食べれるかな？」

「それも美味しそう」

　肉食獣だけあって、独特の臭みがあるスラッシュジャガー。ケルベロスと違ってどうやっても食えないほど不ま味ずくはないのだが、臭いに対する処理をしないと食べるのはつらい。

　その上、焼いたり揚げたりならば問題ないが、どういうわけか煮込むと歯が立たなくなるほど硬くなるため、カレーなどに入れるのも難しい。必然的に、食べる方法は限られてくる。

　因みに、南部大森林中央部における二大肉食獣のもう一方であるブラッドウルフも、扱いとしては大差ない。ただ、こちらはどちらかというと筋力ブースト系のドーピング薬に使いやすいので、むしろ食うよりアイテムの材料行きという感じである。

　食べた感じ、味の違いがそれほどなかったため、特性で使い分けをする事にしたのだ。

「ボンバーベアが普通に美味しくてよかったよね」

「うん」

「今日は熊肉と旬の根菜のドリアかな？」

「美味しそう」

　アクティブモンスターで熊のくせに草食動物だったボンバーベア。贅ぜい沢たくにもハンターツリーやマンイーターといった肉食系植物モンスターを主食とし、戦闘時には爆発系のエネルギー弾を吐き出す事もあるという、この森でもトップクラスに手ごわいモンスターだ。

　もっとも、動物系モンスターの宿命か、オキサイドサークルであっさり潰されてしまうのは哀れではあるが。

「それで、毛皮とかどうしようか？」

「スラッシュジャガーはレアな白の毛皮だから、マントの材料？」

「誰がそのマントつけるの？」

　春菜の問いに、何を言っているんだろうこの人は、という視線を向ける澪。

「レイピアで戦うんだったら、マント必須」

「えっ？　私がつけるの？」

「他に誰が？」

「というか、レイピアだとマント必須って、どういう理屈？」

「お約束。王道。世界の選択」

　わけの分からない理屈を突きつけてくる澪を、思わずじっとりとした目で見てしまう春菜。

「春はる姉ねえ、ゲームの時はどんな装備だった？」

「どんなって、武器は名剣スターライトで、防具はとりあえずミラージュセットだったけど……」

　春菜の説明を聞き、なるほどと頷く。

　名剣スターライトの詳細は知らないが、ミラージュセットについてはかなり高価ではあるが比較的出回っていたものなので、澪も知っている。というより、鉄板装備の一つなので、多分二年以上ゲームをやっていれば大体の人は詳細を知っているだろう。

　ミラージュセットとは、灼しゃく熱ねつ砂漠のダンジョン・陽炎かげろうの塔のモンスターがドロップする、布系と革系が入り混じったセット装備だ。一連の装備を揃えると特殊な効果が発生する、いわゆるセットボーナスがあるものとしては一番有名な防具であろう。

　煉れん獄ごくに比べれば数段難易度が下がるとはいえ、十分上級に分類できるダンジョンのドロップなので、なかなかの性能をしている。

　防具の特徴としては、最初からサイズ自動調整がかかっている物が比較的出やすいのと、下手なローブより魔法防御力が高いこと。そして、相手の命中に対して結構大きなマイナス補正がつくのが最大のメリットで、物理防御が優先となるタンク以外の幅広い層に愛用されている装備である。

　また、部分的にハードレザーのパーツが混ざっているにもかかわらず、ハードレザー以上の装備特有の魔法発動ペナルティが存在しないのも大きい。ファッショナブルなデザインに惚ほれこんで、もっといい性能の物を持っていても、あえてこれを使っているプレイヤーも少なくない。

　セット装備の効果としては魔法抵抗強化（弱）、出合いがしらの遭遇時における被ターゲット確率20％ダウンに加え、敵が視覚に頼る相手だった場合、相手の命中と回避に視覚に頼る割合に応じて大きなペナルティを与えるという、中衛・後衛にとっては美味しい防具だ。

　ただし、ハードレザーが混ざる割には物理防御力が低いのと、装備自体の耐久力が特殊装備の中では低いほうに分類される事、煉獄クラスの相手には視覚ペナルティがほぼ効果を発揮しない事から、最前線で暴れている攻略組にとっては趣味装備一歩手前という扱いになっている。

　実際、単純な物理と魔法防御力だけを見るなら、宏が作ったワイバーンレザーアーマーのフルセットの方が魔法防御力で三割、物理防御力に至っては倍近く高い。

「鉄板装備？」

「鉄板っていうか、魔法を混ぜる戦闘スタイル的に、露店とかオークションで手が届く他の装備はちょっと使い勝手が悪かったし」

「なるほど。でも春姉」

「何？」

「結局、マントつけてる」

　澪の指摘に苦笑する春菜。

　ミラージュセットは一般的にスタイリッシュな騎士や義賊が着る服、というイメージを具体化したようなデザインであるため、当然のようにマントが標準搭載である。

　幸いな事に羽根帽子とマスカレードはセットに含まれていないが、春菜の外見でその二つまで一緒に身につければ、間違いなく美少女仮面あたりの二つ名をつけられていただろう、というデザインだ。

　因みにゲームでの春菜のアバターは、瞳と髪を茶色に変更したものだが、現実と違って完全に洗濯板な体型である。

　これは別に巨乳にコンプレックスがあったとか乳が大きいと邪魔だからという理由ではなく、単純に正式サービス開始である中学一年生の四月の段階では、胸がまったくなかっただけである。

　その後、現実に合わせて身長は無料サービスで変更をかけたが、体型に関しては面倒だからそのままにしていたのだ。

　正直、春菜本人は自分の胸がでかかろうが小さかろうがどうでもいいと思っている。どちらでも特有の有利不利や便利不便があり、気にするだけ無駄だからである。

「というわけで、師匠に格好いいマントを作ってもらう」

「決定事項？」

「決定事項。多分、マントで相手の武器を絡め取るとか、マントの裾すそで相手の体を切り裂いたりとかできるはず」

「何か物騒なマントだね……」

　澪の物騒な台詞に、思わずといった感じで突っ込みを入れる春菜。

　宏と組むとボケとボケ、という感じになるが、澪と組むとボケと突っ込みが目まぐるしく入れ替わるのが興味深い。

「それにしても……」

　ズラリと並んだ南部大森林中央部特有の素材食材を見ながら、思わず言葉を漏らす春菜。

　煮ても焼いても加工しても使い物にならないものから、素材としては使えないが珍品としては売り物になるもの、使い道が多くて逆に悩ましいものまでいろいろあるが、物量だけを見ればとんでもないの一言に尽きる。

「どうしたの、春姉？」

「毎度の事だけど、どうして売ったり交換したりって発想より、食べたり何かを作る材料にするって発想の方が先に出るんだろうね？」

「それ今更」

「まあ、確かに今更なんだけどね」

　澪の突っ込みに苦笑するしかない春菜。

　敵を倒す時にも素材として使えるかどうかと食って美味いかどうかから倒し方を検討するのだから、もはやいろんな意味で手遅れだろう。

「そんなの、そういう発想をする総大将がいるからに決まってる」

　そう言って、隣の家の方に視線を向ける澪。

　無論そこでは、ものづくり最優先主義の最先鋭ともいえる宏が、常人が見れば引くようなマッドな事をあれこれやっている。

「それに、売るより素材に回すほうがメリットがあるなら、そっちを意識するのは当然」

「そうなんだけどね。ただ、もう少しランクを上げたりとかそっちに回してもいいかな、って」

　宏に素材として使わせるほうがメリットが大きいとはいえ、結果として討伐証明部位が手に入らないケースもあり、冒険者としてのランクが上がらないという弊害も出てきている。

　積極的に上げる理由が特にないとはいえ、あまり低すぎると行動に制約がかかる事を考えると、せめて六級ぐらいまでは上げたほうがいいのではないかと思わなくもない。

　問題なのは、そのためには今の小銭漁あさり的な仕事の受け方をやめて、拘束時間が長くて危険度の高い仕事をある程度以上の数こなす必要がある事だろう。

　宏のおかげで基本的に出費が少ないが、今より金銭効率が悪くなるのは避けられない。資金的には凄まじく余裕はあるが、余裕というのはちょっとした事で根こそぎ持っていかれるものである。

「すいませ～ん」

「アルチェムが来た」

「だね」

　いろいろと悩ましい問題について話し合っていると、ちょうど空気を変えるようにアルチェムが来た。彼女には今の時期手に入る農作物で、この村の特産品だといえるものをできるだけたくさん持ってきてもらったのだ。

「ちょっと変な時期なので、あまり種類はないんですけど……」

「まあ、それはしょうがないよ」

　申しわけなさそうなアルチェムに、時期の問題ばかりはしょうがないと特に気にする様子を見せずに返す春菜。それを聞いてほっと胸をなでおろし、籠かごの中からいろいろと取り出す。

「この時期だと、バッシュレンコンとパイルポテトですね」

「すごく物騒な名前だけど、モンスター？」

「バッシュレンコンはモンスターですが、パイルポテトは地下茎が杭くいのように頑丈で鋭いだけで、芋はごく普通に芋です」

　パイルポテトは、硬い岩盤のある土地にも生えて実をつけ、人の背丈を超えるぐらいまで育つ生命力の強い作物である。

「ちょっと待って。その芋って、どこにできるの？」

「芋だから、根っこですけど？」

「もう一つ確認するけど、その芋は多年草？　あと、もしかして芋を取っても枯れない？」

「多年草ですし、枯れませんね」

「芋に見えるけど別の植物って事は？」

「間違いなく、芋ですよ。根元にできますし」

　そう言って、ジャガイモにしか見えない収穫物を見せるアルチェム。

　根っこに芋ができるくせに、根元を掘り返して芋を取っても枯れないとは、実に不思議な植物。さすがは異世界である。

　なお、そんないかつい地下茎を持つ植物の根にできる芋をどうやって採るのかというと、単純に地表を這はう根もあるのでそこを掘ればいいだけである。

「なるほど。で、バッシュレンコンっていうのは？」

「泥から掘り出すと空を飛んで逃げようとして、捕まえようとするとものすごく痛い体当たりをしてくるレンコンです」

「……やなレンコン……」

「あの体当たりは痛いですよ、本気で。前に逃がしたのを捕まえようとしたフォレダンさんが、胸板に直撃を食らって五メートル以上吹っ飛ばされてましたから」

「うわあ……」

　重量級のフォレストジャイアントを五メートル吹っ飛ばすとは、本当にレンコンなのだろうか？　その疑問で、春菜と澪の心が一つになる。

「持ってきてもらってなんだけど、それ大丈夫なの？」

「ちゃんと止とどめは刺してあるはずなので、大丈夫だと思いますけど……」

「けど？」

「ポメと同じで、たまにちゃんと止めを刺せてなくて、料理しようとした時に強烈な一撃を貰う事があるんですよね」

「うわあ……」

　聞くんじゃなかった、という顔で呻うめく春菜と澪。

　ポメも大概物騒な野菜だが、少なくとも攻撃的ではない。ミスして爆発させた時の被害は多分バッシュレンコンと大差ないだろうが、調理しようとしただけで攻撃される事はない。そう考えると、バッシュレンコンとやらは相当気が荒いらしい。

「で、その実物が……」

「ちょっと待って！」

「はい？」

「多分フラグ立ってるから、戦闘態勢を！」

「春姉、こっちは準備ＯＫ！」

　アルチェムの不穏当な説明を聞き、即座に起こりうる事態を想定して準備をする二人。

　こういう話題があった以上、絶対に一本は生きている。というより、生きている前提で準備をしたほうが間違いが少ない。

　そんなよく分からない理由で戦闘準備を始めた二人を、たかが食材を取り出すだけだというのにという顔で見てしまうアルチェム。

　それも武器を準備するだけならともかく、春菜は補助魔法でガチガチに強化をし始めたのだ。

　確かに今は防具を身につけていないので、防御力に不安があるのは分かる。が、バッシュレンコンはそこまで強いモンスターではない。というか、そんなに強いモンスターなら、栽培しようなどとは考えない。

「えっと、出しますね？」

「うん」

「いつでも」

　妙な空気にアルチェムは苦笑しつつも、籠の中からバッシュレンコンを四本取り出す。

　この時点では大人しかったため、もしかしてフラグは回避できていたのかと微妙に油断し、手近な一本に手を伸ばした次の瞬間、

「わっ!?」

「やっぱり！」

「ちぇい！」

　四本のバッシュレンコンによるオールレンジ攻撃が始まった。

　微妙に油断してはいたものの完全に警戒を解いていなかった春菜と澪は即座に一本ずつ仕留めたのだが、完全に油断しきっていたアルチェムは反応が遅れ、どうにか最初の襲撃を回避するのが精一杯であった。

「きゃあ!!」

　微妙な角度でターンし、アルチェムのスカートに飛び込むバッシュレンコン。

　予想外の動きに驚き、硬直してしまうアルチェム。その一撃でスカートが派手に裂け、天井にぶつかるかどうかというところで澪に輪切りにされて生命活動を止める。

　その隣では、まだまだアルチェムの災難は続いていた。

「あうっ！」

　バッシュレンコン最後の一本の渾こん身しんの体当たりが見事に鳩尾みぞおちあたりに直撃し、そのまま民家の壁を突き破って隣の家屋にまで突っ込んでいってしまったのだ。

　もしものために一定量のダメージを軽減するバリアを全員にかけてあったからよかったものの、そうでなければアルチェムは大怪我をしていたであろう。それだけの一撃である。

　そして、隣の家屋では宏がマッドな作業をしているわけで……。

「なあ、春菜さん……」

　隣の家屋に飛び込んだ春菜と澪を出迎えたのは、特にこれといって被害を受けた様子もなく、ただひたすら困惑しているだけの宏であった。

　アルチェムに組み敷かれたとかそういう事はなかったようで、十分距離があいているからか、とりあえず困惑はしているが冷静さは失っていない。

「宏君、大丈夫だった!?」

「まあ、僕自身は特に被害はあらへんかったけど……」

「けど？」

「いっぺん、神様を問い詰めなあかんのちゃうか、って思うんは気のせいか？」

　微妙に意味不明な発言をする宏に対し、怪け訝げんな顔を見せる春菜と澪。

　その顔を見て苦笑しながら、とりあえず見てもらったほうが早いと判断したらしく、作業スペースに二人を連れていく宏。

「……これは……」

「……うわぁ……」

「さすがに、これはないと思うねん」

「確かに、これはない……」

　宏の言葉に、絶句しながら頷く春菜と澪。

　彼女達の目の前では、宏が作成途中の謎植物が、マンイーター相手にコブラツイストをかけながら、子供には見せられない感じの縛り方でアルチェムを拘束していた。

「というか、どうしてこうなったの？」

「最初はな、単にアルチェムを確保して適当にぶら下げとっただけやねんけど……」

「けど？」

「飛んできたレンコン食った途端に、こっちが救助する暇も与えず電光石火の早業であんな感じに縛り上げおってな」

「うわあ……」

　どうやら、あのレンコンはエロレンコンだったらしい。

　経口摂取する事でそのエロレンコンの性質を受け継いでしまった謎植物が、お約束をやるためにアルチェムを見事に縛り上げたようだ。

「どうしたもんやろうなあ？」

「どうしたもなにも、私達が近寄ったら、ミイラ取りがミイラになるんじゃ……」

「やろうなあ」

「ボク、汚れになる年じゃないと思う」

「相談してないで、助けてください～！」

　微妙に視線をそらしながらのんきに相談する三人に、切実な悲鳴を上げて必死に救助要請をするアルチェム。

　とりあえず、この謎植物をマンイーター対策としてそのまま使う案は、ボツになるのであった。
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「いつも思うんだが……」

「何？」

「まともな食材って、ないもんだよなあ……」

「あー……」

　しみじみと言った達たつ也やの言葉に、なんとなく返事を返せずに頷うなずいてしまう宏ひろし達。

　何しろ、今食べてるのがケンキャクザケという、遡そ上じょうする時に鍛えた足で断だん崖がいを越える鮭なのだから、達也の言葉を否定する要素はどこにもない。

　しかもその足というのが土踏まずまできっちりあるマッシブな、誰がどう見ても健脚だという代物なのだから余計にだ。

　もちろんこの世界にも、ちゃんと普通の鮭はいる。ただ、普通の鮭のシーズンが秋口なのに対し、ケンキャクザケはちょうど今頃が旬。遡上のピークは二週間ぐらいしてからだそうだが、気の早い連中がすでに川を遡さかのぼってきている。

　因ちなみに、ケンキャクザケの足をほぐしてマヨネーズで和えると、ツナマヨにそっくりの味になる。そのため、今エルフの里では具にツナマヨならぬアシマヨを入れた握り飯がブームになっている。言うまでもなく、マヨネーズの作り方はすでに伝授済みだ。

「握り飯の中に鮭が入ってると思ったら、出てきたのがこれってのはひどいと思わないか？」

「ウデヤマメとか居おるんやし、こういうのが居ってもええやん」

「というか、だ。腕だけとか足だけだとか中途半端に生えるんだったら、ちゃんと四肢を生やして普通に半魚人になれと言いたいんだが」

「それはあるわね、実際」

　達也の意見に同意する真ま琴こと。

　いっそギルマン的な何かなら逆に据わりのよさに落ち着くのだが、見かけるのがこう、中途半端な連中ばかりというのは勘弁してほしい。

「半魚人……」

「ん？」

「美お味いしいのかな……？」

「食うのかよ……」

「っちゅうか、半魚人系のが居おったとして、そいつらはモンスター枠なんか人間枠なんか、どっちなんやろうなあ？」

　澪みおの言葉から食う食わないの話題になりかけたところで、ふと気になった事を宏が告げる。

　その疑問点に、真剣に悩む真琴と達也。

「難しいところね……」

「意思疎通ができるなら人間、本能で攻撃してくるならモンスターか？」

「まあ、分けるとしたらそこでしょうけど、意思疎通できてもモンスター枠ってのもいるし……」

「とはいえ、ゴブリンが一応人間枠だって事を考えると、人間枠の可能性が高いよな」

　ある面において割とどうでもいい事を、妙に真剣に検討する一同。

　遭遇した時に判断すればいいだけの事なのだが、こういう疑問が出ると真面目に議論してしまうのが彼らの彼らたる所以ゆえんだろう。

「考えてみると、実際に遭遇しないと分からないよね」

「そうだよな」

　結局、当たり前の結論に達したところで議論が終息する。

　とりあえず言えるのは、モンスター枠だったら間違いなく一度は食べられるかどうかチャレンジするであろう、という事だけである。

「で、まあ、話を戻すと、だ」

「ん？」

「たまには、根っこがパイルバンカーになってるだとか、空飛んでオールレンジ攻撃してくるだとか、調理ミスると自爆するだとか、魚のくせに腕が生えてるだとか、そういう妙な性質を持ってない、見た目がまともで性質も普通な分かりやすい食材に出会いたいんだが、どう思う？」

「珍妙な食材でもいいじゃない、ファンタジーなんだから」

　達也のぼやきに対し、後ろに『み○を』、とか有名な書道家の名前をつけたくなるような台詞を吐く春はる菜な。

　とはいえ、こんなふざけた会話で引き合いに出すのは、さすがに彼かの偉人に対して失礼極まりないだろうが。

「なあ、春菜」

「何？」

「何でもかんでもファンタジーだから、で済むと思うなよ」

「いやだって、ファンタジーだからとしか言いようがないし」

　ファンタジーだからといって、食材がまともな生態系を成しているかどうかすら不明で許されるわけではないと、声を大にして言いたい達也。

　そもそも、いくらファンタジーだとしても、普通の漫画や小説のほとんどは、使われている食材は地球とそんなに変わらなかった。せいぜいドラゴンとかその手の生き物の肉がある程度で、いくらなんでもレンコンが空を飛んでオールレンジ攻撃を仕掛けてきたりはしない。

「大体、前々から思ってたんだが、お前らよく初めて見る正体不明の蛍光色の菜っ葉とか、躊躇ためらいもなく調理して口に入れられるよな。料理とかは触ってないからはっきり言えないが、ゲームの時はこんな妙な食材、ほとんど無かった気がしたんだが？」

「まあ、確かにゲームにはここまで種類豊富に変な食材は揃ってなかったけどね。そこはもう、最初の一カ月で慣れたし」

「兄貴と澪は知らんやろうけど、夏の盛りの頃の旬の食材って、ものすごい格好とか色合いのんが多かってんで」

「それで、真琴が文句を言わないわけか……」

「そういうこと」

　達也と澪がこちらに出現した九月頃というのは、地球でもおなじみの食材が多く旬を迎える。それゆえにファンタジックな感じの珍妙な野菜や果物はそれほど出回っていなかったが、宏達がウルスに到着した夏の盛りと言えば、メタリックなドドメ色のキャベツっぽい野菜だとかマッスルな外見の瓜うりだとかが最盛期だった。

　いくら腐敗防止による保存技術があるとはいえ、やはり市場での売り物は穀物以外は旬のものが主流。それらの食材に手を出さないと食べる物の選択肢が急激に狭まる上に、どうしても数段割高になってくる。

　それゆえに、宏も春菜もえらい見た目の食材に引きながらもいろいろ試し、最終的には食べて死なない物なら何でも食べようとする習慣がついてしまったのである。

　真琴に至っては、料理名から食材や調理方法が分からないものをロシアンルーレット的に試すしかなく、どん引きするようなものでも残すともったいないというお婆ちゃんっ子の彼女の性格から食べないという選択を取る事ができずに、春菜と合流する頃には食わず嫌いは基本的に完全に消えていた。

　そういった体験をしていない上、大概のものは見た目にも綺き麗れいで食べやすい味に仕上げてくれる料理人が複数いたため、達也も澪も食えそうにないものを食わされる、という体験はしていない。

　それでも澪は、自身が料理する立場ゆえに未知の食材を毒見する事も多いが、基本食い専の達也はファンタジーな世界の、あれで何な食材を直視する機会はほとんどない。

　言ってしまえば、彼のぼやきはそういう恵まれた立場にある人間の贅ぜい沢たくのようなものである。

「そもそも兄貴、ワイバーンとかに文句言わんくせに、野菜に文句言うんはおかしない？」

「ワイバーンはファンタジーって感じだったし、ロックボアも普通の肉と大して変わらんからなあ」

「ワイバーンもファンタジーなら、この辺の草もファンタジーでいいと思うんだけど……」

　春菜の言い分に苦笑する。確かに、うっすら発光している蛍光色の草とかはファンタジーと言えばファンタジーだ。ただ、大抵のファンタジーはその手のものを食べたりしないため、食材と言われると突っ込みたくなってしまうだけである。

「達也、とりあえずある程度は諦あきらめなさい」

「しかねえか」

「とはいえ、あたしもいい加減そろそろ、舞まい茸たけとかエリンギとかチンゲン菜とか、そういうパターンで新食材を見たいとは思うわね」

　達也を窘なだめつつも、かつてはマイナーだったり日本になかったりした、農業技術や輸送技術の発達で広く食べられるようになった食材を例にあげて要望を出す真琴。

「まあ、探せばあるやろうな」

「ダールとかフォーレとか、あのあたりに期待、かな？」

「そこまで行かにゃならねえのかよ……」

　微妙にうんざりした顔でぼやく達也。

　実のところ、エルフの里で採れる農作物も、大半は別段特に変わったところのない普通の作物なのだが、いくつかがピンポイントでおかしな性質をしているため、突っ込み気質でまだまだ日本の常識に判断基準が引きずられる達也の許容範囲を超えがちなのである。

「まあ、飯の話は置いとこうや。現状、食材の見た目以外に特に困るような事もあらへんし」

「そりゃ確かに、ぼやいてもどうにもならん話ではあるが……」

　宏の言葉にしぶしぶ頷くしかない達也。基本ヘタレのくせに、こういうところは妙に図太いのは、多分職人の領域だからであろう。

「兄貴らの方、今どういう状況なん？」

「とりあえず、割とやばそうなところにあったハンターツリーとかは全部やってきたぞ」

「あと、神殿前以外に生えてたマンイーターは、根っこが生えてそうなところ全部土を掘り出して、達也の魔法で完全に凍りつかせておいたから」

「ほな、当分は大丈夫やろな」

　現状手が空いている達也と真琴は、エルフの村からゴブリン、フォレストジャイアント、フェアリーの各村への道を見回り、ルート的に危険な場所に生息しているハンターツリーやマンイーターを駆除して回っていた。

　特にハンターツリーはフォレストジャイアント以外にとっては致命的だし、体が小さいゴブリンとフェアリーは、マンイーターも他の種族より危険度が高い。

　それ以外の動物系モンスターは、わざわざ自分から仕留めて回るような真似はしていない。キリがない上に、あまり狩りすぎると生態系にどんな影響があるか分からないからである。

「で、ヒロの方は？」

「とりあえず、今は最終チェックの段階や。あれがいけたら、一気に駆除が進むはずやで」

「これでようやく神殿へのスタートラインにつけるわけか。で、決行はいつになる？」

「マンイーターの駆除自体は、最終チェックで問題がなかったら明日の朝からの予定や。ただ、これで終わってくれる保証はあらへんから、それ以外の準備もしといたほうがええやろう」

　宏の言葉に頷く一同。

　ゲームや物語のお約束、というやつを考えるなら、マンイーターを駆除するのは第一ステップ以上のものではないだろう。感じからいって何者かの陰謀、という類たぐいのものではなさそうだが、正直陰謀なんかよりも偶発的な何かの方が怖い。

「とりあえず、何かがあると仮定して、どんな準備が必要だと思う？　私は、陰謀関係に対する備えは多分いらないと思ってるけど」

「攻略組の経験と勘から言うなら、森林型のダンジョンに対する備えが必要ね」

「その根拠は？」

「マンイーターがあれだけ繁殖してるのに、周辺が平和すぎると思わない？　しかも、ルートがふさがれる前に比べて、アランウェン様の神殿に行く機会が激減してるっていうのに」

　真琴の言わんとしている事を察し、真剣な顔で頷く宏と春菜。

　確かにあれだけの数の肉食植物が固まって繁殖し、その勢力を三十年近く維持できているというのに、このあたりには瘴しょう気きの影響が非常に少ない。

　宏や澪の感覚では、少なくとも神殿へのルートは地脈の通る筋からは外れているが、逆に言うならマンイーターの生み出す瘴気が、地脈の汚染以外の何かに使われているという事になる。

「せやなあ。ルートが異界化を通り越して、ダンジョンになっとってもおかしくはあらへんなあ」

「そういうこと。だから宏、澪、できれば脱出の手段も用意しておいて」

「了解や」

「任せて」

　経験者の勘、というやつを信じて頷く二人。

　真琴の勘が外れてもかまわない。備えなんてものは、基本的に無駄になって何ぼなのだ。

「じゃあ、午後からのお仕事に入るか。俺と真琴は最後の見回り、ヒロは最終チェックでいいとして、春菜と澪は何するつもりだ？」

「ボクは、ダンジョンアタックの準備」

「私は……、折角だから、訓練も兼ねて農作業のお手伝いでもしてくるよ」

「分かった。じゃ、行くか」

　食事を終えた達也の言葉に頷くと、自分達の予定に合わせて行動を始める一同。

　エルフの村に到着してから五日。そろそろ彼らの滞在期間も終わりが見えてきたようだ。
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「しかしよう、こんなめんこい客が畑仕事さ手伝ってくれっとは、世の中何が起こるか分かんねえもんだべなあ」

「んだんだ」

「長生きはするもんだべ」

　春先に植える苗の世話をしながらのエルフ達の言葉に、思わず苦笑する春菜。

　美形ぞろいのエルフに可愛いと言われても、どう反応していいか分からない。しかもこいつらの本性は、田舎のエロ親父やセクハラおばさんである。

「しかも料理上手だべさ」

「おら達の村で採れるもんで、あげに珍しくてうめえもんさ食えるとは思わなんだべ」

「料理は、知ってるかどうかも大事だから」

　さんざん持ち上げてくるエルフに、できるだけ控えめに答えを返す。あまり堂々とした反応をすると、それはそれで餌え食じきにされそうだし、そもそも大した事はしていない。

「折角だから、うちの村に嫁さこねえか？」

「マルガのところのせがれ、嫁いねえべ」

「アドーのとこもだよ」

「セネガルの嫁は、新婚早々お告げ聞いて出ていっちまって、今はどこほっつき歩いてるのやら」

　農家の嫁問題が深刻なのは、日本も異世界も人間もエルフも変わらないらしい。

　なんとなくやばい方向に話が進みつつある事を悟り、話題を変えるために質問を飛ばす。

「えっと、これは間引く？」

「……んだなあ。微妙な線だべが、まあ間引いちまったほうが間違いがねえべ」

「これって、少しぐらい植えるのが遅れても、ちゃんと育つかな？」

「気候にもよるだが、土地と気候さ合ってれば、そこまでひ弱な作物でもねえだ」

「じゃあ、貰もらっていい？」

　春菜の唐突な問いかけに、エルフ達が怪け訝げんな顔をする。

「構わねえけど、どうすんだべ？」

「今回の件が終わったら、ラース麦の栽培指導に人を連れてウルスに行くでしょ？　その時についでだから、向こうの試験農園に植えてみようかなって」

「なるほどな。んだば、もっと種類と数があったほうがいいだか？」

「ん、そうだね」

　春菜の言葉を聞き、間引いたものの中からよさげな苗を取り分けて集め始めるエルフ達。

「こんなもんでいいべ？」

「ん、十分。ありがとう」

「いいべいいべ。どうせ捨てるか乾燥させて肥料にするだ。よそで育つなら、苗も本望だで」

「んだども、終わってからウルスに持って帰ると、さすがに時間さ経ちすぎねえか？」

「ウルスに帰る時は、転送石を使うから大丈夫」

　転送石と聞いて、納得しつつも心配そうな顔を見せるエルフ達。

　彼らにとっても、転送石というのは高価で貴重なものだ。それをそんなにホイホイ使っても大丈夫なのか、というのは気になるところであろう。

「転送石だか……」

「そげな高いもん使うて、大丈夫だべ？」

「大丈夫大丈夫。必要なら、宏君がいくらでも作ってくれるし」

　あっさり言ってのけた春菜の台詞に、エルフ達は思わず目をむく。

「あの坊主、そげにすげえ腕してるだか？」

「多分、ウルスどころか世界を探しても、宏君に勝てる職人はほとんどいないんじゃないかな？」

「信じられねえだよ……」

「んだんだ」

「まあ、それはしょうがないとは思うけどね」

　エルフ達の反応に同意するしかない。寿命が短いヒューマン種の、それもまだ小僧とか坊主と呼ばれてもおかしくないぐらいの年の男が、世界でも屈指の職人だとは誰も信用しない。

「あ、そうだ」

「なんだべ？」

「この村に転移陣を設置したいんだけど、いいかな？」

「転移陣？」

「そんなもんが必要だべか？」

　唐突に出てきた単語に、急激に場がざわめく。いかに田舎者で平和な性格をしているとはいえ、転移陣という物の危険性を理解していないようなおめでたいエルフはいない。

　彼らの安全と安あん寧ねいは、南部大森林地帯という巨大な樹海と、詳細な場所が分からないという隠れ里の特性によって守られている。

　転送石や転移陣は、その二つの障壁を一発で無力化してしまうのだ。

　これが、転送石程度ならまだいい。物によるとはいえ、あれで運べる人数や物資はたかが知れており、しかも使い捨てで相当高価なものだ。余程強い人間を連れてこない限りは、地味に戦闘能力の高いエルフ達にとって、それほどの脅威となり得ない。

　だが、転移陣は違う。転移陣は転移ゲートほど大規模な輸送はできないが、移動する人間のほんの少しの魔力を使うだけで、その気になれば何人でも送り込める。しかも、人が引ける程度の荷車やそこに積める荷物も一緒に、だ。一度に一人ずつとはいえ、再使用は転移を確認してすぐに行えるのだから、それなりの人数を簡単に送り込める。

　しかも最大の問題は、転送石と違って、一度も来た事のない人間を簡単に送り込める事にある。それらの問題を考えると、さすがに簡単にうんとは言えない。

「まあ、普通に考えたら、誰が出てくるか分かんないからＯＫとは言いづらいよね」

「だべなあ」

「とりあえず、つなぐ先はうちの工房の中。用途はラース麦の栽培指導に必要な人員や道具類の移動と定期的な行き来のため。いちいち転送石を使うのも面倒かな、って思ったんだけど」

「確かに、ウルスさ簡単に行けるのは便利だども……」

「その工房とやらが制圧されて、おら達の村に大軍さ来る可能性はねえべか？」

「多分、うちの工房が制圧されるようだったら、転移陣があってもなくてもこのあたりは無事で済まないと思う」

　エルフ達のもっともな質問に対し、真剣な顔で断言してのける春菜。

　現実問題として、アズマ工房が制圧されているという事は、間違いなく国の中枢は今の王家以外が握っているだろう。

　さらに言えば、工房の守りを強引に突破できるだけの戦力を持っているという事は、間違いなくバルドをはじめとした例の集団が絡んでいるわけで、その時点でファーレーンは隅々まで瘴気で汚染されている事間違いなしだ。

　このあたりの地脈がウルスの地脈とつながっている以上、その時はこの村も間違いなく瘴気に飲みこまれている。

「それに、転移陣の設定をいじれば、私達の許可がない人間がこっちに来れないようにできるし」

「なるほどなあ。その設定を勝手に書き換えられる事はねえべか？」

「ファーレーンの騎士団をして要塞以上の防御力とセキュリティを持ってるって言い切った工房に侵入、もしくは制圧して、その上で世界最高峰の付与術師でかつ魔道具職人が作った転移陣の設定を許可なく書き換えられる力量の人が、わざわざうちの工房を制圧しようと目をつけた時点で、十中八九は転移陣の有無ってあんまり関係なくなってると思う」

「だべか？」

「うん。それができそうでそういう事をしそうな集団って、私の心当たりだと一つしかないけど、その集団のやり口だったらうちの工房をどうこうするより先に、まず地脈に瘴気を流し込んで国全体を汚染するほうを優先させるだろうから」

　バルドの戦闘能力と魔導技術を思い出し、そう断言する春菜。

　言動などを総合して考えるなら、あれはまず間違いなく下っ端だ。良くて現地のプロジェクトリーダー、悪ければ現場監督ぐらいの立場だとは思われるが、逆に言えばそのレベルですら、その気になればウルスぐらいの規模の都市を壊滅させられなくもない戦闘能力を持っていたのだ。

　はっきり言ってしまうなら、彼らがウルスを瘴気の供給源にしようなどと考えずに、ただ単純に地脈の汚染とファーレーンの壊滅だけを狙って行動していたのであれば、今頃地図の上からはファーレーンもこの村も消えていただろう。

　多分それではいろいろ足りないからそういう真似をしようとしていたのだろうが、考えてみれば実に回りくどい事をしている。

「ただ、その集団って、前に戦った感じでは下っ端でも普通に空を飛ぶし、小規模な街の一つや二つは普通に壊滅させられそうだから、力技で来たら多分止める手段はないけど」

「そげな厄介なのがいるんだべか？」

「とりあえず、ウルスにいたのは排除したんだけどね。本気でただの下っ端だったけど」

「その話が本当なら、おめえら強かったんだべなあ」

「私達がこの村に、っていうかアランウェン様の神殿に来たのも、その絡みでなんだ」

　嘘か本当か分からない事を言い出す春菜に、判断できずに顔を見合わせるエルフ達。

　春菜がこういう嘘を言う人間ではない事も、宏と澪が職人としては年齢に見合わない腕を持っている事も事実だが、かといって全面的に信用するには話が大きすぎる。

　彼らのような普通の村人に判断できる話ではない。

「……残念ながら、おら達には判断できねえだ」

「……村長と長老に相談してくんろ」

「うん、了解。どっちにしても、アランウェン様の神殿に行って帰ってきてからの話だし」

　春菜の言葉に頷くと、各々の作業に戻る。

　作業を始めてすぐに下ネタセクハラ込みのあれで何な話題に戻るあたり、おっさん属性は意外と強いものなのだと思い知る春菜であった。
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「ここですか……！」

「なかなかの風情ですな」

　国王と約束した三日後。予定どおりエアリスはドーガを連れ、ファムの案内で飲食店街のやや外れにあるそば屋に来ていた。

　店構えは木造平屋のどことなく風情がある建物で、少なくともファーレーンでは見かけない建築様式である。それもそのはずで、建物自体は出発前に宏が図面をでっち上げて店主に託したものであり、そば屋である以上彼が引いた図面が日本建築以外であるはずがない。

　そのため、周囲から浮いているような溶け込んでいるような、不思議な景色になっていた。

「とりあえず、エル様、じー様」

「どうしました？」

「なんじゃ？」

「美味しいには美味しいけど、過度の期待は駄目だよ？」

「分かっていますわ」

　ファムの言葉にそう返事を返し、迷いのない足取りで暖の簾れんをくぐる。

「いらっしゃい。三人かね？」

　そばを打っていた店主らしき男が、入ってきた三人にそんな風に声をかけてくる。

「ええ」

「おっ、ファムか。また来てくれたんだな」

「ああ、うん。ちょっとこっちの二人に頼まれて」

「なら、下手なもんは出せねえなあ」

　そう言いながら、手慣れた手つきでそばを打ち続ける。

　彼が打っているのはそば粉八のいわゆる二八そばというやつだ。店主の力量では、十割そばは上う手まく作れなかったらしい。とはいえ、同じそば打ち職人のエアリスの目から見れば、この店主もなかなかの腕前は持っている。

「さすがに商売をなさるだけの事はあります」

「ファムの関係者ってところで予想はしてたが、そば打ちが分かるって事はやっぱりお嬢さんもヒロシの関係者か？」

「ええ」

「って事は、ますます下手なものは出せねえなあ……」

　などと言いながらもそばを打ち終え、動きを止める事なく茹ゆで始める。

　いい感じに茹で上がったそばをどんぶりに移し、仕込んであった温かいダシ汁をたっぷりかけ、手早く刻んだネギを添える。

「まあ、ヒロシの関係者だったら、かけそばだよなあ」

　注文も受けずに用意するだけ用意し、言い訳がましくそんな事を言う店主。だが、三人とも普通にかけそばを頼むつもりだったので、当然文句はない。

「あいつらが作る物にゃまだまだ届かないから、あんまり期待はしてくれるなよ」

　予防線を張りながらも、ダシが香るかけそばを三人に出す。

　全員が出されたそれに迷わず箸はしを突っ込み、最初の一口をあまり音を立てずにすすり上げる。

「……なるほど」

「エル様？」

「いえ、不十分なお醤しょう油ゆでずいぶんと美味しいおつゆを作っておられて、驚きました」

「やっぱり、醤油は分かっちまうかあ……」

　エアリスの指摘に、どことなくがっくりした様子を見せる店主。

　その様子に苦笑しながら、次の一口をすする。じっくり吟味したあと、さらに評価を続ける。

「少々小麦粉の引きが荒いような気がします。あと、水の回しが少し早いのではないでしょうか？」

「小麦粉は、ちっといいのが手に入らなかったんだ。水回しは注意はしてるんだが、なかなか安定しねえんだよ」

　精進あるのみだな、と自じ嘲ちょう気味に呟つぶやく店主に、ほんのり笑顔を浮かべて言葉を続けるエアリス。

「ですが、今までヒロシ様以外のおそばを食べた中では、一番美味しいですよ。さすがにご商売をなされるだけの事はあります」

「大将、前食べたときより美味しくなってるよ。自信持ちなよ」

「……ありがとうよ」

　エアリスとファムのフォローに、小さく笑みを浮かべる店主。

　話をしているうちに、いつの間にか数人の客が入っている。

「あら？」

「客が増えてきましたな」

「このお店、結構繁盛してるんだよね。天ぷらとか珍しいものがあるし」

「では、あまり長居をしても申しわけありませんね」

「いや、ゆっくりしていってくれればいい。あいつの関係者なら、ちょっといろいろと試してほしいものもあるしな」

　そう言って、さっと天ぷらを揚げて盛りつける。そのほかにもそばがきとそば雑炊を少しずつ用意して三人の前に出す。

「ご馳ち走そうするから、向こうが終わったらちっと感想を聞かせてくれ」
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「ありがとうございます」

　とりあえず伸びる前にかけそばを食べきり、そば雑炊とそばがきに口をつける。

　そばがきに関しては、麺として食べる方法を宏が持ち込むまでは、むしろこういった食べ方の方が主流であった。なので、それ自体は珍しいものではない。違いがあるとすれば、ダシを使った繊細な味付けをしている事ぐらいだろう。

「こういう食べ方をこの味付けで食べるのもいいよね」

「美味しいですよね」

「これを食べると、そばが雑穀である事を思い出すのう」

　そば雑炊をすすりながらしみじみと語るドーガに、そういえばそうだよなあ、みたいな顔をする少女二人。最後に天ぷらを食して感想を述べ合う。

「やっぱり、揚げ物は揚げたてがいいよね」

「からっと揚がっていて、美味しいです」

　割とべた褒めに見える店主の料理だが、なんだかんだで細かいところで結構きっつい駄目出しを貰うのであった。
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「あの、皆さん……」

　エアリスがそば屋を訪問した日は、宏達にとってアランウェン神殿までの正規ルート解放作戦の決行日であった。

　その朝食時に、何やら思いつめた顔をしていたアルチェムが恐る恐るという感じで口を開く。

「ん？」

「どないしたん？」

「私も、一緒に行っていいでしょうか……？」

　アルチェムの言葉に、怪訝な顔をする日本人達。

　正直、アルチェムがついてくる理由が分からない。

「またいきなりだな。とりあえず、理由を聞かないと判断できん」

「あと、あんたの戦闘能力も気になるわね」

　とりあえずアルチェムに対して、なぜ唐突にそんな事を思い立ったのかと、どれぐらい戦えるのかを確認する事にする。

「まずは、理由からやな。何でまたいきなりそういう話になったん？」

「昨晩、アランウェン様からお告げがありまして……」

「前にもよく聞いたフレーズ……」

　アルチェムが語り出した理由を聞いて、明後日あさっての方向に視線をさまよわせながら呟く澪。

　言うまでもなく、よく聞く原因となったのは、現在ウルスで大人しく姫ひめ巫み女こをやっているはずの犬チックなお姫様である。

「具体的には？」

「皆さんと一緒に行って、そのまま直接神殿に来るように、と」

「行動としては具体的やけど、理由に関しては全然教えてくれてへんお告げやな」

「まったくだな」

　実害が及ぶ可能性があるだけに、神様のありがたいお言葉でも容赦なく駄目出しをする宏達。

　この場合、アルチェム自身にもかなりの危険が及びかねないので、ますます言葉としてはきつくなる。

「それともなんや、自分がアランウェン様の巫女かなんかになる、っちゅう話なん？」

「分かりません。ただ……」

「ただ？」

「今、もう一度お告げがありまして……」

　ものすごくいいタイミングで下された神託に対し、宏達が思わずジト目になってしまったのは仕方のない事であろう。この場合、アルチェムがどうというよりはむしろ、わざわざ監視してタイミングを計っていたアランウェンに対する突っ込みが主成分である。

「自分に怒ってもしゃあないから、何言われたか言うてみ？」

「あ、はい。これは試練だから、連れてこれないなら対話に応じるつもりもない、だそうです……」

「……こっちの神様って、みんなこんな感じなのか？」

「まあ、ある意味神様らしいと言えばらしいかも。主にギリシャ神話的な意味で」

　アルチェムが受けたお告げに対する達也の感想に、春菜が苦笑しながらコメントする。

　実際のところ、ギリシャ神話だけでなく日本神話にも、似たような神様の話はないでもない。彼らがあまり詳しくないというだけで、多神教国家の神話には、こういう面倒なタイプの神様が普通に登場するものなのかもしれない。

「あの、みんなこんな感じなのか、というのは……？」

「ああ。ウルスにいた時にな、アルフェミナ様がありがたみがないぐらいホイホイ顔を出してだな……」

「それも、事件が終わったあとの平和な時に、割とどうでもいい感じの理由で下りてきては、妙なところにこだわった感じの注文をつけてくるの」

「元々あたし達は信仰心って観点では微妙だったけど、あれで本格的に株が大暴落した感じだったわよね」

「神様なら、もっと勿もっ体たいつけてほしい」

　彼らのアルフェミナへの駄目出しの嵐に、目を白黒させるアルチェム。

　どうやら時空神様は、立場としては五大神に入るというのに随分とフットワークが軽いお方らしい。上位がそれならば、比較的下位に属するアランウェンが洒落のきつい性格なのも仕方がないのではないか、などという主張は多分通じないのだろう。

「まあ、話は分かった」

「アポイント取りたい相手の要望やったら、連れていかんっちゅう選択は取れんやろうなあ」

「となると、戦闘能力が問題よね。あんた、どのぐらい戦える？」

　どの程度戦えるかを知っておかないと、連れていく上での心構えができない。

　ずぶの素人と多少は戦えるのとでは、注意するポイントや戦闘時に取ってもらう行動が大きく変わるし、戦力としてカウントできるのであればなおの事だ。

「とりあえず、捕まりさえしなければスラッシュジャガーはどうにかできます」

「その口ぶりやと、捕まった事あるみたいやけど、よう無事やったなあ」

「何人かでモンスター駆除をしていた時でしたので、すぐに援護と回復魔法が飛んできたんです。ただ、その時の感じから、さすがに力比べでスラッシュジャガークラスの獣を押し返すのは無理だと分かってはいますが」

「普通はまあ、そうだろうな」

「チェットやヤーナおばさんは、地面に引きずり倒されても普通に押し返したりしますけど……」

　エルフとは思えない力技に、微妙にどん引きする一同。

　だが、考えてみれば、収穫時にはフルプレートを着て農作業をするような連中だ。エルフというイメージにそぐわないだけの馬鹿力を持っていても、何ら不思議はない。

「まあ、そこは置いとこう」

「スラッシュジャガーがどうにかできる程度の腕前、っちゅうんは分かった。具体的にはどういう戦い方するん？」

「弓を主体に、四属性魔法による攻撃と障害魔法での足止め、ですね。小型のモンスターに関しては、懐に入られたらとりあえず鎌かまとか鉈なたで何とかしてます」

「要するに、澪の変種か」

「微妙にかぶってる……」

　アルチェムのスペックを聞き、そんな風に判断する宏達。

　後方からのアタッカーというポジションはかぶるが、澪と違って距離を詰めての戦闘には不向きな、攻撃寄りのスキル構成という感じだ。

「罠わなとかはどう？」

「建物の中のものはちょっと。ただ、野外で使うようなものはそれなりに」

「そこもかぶってる……」

「かぶっちゃいるがまったく同じってわけでもねえし、キャラは正反対だから安心しろ」

「どうせボクはチビで貧乳……」

　達也のフォローなのか止めなのか分からない言葉に、完全にノックアウトされてしまう澪。

　順調に育ってはいるが、現在Ｃカップが目標の、だが地味にカップ自体は完全にＢにはなっていない己の胸部に悲しそうに視線を落とす。

「まあ、この様子やったら、ちょっと予定変更っちゅう感じやな」

　悲しみに浸る澪をさっくり無視して、何事もなかったかのように話を戻す宏。

　この話が続くのもあまりありがたくないと判断した他のメンバーも、とりあえずそれに乗っかる事にする。

　スルーされた澪が微妙にいじけているのを、こっそり頭をなでて慰めている真琴が趣深い。

「予定変更はいいとして、どうするんだ？」

「とりあえず先に種まきだけやって、アルチェムの腕前確認したら弓と簡単な皮かわ鎧よろい作ったろうか、ってな」

「弓って、材料は？」

「ハンターツリーがあるやん」

　宏のある意味予想どおりの回答に、またこのパターンかと内心で苦笑する達也と真琴。

　とはいえ、アルチェムの装備を強化するのは、今回に関してはある意味必須である。

　何しろ、エルフ達が使っている武器も防具も、今自分達が使っている物と比べれば確実に三つはランクが落ちる。

「とりあえず、さっさと種まきしてこよか」

「手伝うよ」

「ボクも」

「別に、全員で行けばいいじゃない。種まく範囲もそこそこ広いんだしさ」

　そもそも定点固定型のアクティブモンスターの根元に種をまく必要があるため、一人二人でやるのは厳しい。二人一組で一人がマンイーターの攻撃を鎌で防いでいる間にもう一人が種をまく、というやり方になるのはある意味当然と言えば当然だ。

　そういう理由もあり、真琴の提案に従い、結局は全員で種まきを行う事になるのだが、

「……うわあ……」

「締め上げてる……」

「かじってるやつもいるな……」

「あ、アルチェムが捕まった」

「彼女は私が救出するから、どんどん作業進めちゃって！」

　そうやってあわやのところでエロトラブルを回避してまかれた種は、大方の予想を覆して瞬く間に発芽し、ものすごい勢いでマンイーターを駆逐し始めた。

　蔦つたの生えた樹木という体ていのその植物は、マンイーターを根っこのかけら一つ残さずに引っこ抜いたかと思うと、コブラツイストだの噛かみつきだので締め上げてあっという間に枯らし、即座に自身も枯れて次の株へ、という流れでどんどんとマンイーターを仕留めていく。

　周囲の植物には一切影響を与えていないのが素晴らしい。

「あの植木鉢でなくても、こんな勢いで育つのかよ……」

「品種改良技術の勝利やで」

「品種改良というより魔改造の類ね、あれ……」

　真琴がぽつりと漏らしたコメントが、宏が作り上げた謎植物に対する皆の一致した意見であった。




　　　　☆




「さて、予定よりちょっと遅くなったが、出発するか」

「せやな」

　種まきから二時間後。アルチェムの準備も終わった事を確認した達也が、出発を宣言する。

　あと一時間もすれば昼食という微妙な時間だが、そこまで引っ張るとさすがに遅くなりすぎる。

「神殿までって、どれぐらいかかる？」

「特に何もなければ、三十分ちょっとというところです」

「なるほど。仮にダンジョンが存在しなくても、十中八九は何か起こるだろうから、ざっと一時間ぐらいはかかるか」

「ちょうど昼ぐらいになるわね。異界化してなければ、の話だけど」

　アルチェムの回答に対していろいろ微修正を加え、おおよその所要時間を確定させる。はっきり言って、自分達がトラブルに巻き込まれないなどという夢物語を、彼らは誰一人信じていない。

「ダンジョンアタックになりそうやったら、早めに昼飯済ませなあかんやろうな」

「入る前に食事を済ませるのは、基本」

　宏と澪の言葉に頷く真琴。

　どんなタイプのものであれ、ダンジョンの中で食事をするというのはなかなかに難しい。当たり前の事だが、モンスターの出現の仕方が野外とは違うため、落ち着いて休憩できる場所があるかどうか自体がネックになるのだ。

　故に、仮に食事ができたとしても、パンを水で流しこむような食事というより、空腹を紛らわせるというのが正しいものになりがちである。

　神殿までのルート上に問題がなかったとしても、十中八九ダンジョンアタックが必要になると踏んでいる宏達にとっては、次の昼食がこの件でまともな食事ができる最後の機会になる可能性が高い。そこから先は、事が終わるまではちゃんとしたものは食べられないだろう。

　その前提で春菜があれこれ工夫を凝らした携行食を用意してあるため、そういう面では一般的な冒険者よりははるかに恵まれてはいるが、日頃から良い食事をしているだけに貧相な飯というイメージは避けられない。

「出発前に最後の確認」

　火の始末を終え全員が己の荷物を持ったところで、春菜が声をかける。

「皆、すぐ出せる位置にポーションは準備してある？」

「もちろん」

「最悪の場合に備えて、ロープ、鉈、鎌、ピッケル、手斧おのは人数分ある？」

「そこらへんはぬかりあらへんで」

「爆薬代わりのポメは、在庫十分？」

「補充した」

　春菜の指さし点検に、一つ一つ答えていく一同。なお、この場合のポメは普通のものだ。まとめて爆発させれば、品種改良品でなくても十分爆薬として使える破壊力があるのである。

　一見間抜けそうに見えたり、一部聞き捨てならない単語が混ざっていたりするが、こういう些さ細さいな事をちゃんとやっていくのが、この先生きのこるために大切なのである。

「全員、バフアイテムは持った？」

「もちろんよ」

「じゃあ、適度に気合いを入れて、出発だね」

　思いつく限りの確認を済ませ、今度こそ出発する。

　順調に行けば三十分、という言葉とは裏腹に、マンイーターがはびこっている間に獣の通り道になってしまったせいか、結構な頻度でモンスターと遭遇する。

　アルチェムとの連携の訓練になっていい、というレベルではあるが、それでも人が通らなくなって草に占領された道とあわせてなかなかの足止め要因になっており、アルチェムいわくの中間地点まですら、三十分以上の時間がかかってしまう。

「大した距離やあらへんのに、えらい手こずっとんなあ」

「三十年も人が通らないと、やっぱり道もすごい事になりますよね……」

　もはや獣道とも呼べなくなっているその道を必死になってかき分けかき分け進んでいきながら、違う意味で前途多難な状況にぼやきが漏れる。

　アルチェムという案内がいないか、かつて道があったというなごりを宏と澪が見分けられていなければ、とうの昔に迷子になっていただろう。

「で、この辺でどれぐらいの感じ？」

「そうですね。四分の三は過ぎた、と思います」

「そっか。そのタイミングでダンジョン、とはねえ」

「えっ？」

　真琴の言葉に驚き、あたりをきょときょと見渡すアルチェム。

　その様子に少しの間苦笑を漏らすも、すぐに表情を引き締めて言葉を続ける。

「ほら、あのあたりよく見て。ちょっと空間がゆがんでるでしょ？」

「えっ？」

「あたしとか達也が気がついてるぐらいなんだから、ヒューマン種より感覚器が鋭いエルフなら分かるはずよ」

　真琴が指示したあたりを真剣に睨にらみつけ、アルチェムが間違い探しをするかのようにじっくり観察する。三十秒ほどして、ほんのわずかに不自然な揺らぎがあった事に気がつき、もう一度よく見る。

「えっと……、あっ！」

「あったでしょ？」

「はい。でも、あんな些さ細さいな違い、よくすぐに分かりましたね？」

「まあ、今回はたまたまって感じね。ダンジョンがあるかもって先入観があったから、どうにか見分けがついた感じ」

「私、その先入観があっても気がつきませんでした……」

「そりゃまあ、アルチェムはダンジョンなんて入った事ないでしょ？　それも、こんな普通の空間の異界化が行きつくとこまで行ってできたタイプのやつは」

　真琴の指摘に頷くアルチェム。

　彼女に限らず、この近辺に住む種族は誰一人としてそんな経験はない。

「そういや、真琴はこっちでもそういうダンジョンに入った事あるのか？」

「一回だけね。できてすぐの若いダンジョンだったから、ボスも雑魚でそんなに難しくはなかったわ。その割に報酬が美味しくてそこそこいいアイテムも手に入ったから、金欠だった当時はすごく助かったのよね」

「なるほどな」

　真琴の言葉に納得する達也。

　なお、もっともらしい理屈をつけて説明しているが、真琴が気がついたのは本当に偶然である。

　ダンジョンがあるという先入観がなければ、下手をすれば宏達が止める間もなくそのまま突入していた可能性が高い。

　達也も似たようなものだが、真琴より若干感覚の能力値が高い分、ドングリの背比べ程度ではあるがこういうケースでは有利だ。

「まあ、ダンジョンも発見したんやし、ちょっと休憩スペース作って飯にしようや」

「師匠に賛成」

「そうだね。タイミング的にもそんな感じだし」

　ダンジョンを発見してしまった以上、この後まともな食事と休憩は厳しい。

　ならば、ここでしっかり休んで英気を養い、気力が充実した状態で突入したほうがいいだろう。

「とりあえず、ちょっと距離を置いて準備したほうがいいんじゃない？」

「せやな。こういう時って何が起こるか分からへんし」

　真琴の提案に頷き、仮にラッキースケベ系エロトラブルが発生して吹っ飛ばされたとしても、間違ってもダンジョンに突入する羽目にならない程度に距離を置いて準備を始める。

　準備とはいっても、主な作業は自分達の腰より高い位置にある雑草を刈り取って、シートを敷いて座れるスペースを作るくらいの事なのだが。食事の邪魔なので鎧の類も脱いでいる。

「こんなもんでいけるか？」

「十分。お疲れ様」

「最初からある程度分かってたけど、冒険者って物語と違って現実だと、地味な作業が多いわよね」

「そらそうだろ。冒険なんて未開の地に足を踏み入れるケースが多いんだから、泥臭い作業も増えるさ。特にこっちの世界は、ダンジョンがこういう森の奥とか山のてっぺんとかに多い上に、大抵そこまでの道は整備されてねえんだし」

「そうだよね。というか、こっちの仕様だと、大抵のダンジョンは街や国の経営資源として管理とか無理な気がするし」

　春菜の指摘に、思わず乾いた笑いを浮かべながら同意するしかない達也と真琴。

　放置しておくとどんどん範囲が広がっていく上、拡大を止める方法がダンジョンを攻略して消滅させるしかないのがこの世界のダンジョンである以上、よくあるような迷宮都市というのは、そう簡単には成立し得ないだろう。

　因みに、この手の突発的に発生するダンジョンというやつは、ゲームの時は大体突発イベントとして期間限定で実装されていた。消滅条件もイベントごとに違い、大半はイベント期間が過ぎれば自然消滅か、全プレイヤーのクリア回数が指定回数を超える事で消滅、のどちらかであった。

　とはいえ、中には煉れん獄ごく一歩手前というイベント史上最大難易度を誇る極悪なダンジョンのように、参加プレイヤー全員が協力して全てのマップを埋めた上で、同じく全員で協力してダンジョンで起こる全てのイベントやクエストを発生させてクリアし、最後に誰か一組のパーティがボスを仕留める事で消滅、というものもあり、普通は二週間程度のイベント期間が、クリア条件を達成できずに三カ月かかったケースもある。

　もちろん、今回のケースのように普通に起こるクエストを進めていくと発生するようなものもあり、そういうダンジョンはクエストを進めているプレイヤーか、そのプレイヤーとパーティを組んでいる者にだけ入口が見える仕様になっている。

　もっとも、今回の場合は因果関係は逆で、ダンジョンが発生したからクエストにつながっているわけだが。

「まあ、迷宮都市がないわけじゃないんだけどね」

「えっと、ウォルディスの首都だっけ？」

「あと、フォーレにも一カ所。それから、都市として発展してるわけじゃないけど、国が管理してるのがダールの陽炎かげろうの塔とかそこらへんね」

「その手の数百年単位で残ってるところは、大体都市を作るには向いてない場所にあるからなあ」

　達也の言葉に頷いて、とりあえずダンジョンの仕様については話を切り上げる。理由は明快で、単純にさっさと食事をしたいからだ。

　因みに、今回の昼食は豪華幕の内弁当。いろいろとアレな食材が混ざってはいるが、見た目は普通に彩り豊かで美味しそうな幕の内である。

「そういえば、春菜は向こうにいた時、誰かとパーティ組んでたり、どっかのギルドに所属したりはしてたのか？」

　いただきますを済ませ、味がよくしみ込んだシイタケの煮物に箸をつけながら達也が聞く。

「半固定、みたいなパーティはあったよ。ただ、ギルドは最初は参加してたけど、受験生やってる間になくなってて、他に参加っていうとあっちを立てればこっちがたたず、って感じになったから基本はフリー。あんまりがっつり攻略とかしてなかったしね」

「春菜だったら、いろんな意味で勧誘多かったでしょ？」

「まあ、確かに多かったよ。ただ、アバターは身長以外は中一の時のままで、私小学校の頃はあんまり発育よくなかったから。サービス始まった頃は、第二次性徴も全然始まってなかったし」
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　春菜の言わんとしている事を察し、いろいろと脳内で微修正をかける一同。

「つまり、体型的には真琴といい勝負、と」

「むしろ負けてるかも」

　つまり、それだけ絶壁で凹おう凸とつが少なかった、と言いたいらしい。

　事実、胸はともかく腰から尻にかけては真琴もそれほど悪くはないボディラインをしている。が、鳥ガラ体型で背が高い、というのは、別の意味で素晴らしいプロポーションと称賛される事がある。

「お前さんの顔でそういう体型だったら、ファッションモデルとかできるんじゃないか？」

「実際、その手の誘いもあったよ。中二の頃はものすごく身長伸びてたし」

　その頃は、まだ職人プレイヤーも普通に堂々とゲームをしていた。

　なので、布系装備のデザインカスタマイズ製品に関して、モデルのような事をしている人物もそれなりにいたし、防具のデザインに関しては例の事件が起こるまでに二度ほど、ファッションコンテストのようなプレイヤーイベントも行われていた。

　ファッションコンテスト自体は事件のあとも二度行われたのだが、どちらも職人プレイヤーが不参加を貫いたため、ドロップ品のごく普通の装備を展示する場、みたいな感じになってしまった。

　そのため、どうにも盛り上がりに欠けて三度目は開催されていない。製造の自由度が高いゲームで職人全体に危害を加えてしまうと、こんなところにまで影響が出てしまうのだ。

　因みに、課金アイテムで装備品の外見だけをカスタマイズするアイテムもあるのだが、普通の人間には使いこなせるようなものではなく、また、下手にカスタマイズして、職人だと疑われ嫌な目にあったという体験談も少なくなかったために、容姿変更系と違ってほとんど使われていない。

「あと、一回だけ演劇なんかも誘われてやったよ。タイトルは、エディスの恋模様」

「今思い出したんだが、もしかして、主役の？」

「うん、主役のエディス役。その一回のために演劇取って、結構育てたんだから」

「そうか。春菜の顔、どこかで見た事があると思ったら、あの劇か。目の色とか目つきとか、あと髪型とか髪の色とか、あと年齢が違ったから分からなかったが、よくよく思い出してみりゃ、輪郭とか顔のバランスとかはほとんど同じだった気がするぞ」

「さすがに輪郭とかパーツのバランスとか大きくいじると不自然になるから、いじったけどちょっと本格的な整形程度だったんだよね。やっぱり知ってる人がよく観察すれば分かっちゃうか」

　春菜の言葉を聞き、去年ぐらいにゲーム内で見た劇を思い出す達也。

　公演回数は四回。公式のイベント動画にもアップされた、とても評判のよかった劇である。

　達也も澪を連れて観劇し、アマチュアのものとは思えないコミカルながらも押さえるところはきちっと押さえた素晴らしい脚本とゲームの機能を駆使した演出、そして何より役者達の真剣な演技に大いに感動し、惜しみない拍手を送ったものである。

「それにしても達也さん、あの劇見てたんだ」

「おう。あれ、ものすごく評判よかったんだが、もう一度やるとかはないのか？」

「あ～、あそこは、同じ演目は基本的にやらない主義だし、私も受験生になるからちょっと触れないし」

「なるほどな」

　春菜の説明を聞き、いろいろ納得する達也。

　受験生という単語を聞かされてしまうと、他のメンバーも納得するしかない。とはいえ、アルチェムにはまったく理解できない話ではあるが。

「とりあえず、話を変えるというか戻すとして、だ」

「うん」

「聞くまでもねえとは思うが一応確認しておく。規模の大きい異界化したダンジョンに潜った経験がない、ってわけじゃねえんだよな？」

「あるよ、当然。ソロでもパーティでも何回も潜ってる」

「なら、そんなに心配はいらねえか。アルチェム以外は全員経験があるわけだしな」

　達也の言葉に、一つ頷く春菜。

　澪と違ってあまり大がかりだったり難しかったりするのは無理だが、パーティメンバー全員が気をつける必要がある類の罠が分かる程度には、その手のスキルも育てている。

　まあ、その程度のスキルは、ダンジョンに潜るプレイヤーが最低限のたしなみとして身につける必要があるものではあるが。

「とりあえず、そういうフィールド型のダンジョンは、建造物型とか洞どう窟くつ型とはまた違ったクセの悪さがあるから、そこら辺は注意が必要ね」

「だな。何しろ、情報自体が何一つない」

　そのまま、食事を続けながら注意すべきポイントについて意見交換する一同。

　話題に対しては置き去りになりがちなアルチェムも重要な内容に真剣に聞き入り、分からない事は積極的に質問をする。

　そうやって真琴以外はこちらに来てから初、アルチェムにとっては生まれて初めてのダンジョンアタックに、ちょっとずつテンションを上げていく日本人達であった。






エルフの森編　第六話






「まいったもんやなあ」

「困りましたね……」

　出だしからの性格が悪いとしか言いようがない展開に、のんきにぼやく宏ひろしと深刻な顔をするアルチェム。

　この状況でエロトラブルに巻き込まれてしまうと二重の意味で命が危ないため、宏は慎重にアルチェムとの距離を取っている。

「ヒロシさん、連絡はつきましたか？」

「そこは問題あらへん。ただ、見事に二人ずつ分散させられたみたいでな、なかなか難儀な感じになっとる」

「難儀な感じになってるって……」

　言葉の割に深刻さを感じさせない宏の口調に、思わず眉まゆをひそめてしまうアルチェム。

　普通に考えれば、こういう形でパーティを分散させられてしまうのは、かなり致命的な状況のはずである。間違っても、こんな風にのんきな会話をしているような状況ではないはずだ。

　少なくとも、先ほどまで連絡を取り合っていた春はる菜なは相当取り乱していたらしい事は、宏の対応を見ていただけのアルチェムにも分かる。

　アルチェムとしては、いくらアランウェンの指示があったとはいえ、足手まといだと分かっていて無理やりついてきた自分に何か起こるのは許容するつもりはある。故に自分が危ない目にあうのはいいとしても、他のメンバーがいくら自分よりはるかに経験豊富でも、こんな風に分散させられた状態ではその実力を十全に発揮する事はできないのではないか。そちらの方が心配である。

　ここまでの会話で分かるとおり、ダンジョン化した森に突入した瞬間、彼らは見事に分散させられていた。

　空間を捻ねじ曲げてのやり口ゆえ、現在位置すら分からないという、なかなかに洒落にならない状態だというのに、宏はさほど焦った様子を見せない。

　それが不思議であり、どうにも理解できないアルチェム。

　そんなアルチェムをなだめるように、宏が口を開く。

「分散させられてしもたんはどうしようもないんやから、深刻ぶってもしゃあないで」

「でも、ここはダンジョンなんですよ？」

「ダンジョンやわな」

「出口も分からない上に、私は完全に足手まといですよ？　悔しい事に、きっとヒロシさんの足を思いっきり引っ張ります。それに他の皆さんだって、このままだと危ないんじゃ……」

「ようある話や」

　そう。パーティを分散させるトラップなど、実によくある話なのだ。

　ついでに言えば、レベルの低い誰かと一緒に行動している時に限って分散のトラップに引っかかる程度の事は、それほど珍しくはない。

　敵の強さが分からないため、あまり楽観的に構えるわけにもいかないのは事実だが、連絡が取れる状態で分散させられた事に焦っても仕方がない。達たつ也やとアルチェムの組み合わせで飛ばされていたら、戦闘面で最悪だっただろうが、それが回避できているのは現状見てのとおりである。

　それが分かっている以上は、落ち着いて行動する事がこの場合一番重要だ。

　多分、アルチェムもそんな事は言われなくても分かっているだろう。

　だが、生まれて初めて突入したダンジョンで仲間達と無理やり引き離され、戦闘面ではどこまで頼りになるかよく分からないヘタレ風の男とペアを組まされるという状況で、落ち着けと言われても難しいのは仕方がないだろう。

　宏もそれが分かっているようで、不安を訴えるぐらいは聞き流している。

　そのまま暖の簾れんに腕押しといった風情の会話を続けてアルチェムをクールダウンさせながら、もう一度周囲をぐるりと見渡してぽつりと呟つぶやく。

「それにしても、難儀な感じやな」

「何度も言わなくても、分かってます」

「いや、多分自分が考えてるんと僕が言うてるんとでは、難儀の種類が違うで」

　不思議な事を言い出す宏に、ただ嘆いているだけだったアルチェムが怪け訝げんな顔をする。

　そんなアルチェムの態度を確認し、話を続ける事にする宏。

「多分、このダンジョンは通路の構造が変わるタイプや」

「えっ!?」

「まずくせもんなんが、壁も天井も木と蔦つたでできとる、っちゅうところやな。足元も雑草が生えとって地面が見えん。石壁とかレンガの壁がずっと続くんも大概やけど、この光景も大概自分の現在位置が分かりづらい」

「そうなんですか？」

「せやねん。仮に動かへんかったとしても、少なくとも普通の人間の目やと、景色の違いをはっきり認識、記憶するんは厳しいやろうと思うで」

　ずっと森に囲まれた村で暮らしてきたアルチェムにはピンとこない事を言いながら、壁の状態やら何やらを慎重に確認する宏。

　宏が安心と信頼の十フィート棒で壁をつついた瞬間、つつかれた蔦と枝がもぞもぞ動き始める。

「予想どおりやな」

「動きましたね……」

「これで、構造が変わる、っちゅうんも確定したやろ？」

「はい」

「こんだけ動いたら、目印つけるんも無意味や」

　宏の言葉には、頷うなずく以外の選択肢がない。多分というかほぼ確実に、地面に矢印などを刻んでもすぐに消えてしまうだろう。

「ついでに言うたら、最初が最初やから、ワープの類たぐいがないとも言い切れんねんな」

「ですよね」

「と、いうわけで、や」

　何やら結論を出したらしい宏が、ポールアックスを構えて壁の前に立つ。

「馬鹿正直に通路通ったる理由も薄いし、一番瘴しょう気きが濃いと思われる場所にまっすぐ突っ込んでいくんが、いっちゃん手っ取り早い」

「はいっ!?」

　アルチェムが素すっ頓とん狂きょうな声を上げたのを華麗にスルーし、腰の高さで薙なぎ払うように豪快にポールアックスを振るう。

「往生せいやあ!!」

　腕力向上の補助魔法によって多少とはいえ強化された腕力で振るわれた、爆熱の簡易エンチャントを乗せた斧刃によるスマイトは、その過大な破壊力で豪快にダンジョンの壁を叩たたき斬きり、燃やし、爆発させて吹っ飛ばした。

「ほな、行こか」

　過剰な破壊力により、普通に人二人ぐらい通れる大きさの穴が開いた壁を指さし、何事もなかったかのように平然と言ってのける宏。

　見た目の派手さや結果の凄すさまじさとは裏腹に、普通のモンスター相手だとワイバーンやケルベロスはおろかピアラノークに対してもそれほど大きなダメージにならない攻撃ではあるが、対物破壊という観点では他のメンバーの追随を許さない荒技である。特に斧おのの攻撃が効きやすい樹木系だった事もプラスに働いた。

　なお、今回の最大のポイントは、ダンジョンの壁を破壊するなどという力技をやらかしたくせに、宏がまったく消耗していない点であろう。

「あ、あの……」

「ん？」

「こういう方法って、ありなんですか？」

「やってできた、っちゅう事はありなんやろう」

　アバウトな宏の返事に、何をどう言い返すべきなのか分からずに、なんとなく耳を倒したような感じでため息をつくアルチェム。性的な面では無防備で常識に欠ける上にかつエロトラブル発生体質のくせに、それ以外の部分では妙に常識的な少女である。

「なんにしても、こんだけぎっしり木とか蔦とか生えとったら、何ぞ珍しい素材の一つや二つもあるやろう」

「あの、目的が変わってませんか？」

「さて、ガンガンいくで！　素材が僕を待っとる！」

　アルチェムの突っ込みを無視してそう一声吠ほえると、隣の部屋の壁に突撃をかける宏。

　森の民であるエルフとしてはあまり許容したくない行動をとる宏に呆あきれつつ、他に迷わず進む方法がなさそうだとどことなく諦あきらめをにじませながら、仕方なくといった感じで後をついてくアルチェムであった。




　　　　☆




「邪魔っ！」

　カブトムシを一息でばらばらにし、少しでも瘴気が濃いほうへと急ぎ足で進む春菜。

　珍しい事に、誰がどう見ても今の春菜は焦っていた。

「おい、落ち着け！」

「でもっ！」

「心配するのは分かるが、ヒロもそう簡単にはやられねえよ」

「そっちを心配してるんじゃない！」

　新たに飛んできた大型のスズメバチを視線も向けずに切り捨て、感情的に叫ぶ。

　どちらかと言わなくとも穏やかな気性であり、あまり感情的に叫ぶイメージのない春菜が声を荒げるのを聞き、思わず内心で唸うなってしまう達也。

「まあ、ヒロとアルチェムの組み合わせってのは、確かに不安をそそるのは分からんでもないけどな……」

「あの組み合わせで戦闘中にアルチェムさんのあれが出たら！」

「だから、言わんとしてる事は分かってるから落ち着け」

　基本的に年長だからこういう役割を求められる達也だが、大抵の場合は一緒になだめる側に回るはずの春菜をこうやって落ち着かせないといけない、というのは想定外の大珍事だろう。

　年齢からするとかなり達観していて落ち着いている春菜だが、こういう部分はやはりまだまだ未成年だという事が分かってほっとする半面、この状況で分かってもありがたくないという気持ちもある。

「まず、今回のこの状況は、どうやっても回避できなかった。これはいいな？」

「……うん」

「で、だ。状況や条件を考えれば、そもそも孤立しなかっただけマシだ。あいつは確かに凄まじくタフだが、まだまだ火力は足りねえ。ダメージは受けないにしても、単独だと数に押されて立ち往生しかねない。だから、攻撃役としてアルチェムが一緒なのは、考えようによっちゃ運が良かった」

「……そうかな？」

「弓が新しくなった分、単純な攻撃能力なら澪みおより上だからな。防御回りに難があるからトータルの戦闘能力じゃ俺らにはかなわんにしても、純粋に火力があるから澪と組ませるよりは条件がいい」

　春菜が懸念している事に対して、何の慰めにもなっていない回答を出す達也。

「最初から、そこはあまり心配してないんだけど……」

「もう一つの要素に関しちゃ、余程の偶然で運よく俺とあいつが組む事になったケース以外じゃ、誰と組んでも同じだよ。アルチェムが特にそういうトラブルを起こしやすいってだけで、他の女が似たような事をやらかさないと言いきれるわけじゃねえ」

　結局のところ、アルチェムはエロトラブルの特性が高いだけで、宏ひろしにとってすれば達也以外の誰と一緒でもあまり変わらないのである。

「なんか、すごくひどい事言われてる気がするんだけど……」

「実際のところ、ハンターツリーあたりに不意打ちされたら、お前でもあんまり人様にお見せできない格好で捕まる可能性は、結構高いだろう？」

「……まあ、そうかな？」

「そういうわけだから、焦ってもしょうがねえ。むしろ、俺らがそういう状況になったら、あいつらを助けに行くどころじゃなくなるんだからな」

　達也に言い聞かせられ、不ふ承しょう不ぶ承しょうという感じで頷く春菜。

　どうにも違和感がぬぐえない状況に、心底困ってしまう達也。

　どうやら当人の自覚が皆無なだけで、春菜は予想以上に宏に入れ込んでいるらしい。エアリスといい春菜といい、その男の趣味はどうなのかと言いたくはなるが、蓼たで食う虫も好き好きだ。

　そこに文句を言っても無駄だし、そもそも妻さい帯たい者しゃの達也が変に口を挟むと、ロリコンの称号に加えて浮気の疑いをかけられるという二重に避けたい状況になりかねない。

　故に、男の趣味云うん々ぬんに関して達也は普段から口出しはしないが、自身の感情を制御できず、無謀な事をするなら話は別だ。思いつく限りのやり方で頭を冷やさせなければいけない。

　そうしないと、この場合春菜だけでなく達也も道連れにされてしまうのだから。

「それにしても、なあ……」

「何？」

「澪が暴走する可能性は想定してたが、まさかお前さんがここまで焦るとは思わなかったぞ」

「そりゃ、ずっと一緒にやってきたパートナーが危ないと思ったら、焦りもするよ」

「そういう種類の焦り方に見えなかったから、想定外だったんだよ」

　微妙にうんざりした顔で、この際だからついでに刺せる釘は刺しておこう、などと考える達也。

　春菜の事だから、一度納得すればある程度自身の感情をコントロールできるだろうし、無意識のうちに宏にとって致命的な事をやらかして、いろいろこじらせてしまうのも厄介だ。

「達也さんから見て、どういう風に見えてたの？」

「言っちまっていいのか？」

「遠慮なく言って」

「そうだな。手ごわい恋敵に男を取られそうになって、でもどうにもできなくて焦って空回りしてる女、って感じだったぞ。いや、むしろ自分のものだったはずの男を持ってかれた、っつうか、依存してる相手がどこかに行ってしまいそうな恐怖に怯おびえてる小娘、ってところか？」

「えっ？」

　かなり予想外の事を言われ、思考が完全に停止する春菜。

　そんな状態でも飛んできたハエ型モンスターを反射的に切り捨てるあたり、なかなか人間離れした能力を持っている女だ。

「別に、それが悪いとは言わねえよ。恋愛結構、青春結構。ヒロはあんなだし、お前さんはモテそうな割にそっち方面は疎いみたいだから、むしろそういう話が出てきたのは大いに結構な事だ」

「……」

「が、惚ほれた腫はれたで平常心をなくすと、恋でもそれ以外でも碌ろくな事はねえ。あいつの事もあるからお前さんの恋はできるだけ応援するが、その結果がどうであれ、俺達もヒロも、お前がいないといろいろまずい。無論、それはこの場にいない真ま琴ことや澪にも言える事だがな」

　思考がまとまらないらしく、完全に沈黙してしまった春菜に対して淡々と説教というか演説というかを続ける達也。

　今までが今までだったために、こういう事を言われるのは初めての春菜は、空回りする思考と感情をもてあます。大抵の事は理性的に処理してきた彼女にとって、経験した事のない状態である。

「結局、最後に結果を出せるやつは大抵、どんなに感情を高ぶらせてもどこかに平常心を維持してるもんだ。漫画とかでもよくある台詞だが、頭はクールに、ハートは熱く、ってな」

「達也さん、他人事だと思って簡単に言うよね」

「他人事だからな。第一、今までお前さんはそれができてたんだ。今回だけできねえとは言わせねえぞ？」

　気軽にあっさり春菜の苦情を退け、いつの間にどこからか這はい出てきたアブラムシっぽいモンスターの群れを炎の壁を立てて全部焼き払う。

　奥の穴からさらに出てこようとしている連中は、とりあえずファイアーボールを穴の中に叩き込んで爆発させて一気に追い立て、途切れたと思われるところでグランドナパームで全滅させる。

　延焼とかそういう問題について一切考えない荒いやり口だが、これでもダンジョンが燃える事はないという確信のもと行っていたりする。

「それで、だ。気がついてるか？」

「えっと、何が？」

「お前、本気でいろいろキてたんだな……」

「うっ……」

　無理やり力技でとはいえど、どうにか頭を冷やす事に成功した春菜としては、達也が言わんとしている事は正直耳が痛くて仕方がない。まだ心の中で焦りはくすぶっているが、そんな状態でもさっきまでの自分はさすがにないと断言できてしまうのだ。

「ちっと振り返ってみろ」

「ん」

　達也に言われ、背後を確認する。答えは一いち目もく瞭りょう然ぜん。

「道がふさがってる？」

「おう。どうも、さっきからちまちまと構造を変えてるらしい。マッピングは無意味だと思っていいだろうな」

「って事は、敵の強さはともかく、構造としてはかなり厄介なダンジョン？」

「そうなるな。ちょっと方針を考え直したほうがいい」

　達也の言葉に頷き、足を止める。

　どうやらこの区域のモンスターは先ほど焼き払ったのもので全てらしく、新たに何かが出現する様子はない。

「考え直すのはいいけど、どうする？　選択肢としては、このまま瘴気の濃いほうに向かうか、あえて回り道をするか、ぐらいだけど」

「そうだな。といっても、結局最終的には瘴気の濃いほうに行く事にはなるとは思うが」

「じゃあ、このまま瘴気をたどっていく？」

「当座はそれでいいか。三つぐらい分岐を抜けたら、もう一度考えよう」

「了解」

　達也の言葉に従って方針を決め、とりあえず次の三さん叉さ路ろまで進んでいく。

　二人が通り過ぎたあとには、派手にやられすぎて素材の剥はぎ取りどころではない状態の死し骸がいが大量に残されるのであった。




　　　　☆




「さて、面倒な事になったけど、どう見る？」

　宏が壁をぶち抜きにかかり、春菜が焦りに支配されていた頃、真琴と澪は最初に飛ばされた広場から動かず、腰を据えて話し合いを始めていた。

「個人的には、師匠より春はる姉ねえが心配」

「その心は？」

「師匠とアルチェムのセットは、春姉にとって地雷」

　予想外に冷静な澪の言葉に、思わず納得しつつ感心する真琴。

　温泉で宏と鉢合わせしたあたりから、春菜が地味にアルチェムを警戒していた事には気がついていた。もっと正確に言うなら、宏とアルチェムが一緒にいる時は、だろうか。

　春菜の立場なら、複数の意味で妥当な態度であろう。

「でもさ、あの二人の組み合わせって、誰が見てもいろいろ不安あるわよ？」

「戦力的には問題ない。エロトラブルはむしろ、師匠のリハビリ」

「いやいやいやいや」

　あまりにもえげつないというかひどい事を言い出す澪に、ノーカウントで突っ込みを入れる真琴。

　さすがにリハビリとしては少々刺激が強すぎるのではないか、という気がひしひしとする。

「真琴姉、いい加減多少の性的な要素を含む突発的な物理的接触ぐらい役得程度でスルーできるようにならないと、師匠のためによくない」

　珍しく難しい単語が並んだ長文でえらい事を言いきる澪に、思わず頭を抱える真琴。

　暗殺者の時に大量に刺した釘が、まったく意味をなしていない感じだ。

「あのさ、澪」

「急ぐなっていうのは分かる。でも、今いる世界はファンタジー」

「だから？」

「スライム、ローパー、サキュバス」

「なるほど、言いたい事は分かったわ」

　出てこないとは限らず、出てきてしまうと展開的にいろいろとまずい事になりそうなモンスターを列挙され、思わず深く納得してしまう真琴。

　特に一番最後のはヤバい。危険だ。場合によっては発禁になる可能性すらある。

　他にも、宏にとっては格好の素材であるジャイアントスパイダーなども、下手に巣にかかってしまえばこれまた人様にお見せできない格好で絡まってしまう可能性は十分にある。

　イソギンチャクタイプのモンスターやスライムあたりも、子供が手を出してはいけない漫画やゲームなんかでは定番だ。

　ファンタジーというやつは、そういう方向で注意すべき生物は種類が豊富なのである。

「確かに定番ね、いろんな意味で」

「分かってくれたらいい」

「てか、澪。あんたその年でその手のネタを平然と口にできるって、一体今までどんなものに手を出してきたのよ？」

　真琴の厳しい突っ込みに、視線を明後日あさっての方向に向けて口笛を吹く仕草をして誤魔化す澪。

　はっきりと断言しよう。いくらなんでも、中学一年生女子がその手のネタに詳しいのは、いろんな意味で間違っている。しかも、澪の口調からは間違いなく、十八歳未満お断わりの、いわゆる本番シーンがばっちりねっとり描写されているものに手を出していると断言できる。

　いくら向こうでは半身不随だったとはいえ、親御さんはこの娘に好き放題やらせすぎなのではないだろうか？

「これで通じる真琴姉も大概だと思う」

「あたしはもう成人してるからいいのよ。っていうかむしろ、うちのメンバーで通じないのって、春菜ぐらいなんじゃないの？」

　地味にオタク率が高い日本人メンバー。

　もっとも、いくらＶＲＭＭＯが市民権を得て、オタク扱いされないレベルの一般人が普通に触るようになったといっても、ネットゲームに手を出している人間というのがそれほど低くない確率でオタク系の趣味を持っているのは彼らの世界でもそれほど変わらない。

　むしろ、ゲームや漫画などにそれほど興味がない春菜が、サービス開始から続けているほうが意外なのだ。

　とはいえ、確かに春菜はあまりオタク系のネタは通じないが、そういうネタに嫌悪感を持っているわけではない。下ネタや性的な話題に対しても、過度に食いつく事もなければ潔けっ癖ぺきにはねのける事もなく、ほどほどの感じでスルーしている事が多い。

　ついでに言えば、男女関係なくそういう類の本やら写真やらを持っていたり、そっち方面に興味を持っている事に対してはそういうものだと流している、いろいろな面で実によくできた娘さんなのである。

「だったら、ボクだけ文句を言われる筋合いはない」

「高校二年ぐらいならある程度黙認もするけど、あんたこっちに飛ばされる直前ぐらいまで小学生だったでしょ？」

「性に対する好奇心に、年齢は関係ない」

「その代わり、一定の倫理観は必要だって分かって言ってるでしょ……」

　何というか、こちらの娘さんはいろんな意味で将来が心配である。

　半身不随というのもそうだが、それ以上に奇跡的に障害が全て快かい癒ゆして社会復帰しても、碌な道を歩みそうにないところが。

「てか、前々から思ってたけど、あんた絶対、あたし達をギャルゲ的分類で評価してるでしょ？」

「……」

　真琴の指摘に対し、またも明後日の方向を向いて誤魔化そうとする澪。

　この時点ですでに駄目駄目である。

「大方、春菜の事もサービス担当だとか実は恋愛的にはかませ系だとかそういう評価してるんじゃないの？」

「サービス担当はアルチェムで、かませ系は現在未登場」

「やっぱり分類してるんじゃない」

「……」

　語るに落ちた澪に、厳しい突っ込みを入れる真琴。

　とことんまで話題がそれている事には気がついているが、ここでうやむやにすると今後に響きそうだと考え、あえてそれたまま限界いっぱい追及を進める事にしたらしい。

　なお、語るに落ちた澪は明後日の方向を向きながら鳴らない口笛を吹き、それでも誤魔化せそうにないと知ると、怪しげな太極拳的動きをして別の突っ込みを誘おうと奮闘している。

　澪が突っ込み待ちでやっている動作はおそらく、十二の切なさをテーマにしている割には前日譚たんの小説はともかくゲーム本編は何が切ないのかいまいち微妙だった某ギャルゲーの、いろんな意味で伝説となっているオープニングのダンスと表現していいのかどうか不明な挙動であろう。

　正直なところ、彼らの時代ではすでにプラットホームとなったゲーム機自体が博物館以外に現存していないようなゲームのネタを持ってくるとか、年齢詐称でなければ一体何をどうすればこんなディープな世界に首を突っ込む事になったのか小一時間ほど問い詰めたいところである。

　とりあえず一つだけ言うならば、多分日本人チームで一番の駄目人間は、最年少であるはずの澪で間違いないだろう。

「で、気が済んだ？」

「因ちなみに、春姉は太古のギャルゲーによくあった、セーブロードができるタイミングが一日とか一週間とかの周期のくせに、毎日五本以上のランダムイベントを発生させた上でこれまたランダム発生の必須イベントを全部消化しなきゃいけなくて、そのくせ他人のどんな雑魚いイベントでも一回発生したらゲームオーバー一直線っていうトラウマ量産型メインヒロイン」

「非常に納得できるのがなんか悔しいけど、開き直ってネタに走っても誤魔化されないわよ」

「理解できる真琴姉も同類。というか、年齢詐称疑惑？」

「あんたほど詳しくないわよ。単に、所属してたギルドの最年長がちょうどそれぐらいの年代だったから、なんとなく話を聞いて覚えてただけ。っていうか、その疑惑はブーメランだから」

　突っ込みの矛先をどうにかそらせたと内心ほっとしている澪。

　だが、真琴の追及はこんな事では止まらない。

「とりあえず言っておくけど、人間そんな簡単にギャルゲー的分類でくくれはしないし、あんたみたいな年齢のガキンチョが十八歳未満禁止の作品に手を出すのは、あんたの親が許してもあたしが許さないからね」

「もう手遅れ」

「向こうに戻った時は、覚悟しなさい」

「話題作ぐらいは触りたい」

「どうせ大抵は少し待てば全年齢版が発売されるんだから、それまで我慢すればいいじゃない」

「どうやっても全年齢は無理な作品も……」

「触るな、っつってんの！」

　駄目だこのちびっこ、早く何とかしないと。実際には人の事などこれっぽちも言えない真琴が、自分の事を棚にあげてそんな事を心に決める。

　とはいえ、実際には双方ともにすでに手遅れくさいのが、この趣味の業の深いところであろう。

「というか、真琴姉。そういう話はまた後で」

「誤魔化す気満々なのが分かってるのに、追及できる状況じゃないのが悔しいわね」

　苦し紛れの澪の話題転換に、苦々しい顔で頷くしかない真琴。

　さすがに、ダンジョンの中でわざわざ腰を据えてやるような話ではない。

「それで、真琴姉。今後の行動指針はどうする？」

「その前に、まず戦力と状況の把握ね」

　ダンジョン攻略に関しては、自分よりはるかにベテランである真琴に判断を丸投げする澪。

「一応確認しておくけど、あんたの探知範囲に他の人間はいないのよね？」

「いない」

「となると、最低でもキロメートルレベルで離されてるわけね」

　高い感覚値と各種探知系スキルに裏打ちされた澪の探知範囲は、実に人間を超越した領域にいる。

　雑多な気配が入り混じり、探知スキルそのものにもかなりの妨害が入るダンジョン内であっても、一キロ前後の範囲は特に魔法などを使わなくても精密探知が可能である。その澪が言うのだから、最低でも一キロ以上の距離を置いて分散させられたのは間違いないだろう。

「あと、あんたは回復系の魔法、使える？」

「辛かろうじてマイナーヒールだけ。師匠や達たつ兄にい、春姉みたいに魔法攻撃力高くないから、はっきり言って気休め」

「具体的には？」

「最大回復量でなら、六級ポーションの平均回復量とどうにか勝負できるぐらい」

「それはドロップ品基準？　それとも宏特製のやつで？」

「その中間ぐらい」

　今の真琴や澪の能力で考えるなら、確かに気休めレベルではある。

　だが、ポーションは在庫に限界があり、中毒というリスクも存在する。第一、戦闘中にポーションを取り出して飲んだり浴びたりするのは、ペアでダンジョン攻略をするという、リスクの高い状況ではかなり難しい。

　六級ポーションにやや劣るレベルとはいえ、やはり出が速くクールタイムも短いマイナーヒールが使えるというのは大きい。

「回数的にはどれぐらい使える？」

「一分間の魔力回復量で三十回ぐらい。回復を考えずに魔力を使いきるまで、だったら一万回の大台は超える」

『フェアリーテイル・クロニクル』の消費・回復は、基本的に全て固定値である。

　ものによっては一定範囲でランダムな数値が乗る事もあるが、各種リソースの最大値とは一切関係がない。能力値が関わってくるのはせいぜい、回復系の魔法において魔法攻撃力が回復量の計算式に絡んでくるのと、ポーションの回復量に耐久や精神の能力値で若干補正が入る程度である。消費軽減には、関係するスキルの熟練度以外一切影響しない。

　体力やスタミナなど各種リソースの自然回復量に至っては、最大値に関係なく耐久と精神から計算された自然回復量で固定なので、レベルが高くてその手の能力値が低いキャラだと全快するまでに非常に時間がかかる。

「それなら、気休めよりはマシって考えていいわね」

「あまりあてにされても困る」

「分かってるわよ。次に攻撃能力だけど、新しいスキルとかは取ってないわよね？」

「ん」

「なら、確認する事は特にないわね。武器も特に変えてないし」

「師匠ならともかく、普通はあんな短時間でハンターツリーを弓に加工とか無理」

　ここらへんが初期組でかつマゾプレイを乗り越えて大きく育った連中と、中途組で他のスキルにも結構浮気している人間との超えられない壁であろう。

　澪はある種の特例で他の人間よりプレイ時間は長いが、それでも限界はある。

「となると、迂う闊かつに瘴気が濃いところに突入するのも考えものね」

「他の組と比べると、体力以外のリソースが足りない」

「まあ、そこはあたしの経験と手札の枚数でカバーするしかないっしょ。それに、他の面子と違って、こっちにはシーフ系のスキルが充実してるっていうのも強みね」

「このタイプのダンジョンはほとんど潜った事がない。あまり当てにしないで」

「それでも、中級以上を持ってるかどうかは大違いよ」

　真琴の台詞に、今一つピンとこない様子の澪。

　誰しも、自分の事となると分からないものなのだろう。

　実際のところ、真琴の言葉には何一つ嘘はない。

　シーフ系のスキルも生産スキル同様、初級と中級以上ではその有用度が極端に違う。初級で対応できる罠わなの大半は、素人が十フィート棒などを駆使すれば回避できたり解除できたりするものなのに対し、中級以上はそもそもその程度では誤作動させる事すらできないものばかりである。

　上級スキルともなると、魔法やら特定のモンスターやらがかんだ嫌がらせのような罠ですら普通に発見・解除・設置できるのだから、その有用性は計り知れない。

　ただし、シーフ系のスキルは習得条件が面倒くさい上、システムアシストがあっても上う手まくスキルを使えない人はとことんできないという性質上、生産スキルほどではないが結構な数の挫ざ折せつ者を生み出している。

　因みに真琴は初級の折り返しぐらいで止まっているが、これは挫折したからというより、このあたりで役割分担が決まり、彼女が罠を触る機会が激減したためである。

「で、このダンジョンについて、何か気がついた事はある？」

「壁がうねうね動いてる」

「本当？」

「ん」

　真琴に聞かれて、十フィート棒で壁を叩いてみせる澪。

　叩かれてうねうね動く壁を見て、思わず顔をしかめる真琴。

「これはまた、面倒ね」

「うん、面倒」

「この壁、襲ってこないでしょうね？」

「そこは不明。ただ、襲ってくるんだったら今ので攻撃が来そう」

　澪の言葉に頷く真琴。

　このパターンだと、襲ってくるのは多分、トラップとしてだろう。

「とりあえず、あたし達はリソースに不安があるし、瘴気の濃いほうにまっすぐ突っ込んでいくのは避けたほうがいいわね」

「遠回り、する？」

「する」

「じゃあ、こっち」

　澪に先導され、瘴気がやや薄いほうへと移動を開始する。

　さすがに宏のように、壁をぶち抜いて一直線に移動する、という発想はないらしい。すぐに通路をふさがれて戻れなくなるが、最初から予想していたので大して慌てる事はない。

「さて、なにが出るやら」

「エロトラップだけは勘弁」

　真琴の言葉に余計なコメントを添える澪。

　なんだかんだと言って、精神的には結構余裕がある二人であった。




　　　　☆




　一方その頃のファーレーン首都・ウルス。

「……ハニーに会いたい……」

　ウルス城の片隅にある殺風景な小さな部屋。

　そこの主である少女が、入ってきたレイオットに対してそんな事を口走る。

　彼女はかつて宏に襲撃をかけ、アルチェムもかくやというエロトラブルにより撃退され、あっさり寝返った暗殺者の少女である。

「そうだな。そろそろ問題はないか」

　レイオットの顔を見るたびに同じ事を言う少女を見て、少し思案した上で結論を出す。

　これまではいろいろ問題があって外に出せなかったが、前にレイナと組ませてカルザスに行く宏を確認させた際、無事隠密行動を遂行し、特に問題がなかった事を考えれば、そろそろ野に放っても大丈夫そうである。

　そもそも、広大なウルス城のこんな辺へん鄙ぴな忘れ去られた場所に彼女を押しこめているのも、当初の状態ではいろんな意味で外に出すのに問題があったからで、決して彼女を飼っている事がばれてはいけないから、などではない。

　世間一般の常識どころか、人間が生活する上で決して破ってはいけない種類のルールすら理解しておらず、そもそも最低限の常識すら欠く事が原因で意思疎通にいろいろ問題を抱えていればそれも仕方があるまい。

　それでも当初の予想と違い、基本的には実に従順で協力的で、定期的に食事とは違う意味での餌えさを与えておけばまず裏切る様子がなかったため、こっそり処分するという面倒な作業をする必要がなかった事は嬉うれしい誤算だったのは確かだ。

　その餌というのが、宏の使用済みのタオルや食べ終えた魚の骨といった性癖的に理解不能なものだったのは、さすがのレイオットといえども全力で引いたのは確かではあるが。

「いいの？」

「条件付きだがな」

　どんなに表情が豊かな人間でも、彼女の目ほどに感情を表現できはすまい。それほど目だけでダイレクトに感情を露あらわにする彼女に、絶対に譲る事ができない条件を突きつけるレイオット。

「条件？」

「まず、許可なく直接的な接触をはかる事は許さん」

「!?」

　少女の顔に、絶望が浮かぶ。

　持ち上げられて即座に叩き落とされたようなものなのだから、しょうがないと言えばしょうがないかもしれない。

「なぜ……？」

「当たり前だろう。そもそも、お前がやつらに警戒されないとでも思ったのか？」

「思ってた」

　少女の回答に、深々とため息をつく。とりあえず普通に街を歩いてもさほど浮く事はなくなったといっても、やはりまだまだ相手の感情を慮おもんばかったりする部分については未成熟だ。

　正直、ファムやライムの方がはるかにそのあたりについてはよく分かっている。

「お前、自分があいつを殺そうとした事を忘れたのか？」

「……覚えてない」

「都合のいい頭だな……」

　再び深々とため息をつくレイオットに、無表情のまま内心慌てる少女。

　彼女のために言うならば、別段嘘をついているわけではない。

　あの日捕縛されて暗殺者ギルドを裏切り、情報を洗いざらい吐いて襲撃まで協力した後、その褒美として口では言えない事をしてもらったあたりで、そもそもなぜ捕まったのかとか、それ以前になぜ王宮に襲撃をかけたのかだとか、そういった情報がきれいさっぱり飛んでいってしまったのだ。

　宏の事がきっちり記憶に残っていたのは、それだけ刺激が強かったからか執着が強かったからなのか、そこは実に興味深いポイントであろう。

　では、なぜ彼女の記憶がすっぽりと消えたのか？　主な原因は、暗殺者ギルドが足がつかないように仕込んであった仕掛けにある。本来なら、拘束された時点で発動して記憶を一切合財消すはずのその仕掛け、宏が使った万能薬をはじめとしたいろいろな要素が複雑に絡み合って、本来のタイミングとはかなりずれて発動したのだ。

　結果として、足がつかないようにという本来の目的はまったく果たせなかったのだが、暗殺者を捨てるための仕掛けが暗殺者の人生を変える役に立ったのは、実に皮肉な話である。

　そんな暗殺ギルドの内実に詳しい人間が王宮サイドにいるはずもなく、検査や尋問で発見できるような仕掛けでもないため、彼女がなぜほとんど何も覚えていないのか、その理由は誰一人として気がついていない。

　最後に尋問をしてから随分時間も経っている事もあり、もはや全ての仕掛けが発動し終わっているため、暗殺者ギルドについて自分がそこに所属していた事以外きれいさっぱり忘れてしまっているのだが、すでに壊滅している上に当人は元々所在地関係以外は大した情報を持っていなかったため、もう一度蒸し返される事もなく今に至る。

　当然そういう仕組みなので、一度記憶を消してしまえば仕掛けそのものが無くなってしまう。

　そういう意味では、彼女はいろんな意味でようやく人間としてスタートラインに立てたと言っていいだろう。スタートラインに立てた理由やその結果の状況については、子供の教育に悪すぎて正直あまり口にしたくはない部分であるが。

「何にせよ、お前は元々ヒロシ、というよりはヒロシがガードしていたハルナとエアリスを殺すために、この城に侵入した暗殺者だ。ヒロシに撃退されて今に至るわけだが、そういう経緯を持っている人間を、そう簡単にあっさり信用するほどあいつらもお人よしではない」

「そんな……」

　レイオットの言葉に、絶望したような表情になる少女。

　元々の表情の変化が澪よりはるかに少ないため、かえってその絶望度合いが大きく伝わってくる。

「心配せずとも、ちゃんと接触する機会を用意してやる」

「本当に？」

「ああ。というか、お前に与える役割を考えれば、いつまでも接触せずにというのは無理だろう？」

「役割？」

「あとで説明する」

　レイオットの言葉に、素直に頷く少女。

　疑問を持ってはいるが、話を聞いてからで十分だと判断しているらしい。こういう判断ができるのに、感情というものに関しての理解がほとんど無いあたりは、キリングドールという出自が関わるいびつさであろう。

「二つ目の条件は、余程の非常事態を除き、こちらの指令を最優先させること」

「ハニーの命よりも？」

「状況によるな。やつらが自力でどうにもできず、かつ、お前が命令違反をすればどうにかなる範囲であれば、多少は目をつぶってもいい」

「分かった」

「もっとも、お前にそこまでの判断能力があるとは思えないが、な」

「ハニーとその仲間の命以外で、命令違反をする必要を感じない」

「だといいがな」

　人としては明らかに駄目だろうという言葉をきっぱり言い切る少女に、軽く肩をすくめて答えるレイオット。

　そもそも、レイオットにとっては彼女は単なるおもちゃと大差ない。

　思ったより使いでがあり、かついろんな意味で面白い事になりそうだから処刑をせずに教育しているだけで、何か問題が起こればとっとと切り捨てる事にまったくためらいはない。

　自分より宏を優先させる程度なら黙認してもいいが、致命的な裏切りをしてファーレーンに被害をもたらした場合、誰がどれほど懇こん願がんしようと即座に殺すつもりだ。

「まあいい。三つ目の条件は、何があっても我々とのつながりは口にしないこと。宏をはじめとして幾人かにははじめから知らせてはおくが、お前からは絶対に口にするな」

「当然のこと」

「色に溺おぼれてあっさり口を割った女の言葉など信用できんが、まあいいだろう」

「大丈夫。ハニーに触ってもらう以上に気持ちいい事なんてないから」

「それが不安だと言っているんだがな……」

　どうにもどこまでも不安がぬぐえない台詞を聞き、思わずぼやくレイオット。

　確かにこのおもちゃは面白いのだが、同じぐらいいろいろと不安要素がある。

「最後の一つは簡単だ。知り得た情報は全て、こちらに逐一報告しろ」

　とりあえず、少女の戯ざれ言ごとを華麗にスルーして、最後の条件を指定する。

「ハニーはどんなプレイが好みかとか、メンバーの女がどこが一番感じるかとかも？」

「それを調べてどうするつもりなのかが気になるが、お前に情報の取捨選択をさせると碌な事にならんだろうからな。その手の情報も全てよこせ」

「分かった。それで、私の役割は？」

「ダールに行って裏社会と接触、彼かの国の最新の状況を調べられるだけ調べろ」

　与えられた指示を聞き、再びショックを受けた表情を浮かべる少女。

「……エルフの村じゃない……？」

「今からお前を送り込んだところで、行き違いになるだけだろうが。では聞くが、お前は南部大森林地帯でエルフの村へ行く道を見つけられるほど、森林での行動は得意なのか？」

「現地で頑張る」

「今から頑張っても手遅れだ。第一、森の中など、連中の得意なフィールドだ。お前が加わったところで、足手まといにこそなれど、やつらに貢献できる事などない」

　きつい事を言われて、しおしおとしょげかえる少女。

　事実なので反論の余地がないのが厳しい。

「だから、お前はやつらの弱い部分をフォローする必要がある。連中、裏社会に対しては伝つ手てもなければ対応能力も低いからな。そういう部分を補佐できるように、次の目的地であるダールに先に行っていろ」

「……そういう事なら」

「まあ、待て」

　納得した色を浮かべ、今すぐにでも出ていこうとする少女を呼び止めるレイオット。

　こんな様子で裏社会と接触などして大丈夫なのかと一見不安になるが、彼女を再教育した情報部の人間から聞くところによると、裏社会に接触する時は見事に冷徹な人間に切り替わるという。元暗殺者というのは伊だ達てではないらしい。

「最低限の装備と路銀を用意してある。ユリウスから受け取っておけ」

「了解」

「あと、名無しでは今後の行動に支障が出る。名前をやるから、次からはそれを名乗っておけ」

「ハニーにつけてほしい」

「贅ぜい沢たくを言うな、といいたいところだが、喜べ。この名前は、ヒロシにつけさせたものだ」

　レイオットの言葉に、一瞬キョトンとした表情を浮かべる少女。

　因みに、レイオットの言った事は嘘ではない。

　今回彼女につける名は、諜ちょう報ほう部に新しく入った女の隊員につけるコードネームの参考にするから何か候補がないかと雑談で振って聞きだしたものである。

「本当に？」

「本当だ。どうせお前がごねるだろうと思って、前もってそれとなく聞いておいた」

　レイオットの言葉に喜色満面になり、早く早くと目で催促する少女。

「レイニー・ムーン。それがお前の新たな名前だ」

「レイニー・ムーン……」

「これで話は終わりだ。準備をして出発しろ」

　レイオットに言われて一つ頷くと、無駄に綺き麗れいな体捌さばきで部屋から出ていく。

　沁しみついた癖は拭ぬぐい難いらしく、どんなに素人っぽく振る舞おうとしても、挙動に一定以上の実力が滲にじみ出てしまう。

「さて、これで打てる布石は打った。やつらに関しては、あとは高見の見物というところか」

　どう転んだところで平穏無事には済まないであろう日本人達の旅路。それを少しでもサポートできればとの考えを、打算より優先させて彼女を教育し直したレイオット。

　無論、ファーレーンの利益に関してもそれなり以上に確保できるようには動いているが、ある面では心友と呼んでもいい宏に関しては、家族と同じぐらいには気にかけている。

　そうでなければ、いかにファーレーンの利益につながると言っても、こんなリスキーな真似はしない。

「本来なら、もっとちゃんとした駒こまを動かすべきだが、そこまで手が空いていない。アレでナニな女だが、悪く思うなよ、ヒロシ」

　レイニーが出ていった部屋を施錠し、そんな事を呟く。

　一方、ダンジョン内を寄り道して採取中だった宏が、ほぼ同じタイミングで悪寒を感じ周囲をきょろきょろと見回したのは偶然の一致だという事にしておこう。
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「あの、ヒロシさん……」

「なんや？」

「それが貴重な素材なのは分かるんですけど、いつまでもこんなところでごそごそやってていいんでしょうか……？」

「馬鹿正直に最短ルートを最速で突破しても、単独でボスとやり合う羽目になるだけやん」

　アルチェムの疑問に対して分かるような分からないような返事をして、そのまま壁から生えている蔦つたやら葉っぱやらを集め続ける宏ひろし。

　春はる菜な達との定時連絡のあと、宏は足を止めて素材の採取にいそしんでいた。

　ものすごい集中力とびっくりするほどの手際のよさで手早く必要な部分だけを切り取っては鞄かばんに突っ込んでいく姿は、熟練の採取業者のようだ。

「ハルナさんにものすごく心配をかけてますから、確かにあまり急ぐのもよくないのは分かります。でも、それだったら、さっきまでは無視して壁を壊してたと思うんですけど、あっちはよかったんですか？」

「あの壁を構成してた植物は、ええとこ七級のポーション材料にしかならん。わざわざここで集めんでも、砂漠地帯以外やったらどこでも代替品が手に入るレベルやから、さっくり無視してん」

「じゃあ、ここの蔦とかは？」

「こいつらな、錬金術でちょちょいと処理したったら、一級ポーションの材料のバルセラ、その代替品のミルレットの材料になんねん」

　一級ポーション、という単語を聞いて、驚くより先に胡う散さん臭そうな表情を浮かべるアルチェム。

　現在一級および二級ポーションの製法は完全に失われて久しく、実物にしても現存するのは確認されている物が世界で五本程度。それも残っているのは全てヒーリングポーションで、マナポーションやスタミナポーション、特殊ポーションの類たぐいは全て、煉れん獄ごくができた事件による巨大モンスター世界同時進攻の時に使い尽くされている。

　実物も製法も失われている代物を本当に作れるのか。そんな疑問をアルチェムが抱くのも仕方がない事だろう。

　そもそも実際に作ってみせたとして、それが本当に一級ポーションであるという証明をどうするのか、という問題もあるのだが。

「バルセラってなんですか？」

「大だい霊れい峰ほうの頂上付近にある大だい霊れい窟くつ、そこの中ほどで採れるコケや。それ単独でもちょっと成分調整したるだけで五級ぐらいの回復力をもっとる」

「ミルレットは？」

「バルセラの回復成分を、人工的に合成したもんや。回復成分だけを抜き出してるからそっちの方が強いように思うやろうけど、ちょっとした不純物の影響で薬効が増す分、バルセラを直接処理して作った薬の方が効果が強なる傾向はある。まあ、っちゅうたかてミルレットそのものを調整したら済む範囲の差やけどな」

　素人には判断できない事をあっさりと言ってのける宏に、信用すべきかどうか迷っているといった感じの視線を向けるアルチェム。

　なまじ宏が凄すさまじい力量の薬師である事を知っているだけに、与太話と切り捨てられないのだ。

「まあ、今の手持ちの材料だけやとどうやっても一級は無理やから、証明しろ言われても無理やねんけどな」

「はあ……」

　アルチェムの疑いの視線に気がついているらしく、特に気負う事なく話を終わらせる宏。

　そのまま五分ほど黙々と作業を続け、決して狭くはない壁全てから蔦と葉っぱをむしり終える。

「さて、素材も集まったし、もう一丁壁抜くか」

「壁の向こうがモンスターの巣だった、なんてパターンもありそうですから、注意してくださいね」

「っちゅうか、今から抜く壁の向こう、多分そんな感じやで」

「えー……」

　再びとんでもない事をあっさりのたまう宏に対して、ついついジト目を向けてしまうアルチェム。

　壁の向こうのモンスターの気配を察知できるのはすごいと思うが、分かっていてなぜ平常運転で壁をぶち抜こうとするのか。アルチェム的には小一時間ほど問い詰めたいと考えているようだが、宏がそんな事を気にするわけもない。

「大丈夫や。群れまで結構距離あるし、ちゃんと対策も考えとる」

「本当に？」

「マジやで」

　いまいち信用できない事を言う宏だが、今まで言った事はちゃんと実現してきている。

　完璧に上う手まくいくかどうかはともかく、なにがしかの対策があるのは確かなのだろう。

　そこは信用していいはずだ。多分、きっと。

　そんなアルチェムの内心の葛藤をよそに、実にいい笑顔で壁に向かってポールアックスを振りかざし、

「往生、せいやあ!!」

　いつもの台詞を乗せて一気に叩たたきつけて粉砕する宏。

　これまで何度も繰り返したのと同じ程度の衝撃が部屋を揺るがし、壁を構成している樹木が一本粉々に砕かれて大きな穴が開く。

　その向こう側には、人間より巨大なサイズのリスが、大群といってもいい数で待ち構えていた。

「ヒ、ヒロシさん！」

　そのあまりの数と大きさに、思わず怯おびえて宏の方を向くアルチェム。

　その時視界に入ったものをついついしっかり確認し、思わず目が点になってしまう。

「そおい!!」

「そ、そんなものなんで持ってきてるんですか!?」

　宏が掛け声とともに豪快に投げ込んだのは、例によって特大サイズのポメであった。

　以前バルドの顔面に叩きつけたものよりさらに一回り大きく、そのサイズはすでにお化けカボチャの領域に入りかけている。

　普通なら人間が投げ込めるような重量ではないのだが、そこは特大サイズでしかも柄までがっちり金属製のヘビーモールを平気で振り回す宏の腕力だ。

　放物線を描くどころか、ほぼ水平に群れの中心部へと妙に正確に飛んでいく。

「危ないから引っ込み！」

　そう叫びながら、唖あ然ぜんとしているアルチェムを開けた穴から引きはがし、爆発に備えて壁を遮しゃ蔽へい物にする。念のためにアラウンドガードとフォートレスを同時に発動させた次の瞬間、部屋中どころかダンジョン全体を揺るがすほどの衝撃とともに、ポメが大爆発を起こす。

　あのサイズでもなお、タイタニックロアの破壊力には劣るポメだが、それでも下手な上級範囲魔法よりは高い火力を有している。

　その爆発力に爆心地にいたリスは全て跡形もなく粉砕され、少し離れた位置のものは中途半端に肉がちぎれ飛んだ無残な屍しかばねをさらしている。

　もっとも外周にいたものでも全身の骨が砕けたり、内臓に致命的なダメージを受けたりしてその命を終えており、運よく生存した三体も無傷ではいられなかった。

　そう、数十体いた群れは、ただの一撃で壊滅したのである。

「今のポメ、一体何なんですか!?」

「前に別の温泉地で見つけてな。つい好奇心に負けて品種改良して、えらい事になったやつや。野放しにするんも危ないから、とりあえず回収して保管しとってん」

「何でもかんでも品種改良しないでください！」

「一回はやってみたくなるんが、職人っちゅうやつや」

　そんな事をうそぶきながら、ポールアックスを構え直して中の戦意を失っていないリスに対して、アウトフェースによる威圧をかける。

　その態度を見て、アルチェムも余計な突っ込みは後に回す事にする。

　残りのリスを仕留めるまでにかかった時間は、わずか数秒であった。




　　　　☆




「な、何、今の!?」

「爆発かなんかがあったみたいだな」

　順調に瘴しょう気きの濃いほうへ進んでいた春菜と達たつ也やが、唐突に起こった凄まじい振動と爆音に、思わず足を止める。

「爆発って、戦闘？」

「十中八九そうだろうな」

「でも、こんな大きな爆発だったら、相当強い攻撃をしてると思うんだけど……」

「真琴と澪にはこんな威力の手札はねえし、ヒロのエクストラスキルは発動しなかったはずだが」

「じゃあ、敵が!?」

「そう早まるな。ちょっと確認してみればいいだろう」

　そう春菜をなだめ、早々にパーティチャットで確認する達也。

　宏なら戦闘中でも普通に反応するだけの余裕はあるだろうし、真琴と澪の組み合わせなら、どちらかは返事をしてくれるはずだ。

『すごい爆発があったようだが、無事か？』

『今のにびっくりして足が止まった以外、こっちは平和よ』

『ただし、だんだん瘴気の濃いほうに誘導されてる感じ』

　真琴と澪の平和な言葉に、まずは一つ安心のため息をつく達也。

　と、なると、何かが起こったのは必然的に宏達のペアになるわけだが、返事をする余裕があるのかが気になるところである。

『悪い悪い。今のん、僕がやってん』

　達也の心配をよそに、あっさりと真相を報告してくる宏。

　一体何があったのかを重ねて問おうとするより早く、当人から追加の報告がくる。

『壁ぶち抜いた先にな、ちょっと洒落にならへん数のモンスターが居おったもんやから、とりあえず特大ポメぶつけて始末してん』

『その特大ポメ、まだ残ってたのかよ……』

『そんなもん、一個二個で品種改良の結果なんか分からへんから、十個以上作ったに決まってるやん』

『待てコラ』

　物騒な事を平気で口走る宏に、間髪いれずに光の速さで突っ込みを入れる達也。毎度の事ながら、目を離すと碌ろくな事をしていない男だ。

『で、まあ、今はモンスターから剥はぎ取り中。大方の死体がものすごい状態悪い上に元々も大した素材にはならん感じやけど、ドーピング系のアイテムぐらいは作れそうやから、確保できるだけ確保しとくわ。で、リスの肉やけど、食う？』

『師匠、それ美お味いしい？』

『普通にリスの味や』

『回収で』

　澪の言葉に了解の意を伝えると、そのままチャットを終えようとする宏。

　そこに慌てて春菜が割り込む。

『宏君』

『なんや？』

『アルチェムさんは大丈夫？』

『それは怪我的な意味で？　それともうっかり的な意味で？』

『両方』

　春菜の問いかけに対して、達也と真琴が苦笑している気配が伝わってくる。だが、春菜にとってはかなり重要な問題なので、うやむやにはできないししたくない。

　一応表現を変えて定期的に確認してはいるが、こういう時にはやはりスルーできない。

『どっちも大丈夫やで。っちゅうか、そうやないとこんな風にのんきに話してられへん』

『そっか。分かった。じゃあ、できるだけ急いで合流できるように頑張るから』

『まあ、瘴気強いほうにまっすぐ行くし、そのうち合流できるやろ。途中で採取とかはさむから、そっちの方が先にボスにたどり着くかもしれへんけど』

『了解』

　春菜の心配をよそに、あくまでも平常運転の宏。

　採取という言葉から、どうやらダンジョンアタックというよりもダンジョンに材料収集に来ているノリで行動しているらしい。

　まあ、いちいち雑魚相手にガクブルされるよりはそっちの方がリラックスできていいだろうし、達也達も安心できるから文句をつける筋合いはないのだが。

「と、いうわけだ」

「これで、方針は決まったね」

「だな」

　爆発があったほうに向かえば、宏達がいた痕こん跡せきは見つけられる、という事だ。途中で中ボスとぶつかって戦闘になったりしなければ、そこまでは苦労しないだろう。

「それにしても、通話機能があるのに、パーティメンバーの位置情報を調べる機能はねえんだよなあ、このカード」

「ついでに言うと、マップ表示機能もないよね」

　達也のぼやきに便乗し、贅ぜい沢たくな事を言い出す春菜。

　そもそも通話機能がある時点で、他のものとの文明レベルの格差が非常に激しいのだが、そういうところには意識が向かないらしい。

「まあ、マップ表示機能があったら、そもそも冒険者協会で各種地図を販売するとかあり得ねえだろうしな」

「それはまあ、そうだけど」

　冒険者協会では、その地域の大雑把な地図や有名どころのダンジョンの踏破済み区域の地図を販売している。それらは多数の先輩達の血と汗と涙と命によって作り上げられた大切な資産であると同時に、後進達の屍の数を減らすのに大きな役割を担う最重要アイテムとなっている。

　冒険者協会としても、これらの地図とパーティメンバーの現在位置表示をカードの機能に組み込みたいところなのだが、それをすると途端にカードの製造難易度が跳ね上がるため、コストや人材の問題で現状のままになっている。

　国家間のしがらみを超えて運営されているとはいえ、実際には国ごとにそれぞれまったく別の組織である現在の冒険者協会では、カードの改造というのはそう簡単な事業ではない。あれば便利であるというだけで差し迫った必要性がない機能なので、とりあえず後回しにしているのである。

　まあ、地図の機能に関しては運営費として無視できない収入があるので、できる事なら別売りとして今の体制を維持しておきたいという思惑がまったく無いというわけでもないのだが。

「とりあえず、ヒロ達の話から察するに、ルート上にそれなりの難易度を持った障害があると考えて間違いないだろうな」

「うん。ちょっと強めのモンスターとか、頭ひねってどうにかできる仕掛けとかだったらいいけど、罠わなの類だとちょっとまずいよね」

「俺達にゃ、罠をどうにかするスキルはねえからな」

　今のところこれと言って特に派手な罠は存在しなかったが、最後までそうとは限らない。

　どうせ全ての罠を見抜く事はできないと割り切り、防ぎにくい足元と天井の罠を特に警戒して、左右に対する注意はやや控えめで進んできている。

　左右の壁から何か来る分には反射神経と防御魔法でどうにかする方針だが、時折微妙にこちらにちょっかいを出そうとする蔦があったりと、地道に精神力や集中力をそがれるのがつらい。

　罠がらみを澪に依存してきたツケが、ばっちり出てきた感じだ。

　構造はごちゃごちゃと変わるくせに景色は一定で、時間感覚もだんだんおかしくなってきているのが怖いが、空腹と疲労はちゃんと時計代わりに機能するだろう。

　そう信じて探索を進めていく。

「真琴達はともかく、ヒロのやつは凄まじくいい度胸してるなあ」

「そもそも、道を通らずに部屋の壁を壊して進んでるって時点で、罠も何も関係ないよね」

「真っ先にそのやり方に走るあたり、本気でいい度胸してるよな」

「だよね」

　ダンジョンの壁を殴って壊すなど、一体どんな問題を引き起こすか分かったものではない。それをできるからと無造作に行うその根性は、普段のヘタレ男とはどうにもイメージが重ならない。

「……何か、いる」

「……なかなかのプレッシャーだな。どこだ？」

「多分、この向こう」

　じわじわと集中力を削られながらも数度の戦闘を特に問題なく終わらせ、それなりに先ほどの爆発の爆心地に近づいたあたりで、二人はとうとうそれに遭遇した。

「マンイーター？」

「そんな感じだが、多分別物だな」

「様子から察するに、瘴気を吸ってパワーアップしたタイプ、かな？」

「おそらく、な」

　だだっ広い空間のど真ん中に鎮座する、巨大な食虫花。

　妙にしっかりした茎から大量に生えた蔦、獲物をとらえて消化するための袋、太い根っこ。その特徴は明らかにマンイーターなのだが、その大きさが根本的に違う。

　そいつはどこからどう見ても中ボスクラスのモンスターであった。

「どう見る？」

「私達が戦ってきた相手だと、単純な戦闘能力の時点でピアラノークよりは強いと思う。神殿でやりあった偽バルドなら、条件次第ではあれより強い」

「結論は？」

「戦って勝てない相手じゃない。ただ、相性的にはかなり不利かな」

「了解。問題なのは相手の手数と射程距離、であってるか？」

　達也の問いかけに一つ頷うなずく春菜。

　同時に飛んでくる攻撃の数が多い、というのは、回避主体の春菜にとっては分が悪い。

　しかも、こちらは白兵戦の距離でないと十分な火力を発揮できないのに、相手はざっと見ただけでも二十メートル程度は射程距離がある。あの蔦が伸縮自在ではないとは限らない以上、白兵戦に持ち込むのは難しいと考えて間違いないだろう。

「と、なると、だ」

　春菜を攻撃力としては当てにできないと判断した達也が、とりあえず小手調べとして部屋の入口ぎりぎりからグランドナパームを発射する。

　基本的にその場から動かない相手ゆえに、攻撃を直撃させるのは実に簡単ではあるが、さすがに中ボス。中の上程度の攻撃魔法では、大して大きなダメージは見込めない。

「っと！」

　反撃とばかりに伸びてきた蔦をまとめて切り払い、達也を部屋の入口から数歩離れたところまで押し出して、自身も離脱する春菜。

　部屋の入口ぎりぎりまでしか攻撃が伸びてこないらしい事を確認し、とりあえず一息つく。

「どんな感じだ？」

「多分そこそこレジストされてると思う。表面ちょっと焦げただけだから、もう治り始めてるよ」

「なるほどな。じゃあ、次は……」

　出し惜しみなしで聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうを発動させる。

　良くも悪くも中ボスクラスだけあって、このレベルの魔法をレジストするほどの魔法抵抗があるわけもなく、ダメージを抑える事もかなわない。

　一度の攻撃で、体力換算で三割ほどのダメージを受けて激しく蔦をのたうちまわらせる巨大マンイーター。
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　この短時間でこれだけの威力を一撃で出すのは、魔力というコストを支払ったとしても、現状では真琴でさえ不可能だろう。

　リスクを承知でやるなら、春菜のエレメンタルダンスも余裕でこの技を超える威力があるが、あれはオーバー・アクセラレートと同じく下手に使うと戦闘不能になる。

　一度の戦闘で一回限りの切り札であり、間違っても相手の戦闘能力をきっちり把握できていない現在のような状況では、決して切る札ではないのだ。

「回復は始まってないね」

「よし。だったらもう一発！」

　春菜の報告に一つ頷き、もう一撃入れようと術の冷却時間を確認していたその時、背中を何者かに押される。

「な、何だっ!?」

「達也さん、壁が！」

　春菜の言葉にとっさに振り向くと、いつの間にか通路をふさいでいたダンジョンの壁が、そのまま二人を中ボスルームに押し込もうと背中に密着していた。抵抗しようにも、そもそもダンジョンの構造変化そのものなのだから、壁を壊しでもしない限りはそんな余地などない。

　結局、為なす術すべもないまま部屋の中に完全に押しこまれ、きっちり退路をふさがれてしまう。

「ちっ！　そりゃ一方的にやれるほど、甘くはないか！」

「一撃入っただけでもよしとしよう」

　達也を庇かばうように立ってレイピアを構え、油断なくマンイーターを睨にらみつけながら自身に言い聞かせるように言葉を吐き出す春菜。

　その言葉に頷くと、冷却時間を待つ間に違う魔法の詠唱を開始する達也。

「やっぱり、威力優先でヘルインフェルノかアブソリュートバニッシュあたりも習得しておくんだったな……」

「あのへんはいまいち使いどころがないから、いいんじゃない？」

　通常スキルでは最高峰の火力を持つ魔法を上げ、そんな風にぼやく達也。

　だが、ヘルインフェルノは効果範囲が広すぎて誤爆がひどく、システム上フレンドリーファイアがないゲーム中ならともかく、今の状況では非常に使いにくい。熟練度と魔法攻撃力に応じてうなぎ登りに効果範囲が広がっていくのもマイナス要素だ。

　ゲーム中ではこの魔法を覚えた人間は、必ず一度はフィールドで試射をして全部仕留めきれず、焼け残ったフィールド中のモンスターのターゲットを根こそぎかき集めて袋叩きにあった経験がある。伊だ達てにウルスの三分の一を灰かい燼じんに変える魔法ではないのだ。

　達也の魔力だと二発は無理な程度には消費が重く、熟練度最大でも詠唱時間は一回の戦闘で一度発動が間に合うかどうか、冷却時間に至っては一時間以上と戦略的に運用する必要があるレベルなのも痛い。その上、広範囲攻撃の宿命として、使い手が同じであれば相手によってはエレメンタルダンスにダメージで大きく負ける事もある点も、いまいち使い勝手が良くない要素であろう。

　一方、アブソリュートバニッシュは、通常スキルとしては物理・魔法全て合わせた中で最大の攻撃力を誇る攻撃魔法である。

　複数の属性を融合させて消滅の魔法に変化させるという、ある意味分かりやすい思想と原理の魔法で、反発する力も破壊力に転換するため、エクストラスキルではないという事に驚かざるを得ない攻撃力を見せるのだが、残念ながら詠唱が最短で十五秒と長く、一発撃ったら達也程度の魔力では枯渇を避ける事ができないという極悪なまでの燃費の悪さを見せる。

　澪ぐらいの魔力がなければ二発目は存在せず、ボス戦での最初の不意打ち以外では基本出番がない魔法だ。

　言うまでもなく、どちらもその、あれで何な性質は知れ渡っており、習得者は決して多くない。使いこなしている人間となるとさらに少なく、双方を一度の戦闘で二発以上使った事があるのは魔法系プレイヤーでキャラレベルがトップの廃人、ただ一人だけだ。

「とにかく、炎に若干弱いのは植物系の定番だ！　一気に燃やす、獄ごく炎えん聖せい波は!!」

　瘴気を吸っている以上、浄化の特性を持つ火属性魔法はそれなりに効くだろうと、その判断のもと獄炎聖波を叩きつける。

　予想どおり、聖天八極砲には劣るとはいえ、十分なダメージを受けてさらに激しくのたうちまわり始めるマンイーター。

　さらに炎系上級スキルのブラストバーンで焼き払い、そろそろ次の聖天八極砲の準備に、というところで敵の動きが変わり攻撃が激しくなる。

「手数が一気に!!」

「大丈夫か!?」

「何とか！　でも……！」

　この勢いで手数が増えると、いずれ防ぎきれなくなる。

　達也を背後にかばうというのが想像以上に厳しい上、最初にやっていたように一撃で蔦を切り落とすのが難しくなってきているのが問題だ。

　せめて相手の手数を減らしたいと、思いつく限りの障害魔法をかけられるだけかけ、少しでも切り落としが成功しやすいように、炎の魔法剣で攻撃を防ぐという工夫をしているのだが、それでもどうしても押され気味になってしまう。

（どうにか、どうにかして、せめて切り払った蔦をすぐに攻撃に使われないようにしないと……！）

　厳しくなっていく一方の攻撃に内心で大いに焦りながらも、できるだけ思考を冷静に保ちつつ状況を観察する。

　分かっているのは、切り落としに成功すれば約二十秒ほど、炎の魔法剣で切り落とせば完全に、その蔦による攻撃はできなくなるという事だけだ。

　つまり、相手の攻撃を炎の魔法剣で確実に切り落とせれば、どうとでもできるという事である。だが、それは言うは容易たやすいが、というやつの典型である。

　宏なら捕まったところであっさり引きちぎるだろうし、真琴なら切り払いで確実に蔦を潰つぶしてのけるだろう。

　しかし、手数と手札の枚数が売りの春菜には、そこまでの腕力も火力もない。持ちうる手札でどうにかする事を考えねばならない。

　鎌かまという選択肢もあったのだが、最初の段階では手札の枚数が減るのが怖くて、あえて普段どおりにしてしまった。

　普通に考えれば、いくら相手の弱点とはいえ熟練度換算で初級を折り返してすらいない武器をボス戦で使おうと考えるのは、相当度胸がいる。しかも、レイピアと鎌とでは扱い方が極端に違うのだから、日ひ和よるのも当然である。

　とにかく冷静に、と、呪文のように頭の中で呟つぶやきながら、相手の挙動を観察し、すでに思いついている対応策、それに切り替えるための隙すきを探し続ける。

　視界の端を迂う回かいして背後を狙うように飛んできた蔦を間一髪で叩き落とし、達也にダイレクトアタックを仕掛けようとした頭上の蔦をいい具合に焼き切る事に成功したところで、マンイーターの攻撃が急激に激しくなり始める。

　マンイーターからの臨界点を超える攻撃に、今度こそ焦りを抑えきれなくなる春菜。

　それでもどうにか四方からの同時攻撃を素晴らしい剣さばきと体術で凌しのぎ、足元と頭上から達也を直接狙った攻撃を潰したところで、視界の隅に辛かろうじてとらえただけの蔦にレイピアを絡め取られてしまう。

　もう一本の蔦をとっさに放った炎の魔法で焼き払った次の瞬間、マンイーター本体から消化液の弾丸が発射された。

（あれは、防げない！）

　飛んでくる速度が予想より速く、防御魔法の展開が間に合わない。

　避よけようと思えば避けられるが、それをすると達也に直撃する可能性がある。

　そして、魔法剣で叩き落とそうにも、肝心の武器がない。

　だが、詠唱時間やディレイを考えれば、この一撃さえしのげば、達也がきっちり始末してくれるだろう。

　ある種の諦あきらめとともに、せめて致命傷を避けるためにと両腕で頭と顔をかばう。

　ワイバーンレザーアーマーと自分の防御系補助魔法の効果なら、治療できる程度のダメージに収まるはずだ。髪の毛に結構な被害が出そうだが、命には代えられない。

　そんな後ろ向きの思考とともにダメージに備えていると、着弾より先に達也の魔法が発動する。

　聖天八極砲ではない何かだが、彼の手札を全て知っているわけではない。何か変わった魔法で、ちょうどいいものがあったのだろうとあたりをつけながら、消化液が自分にかかるのを待つ。

　が、いつまでたってもその瞬間は来ない。

「えっ？」

「結界を張った！　立て直せ！」

「うん！」

　達也の言葉に従い、腰の後ろに固定してあった鎌を取り出して、武器に関係ない種類の炎の魔法剣を発動させる。それを見た達也が結界を解き、今度こそ八極砲の詠唱に入る。

「蔦系の植物モンスターは、鎌に弱い!!」

　そう吠ほえて、流麗な鎌さばきで次々に蔦を切り落として焼き払う春菜。

　再び飛んできた消化液を左手に持ったナイフに冷気系の魔法剣を乗せて切り払い、凍りつかせる事により武器の劣化と飛ひ沫まつによる被害を避ける。

「裏ワザ行くぞ！　どけ！」

「了解！」

　達也の宣言に従って射線をあけ、ついでに持っていかれたレイピアを回収する。春菜が飛びのくとほぼ同じタイミングで、達也から二発の聖天八極砲が飛び出す。

「さすがに、こいつなら終わるだろう！」

　達也の叫びと同時に、二発の聖天八極砲がマンイーターを飲み込み、焼きつくす。今回は、素材を気にしている余裕などない。

　その攻撃により、きっちりマンイーターは消滅していた。

「えっと、今のは？」

「無茶苦茶シビアな上にコストが重いやり方なんだが、特定のタイミングで無属性で無詠唱ノーディレイでクールタイムゼロの攻撃魔法を使うと、詠唱中の魔法が二発に化けるんだよ。魔法使いの間ではよく知られている裏ワザで、バグなのかって問い合わせに対して公式に仕様だって返事も来てる。こっちでもできるかどうかも、成功するかどうかも一か八かだったんだが、何とかうまく行ってよかったよ」

「そんなやり方があるんだ」

「まあ、成功しても二発目はコストが三倍になるから、あんまり率のいい手段じゃないんだがな」

　スキルには、発動までのため時間もしくは詠唱時間と、同じスキルが再使用できるまでの待機時間であるクールタイム以外にも、スキルディレイと呼ばれている、スキル発動後に全てのアクティブスキルが使用できなくなる時間が設定されている。長くてもせいぜい三秒程度だが、大技ほど長くなる傾向があり、逆にスマッシュやマジックブリットのような初級のスキルには存在しない。

　スキルディレイが存在しないスキルは、大体において詠唱時間とクールタイムがゼロ、もしくは極度に短い。このタイプのスキルは、他のスキルの詠唱中にも普通に発動できるという特徴があり、その特徴を利用して無属性の魔法を特定のタイミングで発動させる事で使えるのが、今回達也が行った裏ワザである。

　他にも同じタイプの裏ワザとして、特殊なタイミングで発動させる事により他の魔法のクールタイムを上書きするやり方もある。一般的に強制冷却と呼ばれているテクニックだが、これもタイミングがきつい上に魔力消費が倍になるという欠陥があるため、ここぞという時以外で使うような手段ではない。

　ついでに言えば、無詠唱でノーディレイ、クールタイムなしと言っても、毎秒何十発も撃つといった真似はできない。トリガーディレイと呼ばれている、ゲームパッドでいうボタンを押すためのタイムラグに加え、スキル自体の発動までにもわずかなタイムラグがあるのだから当然である。

「それにしても、危なかった……」

「ゲームでも結構あの類のとはやりあったが、同じ程度の強さでも厄介さはこっちの方が大幅に上な気がするぞ」

「やっぱり、アルゴリズムが決まってるゲームのモンスターと、本能で臨機応変に動いてくる実物のモンスターじゃ全然違うよね」

　春菜のため息交じりの言葉に同意すると、とりあえずマンイーターがいたあたりに落ちていた結晶を拾っておく。

「とりあえず、魔力が結構危機的水準だ。悪いがちっと休憩したい」

「了解。結界を張るよ」

　専属のタンクなしでの中ボス討伐はきつかったらしい。

　宏の存在がどれほど偉大かをかみしめながら、疲弊しきってぐったりと休憩をする二人であった。




　　　　☆




「あれ、明らかに中ボスルームよね」

「急激に瘴気が濃くなったから、多分ワープさせられた」

　春菜達が中ボス戦で苦労していたその頃、真琴達も中ボスと接触しようとしていた。

　瘴気の薄い方へと移動していたため、ここまで戦闘は一度もなく、罠の類も特になかったため、二人とも春菜達に比べるとまったくと言っていいほど疲弊していない。

　もっとも、宏も壁をぶち抜いて採取をしてと好き放題やっているくせに、消費が回復を上回らないために一切消耗せずに進んでいるわけで、どう見ても春菜達が一番貧乏くじを引いているのは間違いない。

「で、唐突に出現した中ボスの人は、どんな感じなのやら」

「人型とは限らない」

　真琴の軽い言葉に、言わずもがなの突っ込みを入れる澪。いろんな意味で余裕である。

「まあ、人型かどうかはともかくとして、やらないって選択肢はないわけだし、悪いけど罠とか調べてきて」

「了解」

　真琴の指示に従い、とことこと一見無造作に、その実かなり慎重に扉に近づいていく澪。

　自然物で構成されたこのダンジョンにおいて、明らかに不自然な扉という人工物。それを丹念にチェックし、それ自体に罠もカギもない事を確認してゆっくりと開く。

「……」

「……」

　お互いに顔を見合わせて、見なかった事にしようという感じで扉を閉める。

「なんていうか、キモかったわね……」

「あれはない……」

　扉の向こうにいたのは、豹ひょう頭で首から下がトカゲとゴリラを足して二で割ったような、骨格構造は分類上人型になるであろうモンスター。

「なんか、いろんなものに寄生されてたわけだけど、どう思う？」

　ただし、全身のそこかしこをきのこや菌糸が覆い、あちらこちらから何やら植物が生え、その目はうつろで意志らしきものは何一つ感じ取れない。

　明らかにいろんなものに寄生されているくせに表面上はほぼ原形を保っているあたり、はっきり言ってゾンビよりも気色悪い見た目に仕上がっている。

　こいつが動くのであれば、もはやベースの生き物とは別のモンスターになっているのだろう。

「何かの餌えさ？」

「かもねえ。ただ一つ言えるのは」

　外見から予想される性質を思い浮かべ、うんざりした表情で結論を口にする真琴。

「あれが動くのであれば、あたし達にとっては無茶苦茶相性が悪いはず」

　そう断言する真琴に、無表情に頷く澪。

　宏とアルチェムが純粋な火力に、達也と春菜が腕力と防御力に難があるように、真琴と澪の組み合わせは属性攻撃のバリエーションが少ないという欠点がある。

　澪の簡易エンチャントは力量的に属性付与ができず、さらに言えば素材回収の観点から、炎系の弓技を覚えていないのだ。一方、真琴は光属性以外の属性攻撃技は持っていない。

　敵が粘菌に寄生されているという特性を考えると、弓も大剣も効果は薄いだろう。いくら切り刻もうが刺し貫こうが、寄生している何かが無事であれば相手の動きが止まる事はないに違いない。

　火炎系や灼しゃく熱ねつ系の簡易エンチャントが使え、メインウェポンのもう一方がヘビーモールという重量級の鈍器を使う宏か、いろんな種類の属性攻撃を得意とし、範囲攻撃の手札も多数持ち合わせている達也と春菜のペアの方がはるかに簡単に仕留められる。

　だが、遭遇してしまった以上は、相性の有利不利を言っても仕方がない。

　相手によっては与えるダメージが相手の回復力を上回れない可能性がある宏よりは、まだ倒せる可能性があるだけはるかにましであろう。

　そう無理やりポジティブに考えて、気分を切り替える真琴。

「澪、ガスマスクとかその類のものは？」

「あるけど多分必要ない」

「何でまた？」

「この鎧よろい、特殊環境耐性のランク６がかかってる」

　澪の回答を聞き、微妙に眉み間けんを指でもんで頭痛をやり過ごす真琴。

　特殊環境耐性というやつは、毒沼や砂嵐、火山内部といった、人間がうろうろするには難があったり不可能だったりする環境で行動せざるを得ない時、その影響を軽減するものである。

　ランク６といえば、生き物が即座にモンスター化するような濃度の瘴気でも普通に行動ができるレベルで、普通に厄介な環境という程度ならまったく苦にしない。

　さすがに攻撃を食らって直接体内に毒を流し込まれた、などというケースは無効化できないが、今回のように胞子だの粘菌だのに寄生されかねないというパターンにはばっちり効果がある。

　実のところ、宏がわざわざこのエンチャントをかけたのは、達也が花粉症だと言っていたからだというのはここだけの話だ。

「だったら、あとは直接体内にちょっかいをかけられた時のための対策ね」

「万能薬で問題ない」

「寄生虫とかもいけるの？」

「いける」

　澪の回答を聞き、戦闘するだけなら問題はないらしいと結論を出す真琴。

　残る問題は、どうやってあれを仕留めるか、だろう。

「あの手のは燃やすのが手っ取り早いけど、たいまつと油ぐらいでどうにかなると思う？」

「微妙」

「やっぱり？」

「あの手のは、魔力を乗せた炎でないと多分焼けない」

　澪の指摘に、思わず唸うなる真琴。

　メジャーな炎の魔法剣に、ひねくれ者根性であえて触らなかったつけが、こんなところでのしかかってきたのは予想外にもほどがある。

　もっとも、魔法剣は習得が面倒なものが多いので、無効化されにくい光属性一本に絞るのはそこまでおかしな選択肢ではないのだが。

「あれを焼くのに使えそうな魔法とかはある？」

「焼くだけならできるけど、攻撃には使えない」

「了解。最悪、できるだけ小さく切ってその魔法で地道に焼いていきましょう」

　真琴の言葉に澪が頷いたところで、扉がゆっくり開き始める。

　どうやら、準備に貰もらえる時間は、これで終わりらしい。

「それじゃ、いくわよ？」

「いつでも」

　澪の言葉を聞くと同時に、扉が開ききるのを待たずに突撃。

　先制攻撃とばかりに、真琴が鞘さやに入ったままの大剣でモンスターを殴り飛ばす。

　スマッシュホライゾンという、水平方向への吹っ飛ばしに特化しきったスマッシュの上位技により、狭くはない室内の反対側の壁まで、一気に吹っ飛ばされるモンスター。

「バスターショット！」

　起き上がりかけていたモンスターをさらに吹っ飛ばして壁に叩きつけ、追い打ちで縫いつけるように数カ所を射抜く澪。

　動きが十分阻害されている事を確認し、真琴が手だけを切り落として細かく切り刻む。

　念のため切り落とされた手を燃やそうとするが、嫌な予感を感じ、瞬時に回避行動をとる澪。

　次の瞬間、切り刻まれたはずの手首が肉片から増殖し、澪がいたあたりに向かって飛んできて爆発する。

「予想どおりと言えば予想どおりだけど……」

「また、タチが悪い……」

　爆発の規模から、直撃したところで大したダメージはないだろう。しかし、相手が相手だけに、下手に食らって寄生されたら厄介だ。逃げられるなら逃げに徹するのが正解だろう。

「！」

　迂う闊かつに切り落としたりもできない事を悟り、他に方法はないかと思考の海に沈みかけたところで、とんでもないものを見て一瞬動きが止まる澪。

「真琴姉！　足元！」

　だが、動きが止まったのもほんの一瞬。即座に真琴に警告を発する。

　その言葉を聞き、特に確認せずに澪の方に飛び退のく真琴。

　間一髪というタイミングで、彼女の足元に這はい寄ってきていた粘菌を避ける。

「……うわぁ……」

「困った……」

　あまりにタチの悪い攻撃に、呻うめき声しか出ない二人。

　だが、まごついている余裕はない。いくら動きが遅かろうと、攻撃は止まっていないのだ。

「とりあえず澪、攻撃力ゼロでもいいから、魔法で焼いてみて！　あたしはできるだけ足止めしてみる！」

「分かった！」

　真琴の指示に従い、粘菌に対して生活系魔法の着火というやつをかける。

　マッチやライター程度の火種しかおこせない魔法だが、一応は魔法の炎。足止めに真琴が押しつけているたいまつの炎よりは効果が出ているようだ。

「真琴姉、効いてる！」

「了解！　って事は、あとは他の手を考えながら持久戦よ！」

　少しでも効果があるなら、まずはその手段を限界まで使ってあがくしかない。

　宏がドーガを木刀でスキルを使わずに殴るようなささやかなダメージしか与えられないが、どうやら焼いたところが復活するとか増殖するとかいう事はないらしい。

「にしても、キリがないわね！」

　状況に変化がないどころか、じりじりと押され始めている事に対しての焦りをにじませ、真琴が思わず叫ぶ。

　確かに澪が焼いたところからは増殖しないが、それ以外のところがどんどん増えていくので、実際のところは焼け石に水レベルなのだ。

　スタミナ的には全然問題はないが、対処に関してはだんだんと追いつかなくなってきている。

「攻撃魔法と同じレベルは無理」

「分かってるって。てか、何かいいアイテムないの!?」

「今テンパってて思いつかない。真琴姉、具体的な提案」

「たとえば…………火炎石！」

　鞘に入れた剣で粘菌をはねのけ、たいまつで牽けん制せいしながら土壇場で閃ひらめいた、初級の攻撃アイテムの名前を叫ぶ真琴。

　それを聞いて、思わずはっとする澪。テレス達の指導でさんざん作ったはずのアイテムなのに、意識からすっかり抜け落ちていたのだ。

「結構たくさんある！」

「じゃあ、悪いけどそいつをばら撒まいて！　あたしはちょっと手を離せそうにない！」

「了解！」

　鞄に手を突っ込み、かき集められるだけの火炎石をかき集めると、それを真琴に当たらないようにばら撒き、一気に発動させる。

「よし！」

「効いてる！」

　その効果は劇的で、真琴達を壁際まで追い詰めていた粘菌が、一瞬にして派手に焼き払われる。

　百近い火炎石によって、寄生体を含む敵の八割を焼き払えたのだが、残念ながら止めを刺すには至っていない。

「もう残ってないの!?」

「無い！」

「まずいわね……」

　形勢は逆転したが、残った二割がこの期に及んでまだ増殖を始めている。

　しかも、よく見れば天井に這い上がって難を逃れた連中もいるため、すぐに巻き返されそうだ。

（何か、何か残ってるはず！）

　アイテムという手段は十分な効果を発揮した。ならば、他に使える手があるはずだ。

　たとえば、魔力を持った油かアルコール、それを燃やした炎なら？

「真琴姉！　あれ！」

「分かってる！」

　もしかしたらいけるかも、という手段を考えついたのと同じぐらいのタイミングで、粘菌達がなにやら行動を起こす。

　焼け残っていた菌糸が一カ所に集まり、巨大なきのこになったのだ。

「どうせ、あれも炎熱系のスキルが乗った魔力打撃以外、ほとんど効果ないんでしょ！」

「十中八九、そう」

「とりあえず手は考えたから、少し時間稼いで頂ちょう戴だい！」

「了解！」

　先が見えたからか、澪にしては元気よく返事を返し、大量に矢をつがえるとその先に着火魔法で火をつける。

「アローシャワー！」

　巨大きのこを囲むように、燃え上がる矢が地面に突き刺さる。

　その熱気にひるみ、動きが数秒止まるきのこ。大したダメージにならないとはいえ、やはり炎は苦手らしい。

「女の身でこれやるのはどうかと思うけど……」

　その数秒間を存分に活かし、鞄の中から銘酒ドワーフ殺し、それも神殿に奉納してくれと聖別されてお神酒となった物の一本を取り出す。

「これ以外にいい手が思いつかない以上……」

　左手に酒瓶を下げ、右手に持ったたいまつの炎を確認し、再び巨大きのこを睨にらみつける。

「大道芸に付き合ってもらうわよ!!」

　真琴は何かを吹っ切るように高らかにそう宣言すると、口で酒瓶の栓を抜き、豪快に口いっぱい酒を含んだ。

　高濃度のアルコールが口の中に広がり、飲み込みたくなる誘惑を必死になってこらえる。

　酒瓶に残った酒をある程度加減して相手にぶちまけると、たいまつの炎を口の高さに掲げ、そのままできるだけうまく霧状になるように気をつけながら、口の中身を一気に噴出した。

「ま、真琴姉、それは強引すぎ……」

　大道芸と言い切った真琴の一切偽りのないその行動に、さすがに突っ込まざるを得ない澪。

　そう、真琴が行ったのは人間火炎放射器である。

　ほぼ純アルコールじゃないのかと言われるアルコール度数は伊達ではなく、凄まじい勢いで燃え広がり巨大きのこを焼き尽くす。

　澪があきれた表情で見守る中、とどまる事を知らずに燃え続けた炎が、その場のモンスターを全てこんがり焼き上げる。

　その香ばしい匂においに酒飲みとしての顔がのぞきかけるも、さすがに状況が状況ゆえにぐっとこらえる。

「全部焼き尽くせたみたいだし、回収して先に進もう」

「そうね。で、これ何かに使えるの？」

「師匠なら多分、使い道を知ってると思う」

　宏なら何かに使うんじゃないか。その言葉に反論できる人間は、少なくともこの世界にはいない。

「とりあえず、どれだけ持っていく？」

「ん～、あのきのこぐらいは全部持っていっていいかも」

　どうにかぎりぎりで戦闘を乗り切った二人は、割と即座に平常運転に戻るのであった。
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　なお、中ボス戦らしいモンスターとの戦闘描写がなかった宏達は、というと……、

「やばいなあ」

「なんか、寒気がします……」

「そらまあ、明らかにボスルームやし」

　バルドの全力全開と変わらぬ量の瘴気を放つ部屋の前で、困惑の声を上げていた。

「さすがに、さっきのオオサンショウウオより強いですよね？」

「そらまあ、さすがになあ」

　部屋の前で、さすがに困ったという態度でごちゃごちゃ話し合う二人。

　なお、オオサンショウウオというのは宏達が遭遇した中ボスらしきモンスターだったが、自慢の再生能力で千日手に持ち込むより先に、宏のお家芸であるスマッシュとスマイトによるお手玉で脳を完全に破壊されたために、割と秒殺に近い形で葬り去られた。

　再生能力は高くても、防御力と生命力はそこまで高くなかった事が敗因である。

　足を切り落とした時にあっさり再生してみせた事が敵の運の尽きで、逆に宏の攻略方針を固めさせてしまったのだ。せめて宏の武器が手斧のままでスマイトを習得していなければ持久戦に持ち込めて、アルチェムのスタミナぐらいは枯渇させられた可能性もあったのだが。

「まあ、とりあえず下手に動かんと、他のみんなをもうちょい待とか」

「そうですね」

「で、さっきのサンショウウオの足、切り落としたほうのんを軽く焼いてみようかと思うんやけど、食べる？」

「……少しだけ」

　現在はちょうど三時のおやつぐらいの時間。

　一般的にはゲテモノに分類されるであろうサンショウウオの足肉のあぶり焼きとダンジョンで取れた正体不明の果実を、軽い空腹に負けて食する事になるアルチェムであった。








エルフの森編　第八話






『ちょ、ちょっと待ってよ!!』

　宏ひろしからの報告を受け、思わず春はる菜なが絶叫した。

　その叫びが頭に響き、隣にいた達たつ也やが思わず顔をしかめる。

『春菜さん、もうちょい声落としてくれへん？』

『あ、ごめん……』

『いや、今のはヒロが悪いだろう』

　宏にたしなめられて即座に謝った春菜を、これまた間髪いれずに達也が擁護する。

　実際のところ、強制的に分散させられたというこの状況下において、唐突にボス部屋を見つけたなどと言われれば思わず叫んでしまっても仕方があるまい。

『それで、今はどういう状況なんだ？』

『とりあえず壁壊してちょっと引き返して、そこそこ安全そうな場所で待機中や』

『そうか』

　さすがに、ボス相手にそのまま突撃をかけるような無謀な真似はしていないらしいと知り、とりあえず安あん堵どの声を漏らす春菜と達也。宏の性格上まずそんな真似はしないだろうが、このダンジョンの性質を考えると、どうにもならなくなって戦闘を開始せざるを得なくなっている可能性は否定できなかったのだ。

　何しろ、特に何も行動せずに十分以上同じ場所にとどまり続けると、壁や通路が動いて追い立てるようなダンジョンだ。宏達がボス戦を強いられていてもおかしくない。

『とりあえず、こっちも大分瘴しょう気きの中心が近くなってきた気がするから、もうしばらく待ってて』

『了解や。真ま琴ことさんらの方は？』

『あたし達の方も、かなり瘴気が濃くなってきたわ』

『レンジぎりぎりだけど、春はる姉ねえと達たつ兄にいの気配はとらえた』

『ほな、そっちはもうじき合流やな』

『多分』

　当初の状況からすれば、ずいぶんと事態は好転してきている。

　量産した火炎石を使いきったのは少々痛い気もするが、消耗品なんて使って何ぼである。無くなったら、また作ればいいのだ。

『とりあえず、そんなにせかすつもりはあらへんけど、こっちもいつまで安全圏に引っ込んでられるかは分からへん。焦らん程度に急いでくれたら助かるわ』

『分かってる』

『もっとも、どんな構造になってるかは分からねえから、近くに見えてもすぐに合流できるとは限らねえんだよな。まあ、ここまで来たら、このダンジョンのラスボスも多少の時間稼ぎと退路をふさぐ以外の小細工はしてこないだろうが、な』

『何にしても、ええ加減壁が分厚うなってきたから、そろそろ逆行するんも限界っぽいわ。最悪持久戦に持ち込んで粘るけど、僕はともかくアルチェムがなあ』

　宏の懸念は、この状況でボス戦に突入せざるを得なくなった際の事であろう。

　戦闘能力的には決して低くはないアルチェムだが、それでもトータルスペックとしてはゲームの時のボリュームゾーンにはやや届いていない。その上このダンジョンは、全体的に弓使いにとっては相性が悪い相手が目立つ。

　ボスが宏の予想しているとおりの相手であるならば、今回は最初から最後までずっといまいち役に立たないまま終わる可能性すらある。

『悪いが、そこは頑張ってくれ、としか言えん』

『分かっとる』

　それを最後に足を止めず続けていた会話を打ち切り、周囲に対する警戒を一段と強めながらさらに足を速める春菜と達也。

　はっきり言って、全体的な事態は好転しつつも危機的状況は相変わらずである。それも最初に春菜が危き惧ぐした方向ではなく、正真正銘チーム瓦が解かいと宏とアルチェムの命の危機だ。

「達也さん、魔力の余裕は？」

「十分だ」

「だったら、ちょっと無理をしてもいいよね？」

「状況が状況だからな」

　さすがに今度は焦るなとは言えない達也。何しろ、彼自身も焦りを抑えきれていない。

「とはいえ、結局問題なのは……」

　目の前の分岐を見て、達也が思わず唸うなるような声を出す。

　この期に及んでまだ、最終的には意味がなく、だが短期的には時間稼ぎとして多大な効果がある無駄な分岐を突きつけてくるあたり、本当に根性の曲がったダンジョンである。

「目先の分岐、どっちが時間的にましか、だよな」

「だよね」

　どうせ最終的にはボスルームに到着させられるのは目に見えているのだが、分岐があるという事はどちらかは確実に遠回りをさせられると考えられる。その判断材料が瘴気の濃淡しかないというのが厄介なところである。

「でも、こういうのは考えるだけ無駄だよ」

　達也の問題提起をあっさりバッサリ切り捨て、考えるそぶりすら見せずに瘴気の濃いほうへ足を進める春菜。

　そのある種男前と言っていい態度に、大慌てで後ろをついていくしかない達也。

「考えるだけ無駄、とは？」

「悩む時間で結構な距離が稼げるし、そもそもどちらかが近道だっていう保証すらないから」

「なるほど、下手な考え休むに似たり、か」

「そういうこと」

　今の状況では、ちんたら迷っている暇はない。遠回りだろうが距離は詰められるはずなのだから、下手に考えずに直感に従うべし。

　状況が切羽詰まってきた事で腹が据わった春菜は、むしろダンジョンに入った直後よりも冷静に行動を決めていた。

「……モンスターか。こっちが正解の可能性が高いな」

「下手に戦闘を避けようとして、ボス部屋で挟み撃ちにあったら面倒だし危ないから、できるだけ最低ぎりぎりの消耗で全部殲せん滅めつしよう」

「だな」

　春菜の方針に同意し、目の前をふさぐ鼠ねずみの群れをグランドナパームで焼き払い始める達也であった。
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「こっち」

「了解」

　一方、真琴達は特に話し合いもせずに、澪みおの探知に従ってサクサクと先に進んでいた。

　こちらは無駄な戦闘を避け、とにかく足を速める事で距離を稼ぐ方針のようだ。

「えらく長い道ね……」

「でも、戦闘するよりは多分早く着く」

「一撃で殲滅してても？」

「毎回一撃で殲滅できるほど、大技の連発効く？」

　澪の否定できない種類の反論に、とりあえず沈黙をもって答えとする真琴。

「で、瘴気はどう？」

「確実に近づいてきてる」

「次の分岐は？」

「モンスターがいないのはこっち」

　真琴の問いかけに対し、現在の道から左側に伸びた通路を示す澪。その言葉に頷うなずくと、迷う事なくモンスターのいないほうへと進んでいく。

「宏達と春菜達の位置は？」

「師匠の位置は……。うん、見つけた。方向としては右の方。春姉達は、左側。さっきからほとんどボク達との距離は変わってない。たまに立ち止まってるのは、多分戦闘してる」

「了解」

　唐突に大きくカーブを描き始めた通路を道なりに進むと、床を覆う苔こけの分布が急に変わる。

「澪」

「空間がおかしい。多分、ワープしてる」

「先の瘴気度合いは？」

「こっちより濃い」

　どうやら、先ほどの中ボス戦と同じパターンらしい。

　つまり、ここを超えるとまた位置の把握がおかしくなるわけだ。最悪、もう一度ぐらい強力なモンスターとやり合わなければいけない可能性も覚悟しておく必要がありそうである。

「まあ、引き返せないから行くしかないんだけど」

「待って。一応、罠は調べておく」

　とっさに真琴を制止し、もはやお約束となった十フィート棒で壁から床から天井から、ダンジョンをくすぐるかのような繊細なタッチでチェックを始める澪。

「おかしな感触がある。わざと強めに突いてみるから、注意して」

「ＯＫ」

　一応真琴に警告して、不自然な感触がある場所をぐっと押しこんでみる。

　次の瞬間、境界線から向こう側が苦しんでいるかのごとく、通路全体が不規則にのたうち始めた。間違えて踏んでいたら、なかなかの大惨事になりそうな光景である。

「この期に及んで初めて罠が出てくるとか……」

「相手も必死」

　あの中に入っていればまともに身動きすら取れそうにないほどのたうつ通路。

　それを見て険しい顔をする二人。

　道なき道を行ったとはいえ、よくもまあ宏達は無事にボスルームにたどり着いたものである。

「さて、どうしたものか」

「もうちょっと、小細工してみる」

「任せた」

　こういう状況で取れる行動が極端に少ない真琴は、どうしても澪に任せっきりになってしまうため、せめて、何かしなければと、集中して通路を観察する。

　少なくとも普通の火炎系攻撃魔法では壁も床もまったく燃えなかった、と春菜が言っていた事を考えると、宏がどうやって壁をぶち抜いたのかが本当に分からなくなる。

　たしかにあの男、発動できないとはいえファーレーンで身につけたエクストラスキルの影響も受けているだろうし、筋力自体は下手をすれば四ケタの大台に手が届いている可能性すらある。

　それだけの強きょう靭じんな筋力で構造物破壊が得意な武器を使ってスキルを乗せて壁を殴れば、たとえ初級の攻撃スキルでも十分な破壊力を持たせられるのだろう。

　それに武器が魔鉄製のものに切り替わっている事も、この場合見逃せない要素だ。

　現状の宏は、重量とバランスの問題で手数が少ない武器を使っている上、倍率一倍の初級スキルしか持っていないため総合火力は中の下程度だが、最大火力の維持可能時間と長期戦になった時の合計ダメージは戦闘系の廃人に迫る勢いである。

　一定ラインよりタフな相手には攻めあぐねてしまうという欠陥はそのままだが、雑魚相手なら低火力とは言えないところまできているのだ。

　真琴も筋力は近接型戦闘廃人の平均程度は持ち合わせているので、鈍器があれば普通の石壁ぐらいは簡単に粉砕できる。

　だが今回に関しては大剣で軽く切りつけた感触からすると、たとえ宏から武器を借りて壁を殴ったとしても、彼女のスペックではこのダンジョンの壁を抜いて最短コース、というやり方は難しい。

（壁を壊す方法は、今考える事じゃないわね）

　それかけた思考を修正し、正面の道について五感で集められる情報を限界まで収集しようと試みる。視界の中では、澪が弓を使っていろいろやっている。

（普通の魔法じゃ駄目、って事は、浄化系のスキル、もしくはその代用手段なら？）

　澪が何カ所かに矢を撃ち込んだあたりで、そんな考えに思い至る真琴。

　目の前の通路は、どうあがいても侵入不能になっている。

「ちょっと試していい？」

「了解」

　澪の許可を貰もらって、きのこを焼いた時に使ったドワーフ殺しの残りに布を突っ込み、火をつけて投げ込んでみる。すると……、

「うは」

「豪快に燃えてる」

　今まで、火矢を撃ち込もうがたいまつを押しあてようがまったく引火する事なくのたうちまわり続けていた通路が、完全に炎の海となって焼き払われる。

「真琴姉。事態、悪化してない？」

「まあ、好転するとは思ってなかったけど」

　澪の突っ込みに対し、素直に正直に返事を返す真琴。このままでは本当に話が進まない。

　そこで真琴は、考えていた事を実行する事に。

「ブルインパクト！」

　鞘さやをつけたまま強打系の中級スキルを乗せて大剣を振り下ろし、溺おぼれ死ぬ間際の虫のごとくもがきのたうつ床を力一杯叩たたく。

　その一撃が当った瞬間、床全体に亀き裂れつが走り、そのまま亀裂は壁を伝い天井を覆いきしみをあげる。そして、

「崩れた……」

「とりあえず、大人しくはなったわね」

　亀裂が入ってもろくなった天井が自重を支えられずに崩落。その衝撃で壁が砕けちり、床も動かなくなっている。

　どうやら予想外に広範囲に火が回ったらしく、境界線から先はそれなりの大きさの広間になっていた。

「……鎮火は、したみたいね」

「まだちょっと熱を持ってる」

「まあ、これぐらいは大丈夫っしょ」

　広間の熱さを軽く確認しての真琴の言葉に同意し、念のために十フィート棒でじっくり確認しながら進んでいく澪。

「で、位置関係は？」

「師匠達の方は今ので一気に近くに来た。でも、多分まずい事になってる」

「まずい事にって？」

「さっきまでは瘴気の塊と距離があったのに、今は部屋一つ分も離れてないところまで来てる」

　澪の説明を聞き、一瞬で状況を理解する。

　どうやら、恐れていた最悪のケースになってしまっているらしい。

「急ぐわよ！」

「分かってる！」

　真琴の号令に叫びを返し、今度は瘴気の濃いほうへまっすぐ走っていく澪。

　今はただ、少しでも早くボス部屋を探す事に全力投球する二人であった。
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　別パーティがボスルームへと必死になって進んでいる頃、待機していた宏達に災厄が降りかかろうとしていた。

「なんかおかしい」

「ですよね……」

　先ほどまで採取以外で十分も同じ場所にじっとしていれば、何らかのやり方でその場から追い出しにかかっていたダンジョンが、妙に大人しい。

　今までは追い出されそうになるたびに、とりあえず適当な壁を破壊して通り道を確保し、ボス部屋にはできるだけ近づかないように立ち回ってきた。

　どうやらその積み重ねに対していい加減学習したらしく、だんだん壁の厚みが増えて貫くのに手間がかかったり、妙な胞子やガスを噴出し始めたりと、手の込んだ妨害が増えてきた。

　そんな状況に、そろそろ限界かと思っていたところでこの不気味な沈黙である。

　すでに今の位置に来てから二十分以上が経過しているのに、一向にダンジョンに変化の兆しは見られない。

「何があるか分からへんから、その心づもりだけは……」

　そう言いかけたところで、ダンジョンの変化に気がつく宏。

「ここ出るで！」

「えっ？」

「早はよう！」

　唐突に行動を起こした宏についていけず、戸惑いながら後に続こうとするアルチェム。

　だが、ダンジョンの行動は実に迅速であった。

「あ、足元が！」

「遅かったか！」

　部屋を出るより先に、足元が底なし沼のように変化したのである。

　一気に膝まで沈んでしまえば、さすがの宏といえども簡単に脱出する事はできない。

　そのまま沼の中に引きずり込まれながら、どこかにゆっくり運ばれていく二人。

「ひ、ヒロシさん……」

「こうなったら、慌ててもしゃあない。できるだけ体力温存や」

「は、はい！」

　そんな会話を続けているうちに狭かった部屋がいつの間にか広くなり、さらに自分達を運んでいる物が泥から毒々しい色の水に化ける。

「ちっ、毒水か！」

　色が変わったあたりで急激に弱り始めたアルチェムを見て、一つ舌打ちする。

　経過時間を考えるなら、そろそろダンジョン突入前に飲んだ万能薬の効果が切れ始める頃だろう。

　幸いにしてそろそろ終着点らしく、水かさが急激に減り始めている。

　一刻も早くアルチェムを保護するために、水流に足を取られながらも必死になって陸地に上がり、女体に対する恐怖心を死ぬ気で抑えて彼女を引きずり上げる。

　そのまま応急処置として万能薬とポーションを振りかけ、瘴気の塊に対して視線を向けた。

「予想どおり、ボスは樹木か……」

　凄すさまじいまでの瘴気と威圧感をふりまき、その大木はそこに佇たたずんでいた。

「ヒロシさん……」

「アルチェムは離れたところで休んどき。こいつは僕が押さえとく」

　ポールアックスを構え、青白い顔をしたままどうにか立ち上がろうとするアルチェムを制し、彼女を背に庇かばうように立つ。

　手持ちのポーションが五級までだった事に加え、意外とえげつない毒性を持っていた毒水のダメージによる後遺症が万能薬では治療できない事もあり、アルチェムが動けるようになるまでにはしばらくかかりそうだ。

　もっとも、エレーナの時とは違って一日か二日あれば完全に回復できるだろうという事を考えると、後遺症という表現はかなり大げさなものではあるが。

　相手の威圧感に手足の震えは隠せないが、体が条件反射で震えるのはいつもの事だ。

　それに、バルドの最後の一撃の時に比べればそれほど怖いと感じないし、そもそもチョコレートに比べればこの程度の恐怖、本気でどうという事はない。

「さて、こっちのリソースが尽きるんが先か、それとも敵さんの手札が切れるんが先か、勝負や」

　宏がそう宣言すると同時に、このダンジョンのボスでありコアでもある樹木モンスター、イビルエントが枝を鳴らす。宏の孤軍奮闘が、今始まりを告げるのであった。




　　　　☆




『春菜、ちょっとヤバい事になってるみたいよ！』

　宏達がイビルエントと対たい峙じしていたのとほぼ同じ頃。春菜達に対して真琴が焦りを含んだ通信を送っていた。

『真琴さん？　……もしかして!?』

『澪が言うには、宏の気配が瘴気の塊と同じ位置にいるって！』

　真琴からの通信で感じた嫌な予感。それが的中した事に対して、背筋に冷たいものが走る。

『そっちはどんな状況!?』

『ちょっと前からループさせられてる！　今、仕掛けを探してるところ！』

『そっちもって事は、徹底的に時間稼ぎに走ってる、ってわけね……』

　十五分ほどの移動でループさせられていると確信を持った春菜達と、一分ほどの時点で仕掛けそのものには気がついた澪。仕掛けに引っ掛かったのは春菜達の方が大幅に早かったため、状況としてはそれほど変わらない。

『そうなると、壁を壊して合流を考えるのが一番手っ取り早いんだけど』

『壊せるの？』

『一応、手がないでもないのよ』

　そう言って、自分達が暴れる廊下を崩壊させた時の事を話す。

　それを聞いて、少し思案をする春菜。

『ドワーフ殺しに獄ごく炎えん聖せい波はで着火すれば、もしかしたら……』

『可能性はあるわね』

『澪ちゃん、こっちとそっちの位置関係は？』

『直線距離で百メートルぐらい。そっちから見て北北西の向き』

『了解』

　預かったドワーフ殺しは十本。

　うち一本は真琴が使いきったと言っているから、使えるのは残り九本。

　下手な事をして使いきるとそれこそ手詰まりになりかねないから、慎重にやらねばならない。

　だが、慎重にやるやらない以前に、まずは本当に思惑どおりに行くのかどうかを確認する必要がある。澪の説明からすると、瘴気が濃い方向に対して通路を抜けば、とりあえず二人を巻き込まずに済むはずである。

　そう予想を立て、実験を開始する。

「まずは、直接かけて燃やしてみるところから、かな？」

「そうだな」

　未開封の瓶をあけ、きついアルコールの匂においがするそれを壁に軽くかける。全力ダッシュでそのポイントから離れると同時に、達也が獄炎聖波を放った。

「……悪くはないけど、まだまだってところだよね」

「霧状にして充満させて爆発させるか、火炎瓶方式でやるかのどっちかの方がよさそうだな」

　それなりに燃え上がり、結構な範囲と深さを焼きつくして消えた炎を見て、行動方針を確定させる二人。

「まずは爆発させるとして、どうやって充満させる？」

「挟みこむように結界を張るから、その中にどうにかしてその酒の霧を発生させられないか？」

「やってみるよ」

　ポーション作りを習う過程で覚えた、指定した液体を操作する魔法。それを使って結界の中に酒を移動させ、根性を入れて霧状に変化させてみる。

　結界と結界の隙すき間まに強烈な酒の匂いが充満し、起こった霧で視界が一瞬閉ざされた。

「獄炎聖波！」

　即座に達也が気合いとともに結界の中に地獄を蓋がいする聖なる炎を発生させる。

　着火とともに大爆発。両側の壁を大きくえぐり取る。爆煙が収まった後には、見事に両側の壁に人一人が通れる程度の穴が開いていた。

「行けたな」

「行けたね」

　成果を確認し、一つ頷いて急ぎ穴を潜り抜ける。あまりちんたらやって、またふさがれてしまってはたまらない。

『春菜、達也。どうだった？』

『壁は壊せたよ。二人はどこに？』

『爆発が起こった時点で、空間の接続先が変わったみたい。距離を離された』

『ループは？』

『今から確認する』

　どうやら、このまま合流を許すほどぬるい事はしてくれそうもない。だが、とにかく今はボスルームに向かって急ぐしかない。

『とりあえず、私達はこのまままっすぐ行ってみる！』

『分かった。また別のループにはまったら、その時はその時で何か考えるわ』

『了解！』

　お互いの方針を確認したところで、開いたばかりの突破口を駆け抜ける。

　彼らにとって、ボス部屋は近くて遠かった。




　　　　☆




「来いやあ!!」

　宣戦布告としてアウトフェースを発動させ、イビルエントの意識を完全に自分に引きつける。同時に、周辺にこっそり立っていた十数本のハンターツリーから一斉に枝が伸びる。

「邪魔や！」

　アルチェムが巻き込まれかねない位置のハンターツリーを駆除し、さらに続けて挑発を飛ばす。新たな取り巻きを呼び出す可能性は十分にあるが、現在戦える人員は宏のみであり、そんな事を気にしていてはボス戦などできない。

「往生せいやあ！」

　至近距離にいた三本のハンターツリーを切り倒し、すぐさまアルチェムの正面に戻る。去り際に念のため根っこを切断しておいたからか、ハンターツリーが再生する兆しは見られない。

　だが、これだけの濃度の瘴気だと、なにをどうしてくるかなど読めるはずもない。とにかく安全第一で防御に徹し、我慢比べを続けるしかないだろう。

　イビルエントから伸びた枝を払い、ハンターツリーが巻きつけようとしてくる蔦つたや枝を叩き落とし、飛んできた葉っぱを体で受け止め、時折距離を詰めて取り巻きを切り倒す。

　今回に関しては、相手が動いてこないのは有利な点と不利な点がワンセットになっている感じだ。

（予定どおりとはいえ、見事に膠こう着ちゃくしとるなあ……）

　相手が動いてこないため、その場を動かずに攻撃を防ぐのはそれほど難しくはない。

　だが、基本的にアルチェムの前から下手に動けない宏にとって、相手が寄ってこないというのはまともに反撃ができないという事とイコールである。

　何度も挑発と威圧を重ねてターゲットを自分に固定しているとはいえ、遠距離攻撃しかしてこない相手に対して、護衛対象の前から動くという選択を取る度胸は宏にはない。

　その上、ダンジョンボスだけあって、イビルエントの攻撃は宏にとっても軽いものではない。ほとんど防具で止まっているとはいえ、ワイバーンレザーアーマーなしでノーダメージにできるとは断言できない程度の威力はある。

　仮に防具なしだったとしても確実に自然治癒速度の方が上回るだろうが、ノーダメージで済まないという点は変わらない。

　防具なしの宏は一般的なフルプレート装備の騎士より防御力が高い事を考えると、そんな人間がノーダメージで済まない攻撃を、後ろにいるアルチェムが食らえばひとたまりもない。

　故に、何百発、何千発殴られようと、宏はこの場から動かずに耐え続けるしかないのだ。

　状況を好転させるための隙すきをうかがいながら、宏はただひたすら耐え続けた。




　　　　☆




　あれからどれほど時間が経っただろうか？

「せめてハンターツリーを減らせたら、安心してもうちょい前に出れるんやけどなあ……」

　痛みだけは一丁前のくせにダメージには一切ならないちまちまとした攻撃に耐えつつ、思わずという感じでぼやく。

　時間感覚が狂うほどの長時間攻撃にさらされ続け、いい加減フラストレーションが限界に近づいてきている。折れるつもりはないが、まったくぼやかずにやれるほど宏の根性は据わっていない。

　全部の攻撃を防ぐ事などとうの昔に諦あきらめ、アルチェムを巻き込みそうなものだけを迎撃し続けてはいるが、それだけでもなかなかの手間だ。

　一応離れた場所にいる他人をガードする、カバームーブというスキルも宏は身につけている。だが、宏のカバームーブはまだ熟練度が低く、それほど離れた相手をガードする事はできない。

　残った一番近いハンターツリーまでの距離はだいたい七歩程度と、カバームーブでガードできる範囲からわずかにはみ出ているのだ。

　壁役としては重要なスキルだが、あえてガード対象を危険にさらさねばならないとあって、それほど鍛えられていないのが厳しい。

　それでも、当初の三歩程度という距離からは相当広がっているのだ。この戦闘中にも何度か発動してスキルが成長しているが、それを待つ余裕はない。後は、これで工夫して戦うしかない。

（距離があるんやったら投とう擲てき武器でってのも常じょう套とう手段やけど、ポメはさすがにやばいし手斧おのは三本。ナイフ類は結構あるけど多分そんなに効かんし、そもそも軽すぎて簡単に迎撃されそうや。手斧で一本は何とかできるっちゅうても、そこで手詰まりか）

　いっそ巨大ポメを投げつけてやりたい衝動に駆られるが、至近距離で迎撃された日には洒落にならない。やるとしたら、最低限取り巻きを全滅させてからでないと、あまりに危なっかしすぎる。

「やるだけやるか！」

　三十分以上袋叩きにあいながら余計な思考をぐるぐるさせ、何度も同じ事を考えては踏ん切りがつかずに引っ込めていたアイデアをようやく実行する事に決める宏。

　伸びてきた枝を強引に払ってへし折り、大急ぎでウェストポーチから手斧を取り出す。

　取り出した手斧にかけられるだけの簡易エンチャントを全乗せして、一番遠くにいるハンターツリーに対して全力投球する。

　根元に深々と刺さったところで爆発を起こし、もう一押しというところまで幹をえぐり取ると、さらに追い打ちでもう一本投げてへし折り、隣のハンターツリーに残りの一本を投げつけた。

（これやったらナイフでもいけるんちゃう？）

　ハンターツリーのダメージの状況からそう判断し、適当に数本ナイフを掴つかむと、同じように簡易エンチャント全乗せして一気に投げつける。

　何本かは枝に阻まれるも、迎撃に出た枝を爆発で排除できたため、最終的に二本当てる事に成功し、どうにかへし折ってのける。

「これが限界やな」

　残りのハンターツリーは七本。

　まともな遠距離攻撃手段がなくなったため、ここからはひたすら我慢比べだろう。

　やはりここに来る前にマイナーヒールではなく最弱の無詠唱無属性攻撃魔法であるマジックブリットを優先して覚えておくべきだったと後悔してもあとの祭り。

　今の宏の攻撃で危機感を覚えたのか、ハンターツリーの攻撃が激しくなってくる。

　その結果、どうにも動きが阻害され、少しでもダメージになりそうな属性石を取り出すという動作すら、今の宏の状況では難しくなっている。

「まったくもって、こっちが手ぇ出せん思って調子に乗りおってからに……」

　激しくなった攻撃に舌打ちし、慎重に距離を調整する宏。

　だが、アルチェムが動けない状況では、これ以上大きく距離を詰めるのも難しい。

「ヒロシさん……！」

「こんぐらいは大丈夫や！　それより、まだ動かれへんねんやろ!?」

「ごめんなさい……！」

「あれは避けようがなかったからしゃあない！　それより、今は体休めて動けるように……！」

　と、そこまで言いかけたところで、モンスター達の挙動が変わる。

　目の前のハンターツリー達が大きく膨れ上がるように枝を伸ばしたかと思うと、一斉に宏とアルチェムを貫こうと襲いかかってきたのだ。

「えっ？」

　唐突に、そしてとてつもない速度で伸びてくる無数の枝。

　だが、なぜかアルチェムには妙にゆっくりに感じられた。

　危機的状況になると周りがスローモーションに見えるという、いわゆるタキサイキア現象である。

　引き伸ばされた時間の中で必死に体を動かそうとするが、毒と恐怖のためか、思うように反応してくれない。

　焦りながら間延びしたスローな視界を凝視するアルチェム。

　そんななか、不意に宏の体がかき消えた。

　次の瞬間、貫こうとしていた枝が全てへし折られ、アルチェムの全身に強い衝撃が響く。

　何が起こったか理解できず呆ぼう然ぜんとしているアルチェムと入れ替わるように、宏がその場に移動する。

　宏に弾き飛ばされた事をアルチェムが理解する前に、ハンターツリーに隠れていたイビルエントが大きく身じろぐ。

　そして、イビルエントから伸びた、下手をすると子供の顔面を覆い尽くせるほどの太さを持つ巨大な根が宏めがけて伸び──、

「があぁぁぁ!!」

　容赦なく脇腹から串刺しにする。

　勢いよく宏の脇腹を貫いたイビルエントの根は、宏の体ごとアルチェムをも貫こうとさらに根を伸ばす。

　その身を貫かれ、大きな悲鳴を上げながらも、宏はしっかり足を踏ん張って抵抗する。

　宏の抵抗は実を結び、イビルエントの根は立ち上がる事ができないアルチェムの額ぎりぎりのところで止まった。

「えっ？」

　ほんの数秒の間に目まぐるしく移り変わった状況についていけず、呆然としていたアルチェム。

　彼女が我に返ったのは、イビルエントの根から滴り落ちた生臭い匂いのする、妙に生温かい液体が顔にかかった瞬間だった。

「ヒロシ、さん……？」

　我に返りながらも目の前の光景を受け入れられず、恐る恐る声をかけるアルチェム。

　宏の体を完全に貫通しているイビルエントの根。

　そこからぽたぽたと落ちてアルチェムの顔を汚す血のしずく。

　そのぬるっとした感触にアルチェムが触れた瞬間、宏の口から大量の血ち反へ吐どが吐き出される。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　それを見たアルチェムの悲鳴が、あたりに響き渡るのであった。
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